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1. はじめに 

 

 人口減少社会を迎えた今、建設産業における生産性の向上や働き方改革は、担い手の確保・育

成の観点から、大変重要になってきています。また、現場の安全性の向上についても、これまで

と同様、取り組む必要があります。 

 こうしたことを背景に、国土交通省では、i-Construction のトップランナー施策の一つとして、

全体最適の導入、とりわけコンクリート工の規格の標準化等に取り組んできました。 

 具体的には、現場打ちコンクリートの効率化とプレキャスト工法の活用促進とを両輪に、コン

クリート生産性向上検討協議会において、産学官が連携して各種検討を進めてきました。 

 これまでの主な成果としては、コンクリート工の生産性向上に資する新技術等に関する各種ガ

イドラインを作成したほか、プレキャスト製品の活用促進のための要領などを策定し、活用いた

だいています。 

 今後も、生コンクリートのサプライチェーンの効率化や品質管理の高度化を目指すとともに、

大型プレキャスト製品を活用する価値を総合的に評価する VFM（Value for Money）の考え方を

検討していくこととしています。 

 本事例集は、これまで進めてきたプレキャスト工法の活用促進策を踏まえ、実際に採用された

様々な事例を紹介するものであり、令和２年３月に発刊した第一版を大幅に充実したものです。 

 設計者や施工者、発注機関、製品会社など、幅広い皆様に参考としていただき、プレキャスト

工法の活用が進み、もって建設産業の生産性向上等につながることを期待しています。 

 

 

令和４年３月     

国土交通省大臣官房技術調査課 

一般社団法人日本建設業連合会 
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2. プレキャスト工法の活用に向けた取り組み（国土交通省） 

2.1 i-Construction ～建設現場の生産性革命～ 

 

(1)  概要 

  人口減少社会を迎えた今、建設産業における生産性の向上や働き方改革は、  担い手の確

保・育成の観点から、大変重要になってきています。また、現場の安全性の向上についても、

これまでと同様、取り組む必要があります。 

  こうしたことを背景に、国土交通省では、平成 28 年より、i-Construction（図 2.1）のトッ

プランナー施策の一つとして、全体最適の導入、とりわけのコンクリート工の規格の標準化等

に取り組んできました。 

 

(2)  ３つのトップランナー施策 

  以下に、i-Construction のトップランナー施策を紹介します（図 2.2）。 

 

1)  ICT の全面的な活用（ICT 土工等） 

  調査・測量、設計、施工、検査等あらゆる建設生産プロセスにおいて、ICT を全面的に活用す

ることを目指します。 

 

2)  全体最適の導入（コンクリート工の規格の標準化等） 

  建設現場における設計、発注、調達、加工、組立等の一連の建設生産工程に維持管理を含め、

プロセス全体の最適化を目指します。 

 

3)  施工時期の平準化 

  建設現場への人材や資機材の効率的な配置など、計画的な休暇の確保につながるよう、施工

時期の平準化を進めます。 

 

(3)  全体最適の導入とは 

  従来、コンクリート構造物の設計にあたっては、複数の工法や工種を対象に、技術面やコス

ト面、環境面などさまざまな観点から比較し、設計を行ってきました。 

こうした構造物単位で最適化を図る「部分最適」の考え方は、土木工事の多くが建設現場ご

との一品受注生産であることに起因するわけですが、構造物の規格が一部変わっただけでも改

めて別の設計が必要となるため、スケールメリットが得にくいケースや、構造物ごとに形式が

異なるため、維持管理や点検において個別に対応が必要になるケースがありました。 

そこで、一連の区間やプロセスを俯瞰的な視点で考え、全体として最適化を図る「全体最適」

の考え方をコンクリート工に導入し、構造物の設計、発注、材料の調達、加工、組立、完成後の

維持管理・点検までを含め、ライフサイクル全体で生産性向上を図ることとしています（図 2.3）。 

工場で製作したユニット鉄筋やプレキャスト製品の活用等により、作業効率のみならず品質

の向上も期待しています。 
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2.2 コンクリート生産性向上検討協議会 

 

 コンクリート工の生産性向上を進めるための取組方針や各種検討課題を検討する場として、平

成 28 年 3 月に「コンクリート生産性向上検討協議会」を設け（図 2.4）、有識者や関係団体、関

係する発注機関・研究機関とともに、議論を進めてきました。 

令和４年３月までに計 11 回開催し、現場打ちコンクリートの効率化とプレキャスト工法の活

用促進とを両輪に、コンクリート工の生産性向上に資する新技術等に関する各種ガイドラインを

作成したほか、プレキャスト製品の活用促進のための要領などを策定しました。 
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2.3 これまでの主な成果 

 

1)  土木工事に関するプレキャストコンクリート製品の設計条件明示要領（案）（平成 28 年 3

月策定） 

  各部材の寸法や材料など仕様を条件明示する「仕様規定」から、コンクリート構造物に求め

られる要求性能を明示する「性能規定」とするための考え方をとりまとめました（図 2.5）。 

 

2)  機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン（平成 28 年 7 月策定） 

 

3)  現場打ちコンクリート構造物に適用する機械式鉄筋継手工法ガイドライン（平成 29 年 3 月

策定） 

  土木工事における鉄筋の組立作業の効率化を目指し、機械式鉄筋定着工法や機械式鉄筋継手

工法に関する技術的な留意事項をとりまとめました（図 2.6、図 2.7）。 

 

4)  流動性を高めた現場打ちコンクリートの活用に関するガイドライン（平成 29 年 3 月策定） 

  現場打ちコンクリートの打込み作業の効率化を目指し、荷卸し時のスランプ値を 12cm 以上

にしたコンクリートを活用する場合における技術的な留意事項をとりまとめました（図 2.8）。 

 

5)  予備設計段階等におけるコンクリート構造物の比較案策定にあたっての留意事項（案）（平

成 29 年 4 月策定） 

  個々の現場条件に応じ、現場打ちとプレキャストの双方のメリットを活かし、適材適所で活

用していくため、コストだけでなく、工期短縮や安全性向上などについても適宜比較項目とす

る考え方をとりまとめました（図 2.9）。 

 

6)  コンクリート橋のプレキャスト化ガイドライン（平成 30 年 6 月策定） 

  コンクリート部材等のプレキャスト化を促進し、現場施工の効率化を図るとともに、予備設

計段階における形式選定の比較検討の考え方を明確化するため、技術的な留意事項をとりまと

めました（図 2.10）。 

 

7)  コンクリート構造物における埋設型枠・プレハブ鉄筋に関するガイドライン（平成 30 年 6

月策定） 

  埋設型枠やプレハブ鉄筋の普及を図るとともに、それらを活用したハーフプレキャスト工法

などの利活用を促進するため、各技術の特性や留意事項をとりまとめました（図 2.11）。 

 

8)  プレキャストコンクリート構造物に適用する機械式鉄筋継手工法ガイドライン（平成 31 年

1 月策定） 

  プレキャスト部材に機械式鉄筋継手工法が適切に使用されるよう、設計時・施工時の留意点

等をとりまとめました（図 2.12）。 
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9)  土木構造物設計ガイドライン（平成 31 年 3 月改定） 

  建設現場における生産性を向上させるためには、フロントローディングによる風上での設計

力強化が重要であり、これまでにまとめたガイドライン等の知見を活かし、全体最適を目指し

た設計ガイドラインに改定しました（図 2.13）。 
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2.4 今後の展望 ～プレキャスト製品の活用促進について～ 

 

 これまでの検討により、様々なコスト縮減だけでなく、プレキャスト製品を活用することによ

る効果として、以下のようなことがあげられます。 

 

1)  工場で製造されるため、コンクリート構造物の品質管理が比較的容易であり、品質にバラツ

キが少なく、弱点ができにくい。 

2)  高強度のコンクリートを使用するため、コンクリート構造物の耐久性が向上する。 

3)  規格の標準化により、コンクリート構造物の効率的な設計や工事発注に繋がる。 

4)  工事現場におけるコンクリート構造物に係る施工管理（品質管理、出来形管理、写真管理

等）に要する負担が軽減する。 

5)  コンクリート構造物の現場施工期間が短縮されるため、工期の適正化に繋がるほか、現道工

事における交通規制期間の短縮等に繋がる。 

6)  工事現場におけるコンクリート構造物に係る設置、組立等の作業が機械化により、省人化や

安全性向上が期待できる。 

7)  プレキャスト製品の集合体としてコンクリート構造物を築造する場合、部分的な補修・更新

が可能となる。 

8)  工事現場で発生する産業廃棄物（型枠木材等）や建設発生土のボリュームの抑制に繋がり、

環境負荷が低減する。 

 

 現在は、これらを活用しつつ、大型コンクリート構造物を念頭に、予備設計・詳細設計の段階

から各種工法を比較検討する手法として、VFM（Value for Money）の考え方を取り入れた評価項

目を検討しているところです（図 2.14）。 

 

 引き続き、個々の現場条件に応じ、適材適所でプレキャスト製品の活用促進を進めてまいりま

す。 
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＜参考図＞ 

 
図 2.1 i-Construcution のイメージ 

 
図 2.2 i-Construcution トップランナー施策 
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図 2.3 全体最適の導入(トップランナー施策) 

 

 
図 2.4 コンクリート生産性向上検討協議会の概要 
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図 2.5 土木工事に関するプレキャストコンクリート製品の設計条件明示要領（案） 

 

 
図 2.6 機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン 
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図 2.7 土木工事に関するプレキャストコンクリート製品の設計条件明示要領（案） 

 

 
図 2.8 流動性を高めた現場打ちコンクリートの活用に関するガイドライン 
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図 2.9 予備設計段階等におけるコンクリート構造物の比較案策定にあたっての留意事項（案） 

 

 
図 2.10 コンクリート橋のプレキャスト化ガイドライン 
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図 2.11 コンクリート構造物における埋設型枠・プレハブ鉄筋に関するガイドライン 

 

 
図 2.12 プレキャストコンクリート構造物に適用する機械式鉄筋継手工法ガイドライン 
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図 2.13 土木構造物設計ガイドライン 

 

 
図 2.14 プレキャスト工法の導入（VFM の考え方を取り入れた評価手法の検討） 
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3. プレキャスト工法の活用事例（令和 3 年度収集） 

 前述の通り、国土交通省では、建設現場の生産性向上に向けた i-Construction のトップランナ

ー施策「全体最適の導入」の中で、プレキャスト工法の導入促進に向けて、プレキャスト／現場

打ちコンクリートの比較検討、一定規模以下のプレキャスト製品の規格化などに取り組んでいる。

令和 3 年度は、価格以外の要素を考慮したＶＦＭ（Value for Money）による比較検討方法の確立

に向けた検討を進めていることから、プレキャスト工法の多様な効果を確認すべく、一般社団法

人日本建設業連合会と連携して活用事例を収集した。 

 

3.1 調査概要 

◆ 対象事例 

・ プレキャスト工法のうち、ボックスカルバート、L 型擁壁の活用事例。（当初設計・設計

変更・施工承諾を問わず） 

・ ボックスカルバート、L 型擁壁とも大きいサイズの事例を優先。 

・ 施工時期は、できれば直近５年以内の事例（なければ 10 年以内）。 

◆ 対象となる発注機関 

・ 国土交通省地方整備局 

・ 内閣府沖縄総合事務局 

・ 高速道路会社 

・ 独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構 

・ 独立行政法人水資源機構 

・ 独立行政法人都市再生機構 

・ 日本下水道事業団 

・ 地方自治体 

・ 鉄道会社 

・ 電力会社 

・ その他土木工事を発注する公共機関と民間会社 

◆ 調査期間 

   2021 年 11 月～12 月 

◆ 調査様式 

   次頁参照 
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⑪PCa採用の目的・効果

①工事名

②工種

③発注者

④施工年度 年度

内空断面積 ㎡

延長 m

断面分割

用途

施工条件

⑤ｂ．Ｌ型擁壁 擁壁高 m

ヤード

アクセス性

その他の施工条件

工程比

労務比

初期コスト比

ICT活用の付帯事項

⑩PCa導入概要（写真や図面）

⑫PCa採用における技術的課題など

⑬PCa採用におけるその他課題

⑭問い合わせ

（設計変更・施工承諾の場合）

プレキャスト工法活用の経緯

⑥契約形態

ライフサイクルコスト削減　などｊ．コスト

ｋ．その他の目的・効果

施工期間の短縮ｉ．工程短縮

仮設規模の減少／架設時の安全性向上　な

ど

⑤ａ．ボックスカル

バート

ｄ．働き方改革 休日・閉所日増加／労働時間削減／交替要

員確保の容易さ　など

ａ．あり　ｂ．なし

プレキャスト（PCa）工法の活用事例
ａ．施工性 ｂ．安全性

品質向上／補修・取り替えの容易さ／経年

劣化の抑制　など

施工ヤードの削減／資材置き場の削減／雨

期・冬期での施工　など

ａ．ボックスカルバート　ｂ．L型擁壁 JIS規格の適用

ｅ．省人化・省力化

ｃ．品質・維持管理性

ａ．国土交通省　ｂ．高速道路会社　ｃ．JRTT　ｄ．鉄道会社　ｅ．地方自治体

ｆ．電力会社　ｇ．その他機構・事業団　ｈ．その他民間　ｉ．その他発注者

ａ．道路　ｂ．共同溝　ｃ．水路　ｄ．鉄道　ｅ．その他

ｇ．環境

配置人数の削減／写真管理の削減／提出書

類の削減　など

産業廃棄物の抑制／戻りコン・残コンの減

少／CO2発生抑制　など

熟練工減少への対応／特殊技能の削減　な

ど

⑦当初の施工条件

⑨採用に伴うICTの活

用

⑧現場打ちとの比較

（現場打ちを1.0とし

て）

ａ．良好　ｂ．普通　ｃ．不良　ｄ．不明

ａ．あり　ｂ．なし

ａ．十分確保可能　ｂ．ある程度確保可能

ｃ．不足　ｄ．不明

ａ．明かり　ｂ．開削（切梁）　ｃ．開削（アンカー）

ａ．当初設計　ｂ．設計変更　ｃ．施工承諾

ｈ．DXの推進 トレースアビリティの実現／無人化施工へ

の適応性／手続きの電子化　など

プレキャスト採用による断面サイズの変更 ａ．あり　ｂ．なし

会社名

所属部署・役職

担当者名

電話番号

メールアドレス

ｆ．担い手確保

不明

不明

不明

15



 

3.2 プレキャスト事例の収集件数 

 

22
35

10
11

16
1
1

9
10

68
43

3

98
56

47
89

98
93

82
7

104
17
16

11
16

8
2

17
1

4
15

1

45
29

1

67
45

32
68
67

64
59

1
67

5
9

0 20 40 60 80 100 120

＜発注機関＞
国土交通省

高速道路会社
JRTT

その他機構・事業団
地方自治体

鉄道会社
電力会社

その他民間
その他発注者

＜契約形態＞
当初設計で採用
設計変更で採用
施工承諾で採用

＜PCa導入の目的と効果＞
省人化・省力化

働き方改革
担い手確保

施工性
安全性

品質・維持管理性
環境

DXの推進
工程短縮

コスト
その他

ボックスカルバート L型擁壁

当事例集に掲載

日建連ホームページにて公開

ボックスカルバート, 

115, 61%

L型擁壁, 

75, 39%

収集事例

190件 51

20

0

31

15

0

2

6

9

2

2

3

12

23

40

48

33

12

1

23

2

2

2

8

2

0

9

5

3

13

28

22

0 10 20 30 40 50 60

＜現場打ちを1.0とした比較＞

【工程比】

0.5以下

0.5超1.0以下

1.0超

【労務比】

0.5以下

0.5超1.0以下

1.0超

【初期コスト比】

1.0以下

当初設計↓

1.0超1.5以下

1.5超2.0以下

2.0超

設計変更↓

1.0超1.5以下

1.5超2.0以下

2.0超

＜サイズ＞

ボックスカルバート【内空断面積】↓

4㎡以下（小型）

4㎡超12.25㎡以下（中型）

12.25㎡超（大型）

L型擁壁【擁壁高】↓

2m以下（小型）

2m超4m以下（中型）

4m超（大型）

ボックスカルバート L型擁壁
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3.3 ボックスカルバート 

(1)  事例一覧 

  次頁参照 
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1 国土交通省 (株)熊谷組 なし 2015 73 63 あり なし 道路 明かり 当初設計 0.22 － － － × × － － ● ● × ● ● － 26

2 国土交通省 五洋建設(株) なし 2019 56 54 あり あり 道路 明かり 設計変更 0.2 0.4 2.2 ● ● × ● ● ● ● × ● × × 28

3 国土交通省 (株)熊谷組 あり 2014 46.8 62.45 あり あり 道路 明かり 設計変更 1 － 2.3 ● × ● ● ● ● ● × ● × × 30

4 国土交通省 東急建設(株) なし 2015 45 102 あり なし 道路 明かり 当初設計 － － － ● × × × ● ● × × ● × × 32

5 国土交通省 三井住友建設(株) なし 2020 43.5 19 あり なし 道路 明かり 設計変更 0.2 － 1.8 ● × × ● ● ● ● × ● × × 34

6 国土交通省 東急建設(株) あり 2020 31.9 14.4 あり なし 道路 明かり 設計変更 0.4 0.3 1.94 ● ● × ● ● ● ● × ● × × 36

7 国土交通省 東急建設(株) あり 2020 31.9 14.4 あり なし 道路 明かり 設計変更 0.4 0.3 1.94 ● ● × ● ● ● ● × ● × × 38

8 国土交通省 東急建設(株) なし 2015 31 49 あり なし 道路 明かり 当初設計 － － － ● × × × ● ● × × ● × × 40

9 国土交通省 (株)奥村組 あり 2017 28 23 あり なし 道路 明かり 当初設計 － － － ● × × × ● ● ● × ● × ● 42

10 国土交通省 東急建設(株) あり 2017 24 127 あり なし 水路 明かり 設計変更 0.7 0.6 － ● ● ● ● ● ● ● × ● × × 44

11 国土交通省 戸田建設(株) なし 2017 17.4 39.8 あり なし 水路 明かり 当初設計 0.5 － － ● ● ● ● × × × × ● × × 46

12 国土交通省 東急建設(株) あり
2019～

2020
16.1 39.6 あり なし 水路 明かり 設計変更 0.3 0.3 － ● ● × ● ● ● ● × ● × ● 48

13 国土交通省 西松建設(株) なし 2020 13.8 5.2 あり あり 水路 明かり 設計変更 0.67 0.67 2.8 ● ● ● ● ● ● ● ● ● × × 50

14 高速道路会社 (株)大林組 なし 2017
73.13~

194.35
69.1 あり あり 道路 明かり 設計変更 0.4 0.2 1.7 ● ● ● × ● ● ● × ● × × 52

15 高速道路会社 戸田建設(株) なし 2016 117.52 23.15 あり あり 道路 明かり 設計変更 0.46 0.4 4.48 ● × × × ● ● ● × ● × － 54

16 高速道路会社 清水建設(株) なし 2013 98.6 49 あり なし 道路 明かり 設計変更 0.38 0.13 2.68 ● × × ● ● ● × × ● × － 56

17 高速道路会社 (株)大林組 なし 2020 98.55 50 なし あり 道路 明かり 設計変更 0.3 0.2 7.5 ● ● ● ● ● ● ● － ● × × 58

18 高速道路会社 五洋建設(株) － 2017 88.56 10.53 あり なし 道路 明かり 当初設計 0.3 0.2 － ● ● ● ● ● ● ● ● ● × － 60

19 高速道路会社 清水建設(株) なし 2014 84.7 40 あり あり 道路 開削（アンカー） 設計変更 0.6 0.3 3 ● ● × ● ● ● ● × ● × － 62

20 高速道路会社 (株)奥村組 なし 2016 79 152 あり なし 道路 明かり 設計変更 0.24 0.45 4 ● ● × ● ● ● ● × ● × × 64

21 高速道路会社 三井住友建設(株) なし 2015 65 125 あり なし 水路 明かり 施工承諾 0.7 － － ● × × × × × ● × ● × － 66

22 高速道路会社 (株)大林組 なし 2014 61.2 69.4 あり あり 道路 明かり 設計変更 － － － × × × × × ● × × × × － 68

内
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【凡例】●：あり　×：なし　－：回答なし
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23 高速道路会社 (株)安藤・間 なし 2018
51.84×

2
30 あり なし 道路 開削（アンカー） 当初設計 0.5 0.5 4 ● ● ● ● ● ● ● × ● ● × 70

24 高速道路会社 西松建設(株) なし 2015 51.3 34.164 あり あり 水路 開削（アンカー） 当初設計 － － － ● × ● ● ● ● ● × ● × ● 72

25 高速道路会社 前田建設工業(株) なし 2018 45 28.2 あり なし 道路 明かり 設計変更 0.7 0.3 1.5 ● ● ● × ● ● ● × ● × × 74

26 高速道路会社 戸田建設(株) なし 2019 35 17 あり なし 道路 明かり 設計変更 0.2 0.2 － ● ● ● ● ● ● ● × ● × ● 76

27 高速道路会社 (株)大林組 あり 2020 33 40 あり あり 道路 明かり 設計変更 0.2 0.2 3 ● ● ● ● ● ● ● × ● × ● 78

28 高速道路会社 (株)奥村組 なし 2018 27 53 あり なし 道路 開削（アンカー） 当初設計 － － － ● × × × ● ● ● × ● × × 80

29 高速道路会社 清水建設(株) なし 2011 26.765 51 あり なし 道路 明かり 設計変更 0.63 0.52 2.02 ● ● ● ● × ● ● × ● × － 82

30 高速道路会社 鹿島建設(株) － 2017 25.4 24 あり あり 道路 明かり 設計変更 0.4 － － ● × × ● ● ● × × ● × × 84

31 高速道路会社 清水建設(株) あり 2020 24.2 11.7 あり なし 道路 明かり 設計変更 － － － ● ● ● ● ● ● ● × ● × × 86

32 高速道路会社 戸田建設(株) あり 2014 22.5 32.8 あり なし 道路 明かり 当初設計 0.6 － － ● ● ● ● × ● ● × ● × × 88

33 高速道路会社 三井住友建設(株) あり 2012 20.8 49 あり あり 道路 明かり 設計変更 0.3 － 3 ● ● ● ● ● ● ● × ● ● － 90

34 高速道路会社 (株)フジタ なし 2016 18.5 55.2 あり なし 水路 明かり 設計変更 － － － ● × ● ● ● ● ● × ● × × 92

35 高速道路会社 清水建設(株) あり 2013 14.84 72.5 あり なし 水路 開削（切梁） 設計変更 0.5 0.43 2.19 ● ● × ● ● ● × × ● × × 94

36 JRTT (株)竹中土木 なし 2021 56.363 16.08 あり あり その他 － 設計変更 0.4 0.7 － ● × ● ● ● ● ● × ● × × 96

37 JRTT (株)竹中土木 なし 2021 47.438 22.11 あり あり その他 － 設計変更 0.4 0.7 － ● × ● ● ● ● ● × ● × × 98

38 JRTT (株)竹中土木 なし 2021 41.975 78.39 あり あり その他 － 設計変更 0.4 0.7 － ● × ● ● ● ● ● × ● × × 100

39 JRTT (株)竹中土木 なし 2021 30.875 23 あり なし 道路 開削（切梁） 当初設計 0.5 0.7 － ● × ● ● ● ● ● × ● × × 102

40 JRTT (株)竹中土木 なし 2020 14 22.5 あり なし 道路 明かり 当初設計 0.5 0.7 － ● × ● ● ● ● ● × ● × × 104

41 地方自治体 前田建設工業(株) なし 2014 69.75 35.7 あり あり 水路 明かり 当初設計 0.5 － － ● ● ● ● ● ● － × ● × － 106

42 地方自治体 (株)熊谷組 なし 2013 49 188 あり なし 道路 開削（切梁） 当初設計 － － － － － － － － － － － － － － 108

43 地方自治体 (株)熊谷組 なし 2014 49 195 あり なし 道路 開削（切梁） 当初設計 － － － － － － － － － － － － － － 110

44 地方自治体 (株)鴻池組 あり 2016 28 100 あり なし 水路 開削（切梁） 当初設計 0.5 0.3 2 ● ● × ● ● ● ● × ● × × 112

45 地方自治体 (株)フジタ なし 2020 20.4 18 あり なし 水路 明かり 当初設計 0.5 － 1.8 ● × ● ● ● ● ● × ● × × 114

46 地方自治体 西松建設(株) なし 2019 13 282.6 なし なし 水路 開削（切梁） 当初設計 0.33 － 1.44 ● × × ● ● ● ● × ● ● ● 116

【凡例】●：あり　×：なし　－：回答なし
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47 その他機構・事業団 清水建設(株) － 2016 44.3 24 あり なし 道路 明かり 当初設計 0.225 0.7 － ● × × × ● × × × × × × 118

48 その他機構・事業団 大成建設(株) あり
2020・

2021
20 172.49 あり なし 水路 開削（切梁） 当初設計 0.5 0.3 1.5 ● ● ● ● ● ● ● × ● × × 120

49 国土交通省 (株)熊谷組 なし 2014 8.97 56 あり なし その他 明かり 当初設計 0.2 0.3 2 × × ● ● ● ● × × ● × × 124

50 国土交通省 (株)熊谷組 あり 2018 7.5 20 あり なし 道路 明かり 設計変更 － － － ● ● × ● ● × × × ● × ● 126

51 国土交通省 (株)熊谷組 なし 2014 5.4 102 あり なし その他 明かり 当初設計 0.2 0.3 2 × × ● ● ● ● × × ● × × 128

52 国土交通省 清水建設(株) あり 2014 4.65 23.5 あり なし 水路 明かり 施工承諾 0.1 0.1 1.1 ● × × ● ● ● × × ● × ● 130

53 国土交通省 (株)安藤・間 なし 2016 4.12 13 なし なし 水路 明かり 当初設計 － － － ● ● × ● ● × ● × ● ● × 132

54 高速道路会社 大成建設(株) － 2021 10.49 2640 あり － その他 － 施工承諾 － － － ● ● ● ● ● ● ● × ● × － 134

55 高速道路会社 (株)竹中土木 なし 2020 9.82 9 あり なし 水路 開削（切梁） 当初設計 － － － ● ● × × ● ● ● × ● ● × 136

56 高速道路会社 (株)竹中土木 なし 2021 9.42 6 あり なし 水路 開削（切梁） 当初設計 － － － ● ● × × ● ● ● ● ● ● × 138

57 高速道路会社 (株)奥村組 なし 2014 8.9 174 あり なし 共同溝 明かり 設計変更 － － － ● ● × ● ● ● ● × ● × × 140

58 高速道路会社 鹿島建設(株) － 2018 7.5 13 あり あり 道路 － 設計変更 0.5 － － ● × × ● ● ● ● × ● × × 142

59 高速道路会社 (株)竹中土木 なし 2020 7.32 5 あり なし 水路 開削（切梁） 当初設計 － － － ● ● × × ● ● ● × ● ● × 144

60 高速道路会社 鹿島建設(株) － 2017 6.8 14 なし なし 道路 明かり 設計変更 0.2 － － ● ● × ● ● ● ● × ● × × 146

61 高速道路会社 鹿島建設(株) － 2018 6.5 72 なし あり 水路 明かり 設計変更 0.3 － － ● × × ● ● ● ● × ● × × 148

62 高速道路会社 (株)熊谷組 あり 2016 6 22 なし なし 水路 明かり 当初設計 0.6 － 1.7 ● ● × ● ● × ● × ● × × 150

63 高速道路会社 鹿島建設(株) － 2017 5 88.6 あり なし 道路 開削（切梁） 設計変更 0.6 － － ● ● × ● ● ● × × ● × － 152

64 高速道路会社 (株)竹中土木 なし 2021 4.92 30.131 なし あり その他 明かり 設計変更 0.3 － － ● ● × × ● ● ● × ● ● × 154

65 高速道路会社 三井住友建設(株) あり 2018 4.76 31.6 なし なし 共同溝 明かり 当初設計 0.7 0.7 1.7 ● ● ● × ● ● ● × ● ● ● 156

66 JRTT (株)竹中土木 なし 2020 11.6 26.3 あり なし 共同溝 明かり 当初設計 0.5 0.7 － ● × ● ● ● ● ● × ● × × 158

67 JRTT 五洋建設(株) あり 2018 9 8 なし なし 道路 明かり 当初設計 0.5 － － ● ● ● ● ● ● ● × ● × × 160

68 JRTT 東洋建設(株) あり 2012 9 10 あり なし その他 開削（切梁） 設計変更 － － － ● × ● ● ● ● ● × ● × ● 162

69 JRTT 前田建設工業(株) あり 2012 4.84 4 なし なし 水路 明かり 当初設計 － － － － － － － ● － － － ● － － 164

　↓中型（内空断面積4㎡超12.25㎡以下）

【凡例】●：あり　×：なし　－：回答なし
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70 JRTT (株)竹中土木 なし 2020 4.2 37.7 なし なし 共同溝 明かり 当初設計 0.5 0.7 － ● × ● ● ● ● ● × ● × × 166

71 鉄道会社 清水建設(株) なし 2014 11.5 170 なし なし 水路 明かり 当初設計 0.17 0.18 1.81 ● × × ● ● ● ● × ● × － 168

72 地方自治体 大成建設(株) － 2017 12 24 あり なし 水路 開削（切梁） 設計変更 0.4 － － ● ● × × ● ● × × ● ● － 170

73 地方自治体 (株)鴻池組 なし 2022 8.46 22.5 あり なし 水路 明かり 当初設計 － － － ● × × ● ● × × × ● × × 172

74 地方自治体 東洋建設(株) あり 2011 6.76 70 なし あり 共同溝 開削（切梁） 当初設計 0.8 － － ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● 174

75 地方自治体 (株)フジタ あり 2020 6.5 8.8 あり なし 水路 明かり 当初設計 － － － ● × × ● ● × ● × × × × 176

76 その他機構・事業団 (株)鴻池組 なし 2017 7 527 なし なし 水路 開削（切梁） 当初設計 － － － ● ● × ● × ● ● × ● ● － 178

77 その他機構・事業団 (株)鴻池組 なし 2021 6.76 107.1 なし あり 水路 明かり 当初設計 0.5 0.5 － ● × × × × ● ● × ● × × 180

78 その他機構・事業団 飛島建設(株) なし 2017 5 200 なし なし 水路 明かり 当初設計 － － － × × × × × × × × × × × 182

79 その他機構・事業団 前田建設工業(株) なし 2018 4.86 1145.1 なし あり 水路 開削（切梁） 当初設計 － － － ● × ● ● ● ● ● ● ● × ● 184

80 その他機構・事業団 前田建設工業(株) あり 2012 4.84 324.39 なし なし 水路 明かり 当初設計 0.8 0.6 － ● × × ● ● × ● × ● × × 186

81 国土交通省 (株)熊谷組 なし 2014 4 121 なし なし 水路 明かり 当初設計 0.2 0.3 2 × × ● ● ● ● × × ● × × 190

82 国土交通省 東急建設(株) あり 2014 3.6 67 なし なし 水路 明かり 当初設計 0.7 － 1.5 ● ● × ● ● ● × × ● × － 192

83 国土交通省 戸田建設(株) あり 2019 1.44 470 あり あり 道路 明かり 当初設計 0.7 － － ● ● ● ● ● ● ● × ● × － 194

84 国土交通省 戸田建設(株) なし 2018 0.47 12 なし なし 水路 明かり 設計変更 0.5 0.5 － ● × ● ● × ● ● × ● × × 196

85 高速道路会社 五洋建設(株) あり 2018 0.6 10 なし なし 水路 明かり 設計変更 0.5 0.5 0.8 ● × ● ● ● ● × × ● × － 198

86 地方自治体 (株)フジタ あり 2019 4 59.5 なし なし 水路 明かり 当初設計 0.5 0.2 － ● ● × ● ● ● ● × ● × × 200

87 地方自治体 戸田建設(株) なし 2019 3.67 802.8 なし なし 水路 明かり 当初設計 － － － × × × × × × × × × × × 202

88 地方自治体 東洋建設(株) あり 2016 2.56 12.9 なし なし 水路 開削（切梁） 当初設計 － － － ● × × ● ● ● × × ● × × 204

89 地方自治体 (株)奥村組 なし 2018 2.25 4.71 あり なし 水路 開削（切梁） 当初設計 － － － ● ● × ● ● ● × × ● × × 206

90 地方自治体 飛島建設(株) あり 2012 1.395 37 なし － 水路 開削（切梁） 当初設計 － － － × × × ● ● × ● × ● × × 208

91 地方自治体 前田建設工業(株) － 2018 － － なし － その他 明かり 設計変更 － － － ● ● × × ● × × × × × － 210

92 その他機構・事業団 飛島建設(株) あり
2011・

2012
4 74.2 なし なし 水路 開削（切梁） 当初設計 0.6 － 1.5 ● ● × ● × × × × ● × × 212

　↓小型（内空断面積4㎡以下）

【凡例】●：あり　×：なし　－：回答なし
21
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93 その他機構・事業団 (株)鴻池組 あり 2020 3.61 178 なし なし 水路 開削（切梁） 当初設計 0.8 1 1.2 ● × ● ● × ● ● × ● × × 214

94 その他機構・事業団 東急建設(株) なし 2014 2.72 114.67 なし なし 水路 開削（切梁） 設計変更 － － － ● ● × ● ● ● × × ● × × 216

95 その他機構・事業団 東洋建設(株) あり 2014 0.34 89.6 なし なし 水路 明かり 設計変更 － － － ● ● ● ● ● ● ● × ● × × 218

【凡例】●：あり　×：なし　－：回答なし
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(2)  凡例 

 

 

国土交通省／高速道路会社／JRTT／鉄道会社／地方自

治体／その他機構・事業団 

 

ボックスカルバート／L 型擁壁 

 

当初設計／設計変更／施工承諾 

 

道路／共同溝／水路／鉄道／その他 

 

あり／なし 

 

あり／なし 

 

あり／なし 

 

明かり／開削（切梁）／開削（アンカー） 

 

十分確保可能／ある程度確保可能／不足／不明 

 

良好／普通／不良／不明 

 

あり／なし 

◆プレキャスト導入の目的と効果 あり／なし 

 

※上記以外はすべて自由記述 

 

 

 

  

発注機関 

工種 

契約形態 

用途 

JIS 規格適用 

現場打ちからの断面サイズ変更 

断面分割 

据付条件 

ヤード 

アクセス性 

ICT 活用 
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24



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)  大型（内空断面積 12.25 ㎡超） 

  

25



 
圏央道猿島地区改良その１工事 

株式会社熊谷組 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2015 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

道路 

 

なし 

 

63.00m 

 

73.00 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.22 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

十分確保可能 

 

良好 

 

迂回路設置により現道交通を確保しながら施工 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

事業工程計画の検討にあたり、工程上、現場打ちでは全体工程に影響が生

じるため、当初設計でプレキャスト工法を採用。 

 

－ 

 

本工事の函渠は断面が大きいため、頂版部材 26.7t、壁部材 11.3t と重量

が大きくなるため、大型クレーン(200t 吊り)にて架設した。また、ボック

ス設置箇所に接した箇所に施工ヤードが計画されており、部材搬入トレ

ーラーの動線およびクレーンの設置箇所が確保されていた。大型函渠の

PCa 化を採用するには、施工ヤードや搬入道路の整備が必要となる。 

 

－ 

 

なし － 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

－ 
現場打ちコンクリート躯体工事での(土工、鉄筋工、型枠工)に対して、

プレキャスト躯体工事では(重量鳶工、PC 工)となり、職種が異なる

ため、省人化・省力化に対する効果は不明。 

 

なし 
働き方改革は全体工期の問題となるので、プレキャストの活
用推進と関連付けることは直接的には関係しないと考える。 

 

なし 
現場打コンクリート躯体工事とプレキャストの採用による躯体工事

では、作業員の職種が異なるため、担い手確保に対する効果は不明。 

 

－ 

プレキャスト化での効率を優先して、部材の大型を図る場合、ヤード

が広く必要となり、揚重クレーンはより大型になると考えられるの

で、ヤードの削減にはつながり難い。天候条件等による施工性につい

ては、施工上配慮すべき事項が削減できると考える。 

 

－ 

PCa の採用で、より重量物を取り扱うことになるため、使用する揚

重機がより大型となり、重大災害や第三者災害となる可能性が大き

くなると考えられるが、工種や仮設物の数量･規模が減少するで、安

全対策の絞り込みが可能となる。プレキャストでは現場打ちと違っ

た危険要素が発生するのでの安全性の比較検討は困難と考える。 

 

あり 
プレキャスト工場製品として品質向上の効果はあると思われる。補

修や取替えが生じた場合は、現場打ちの方が容易と思われる。経年劣

化の抑制については、設計段階で見込むことが必要と考える。 

 

あり 

現場打ちのコンクリート躯体工事をプレキャスト化することで、工

期短縮を図れ、重機等の稼働日数が短縮できたため、CO2 発生抑制

が図れたと考える。また、現場打ちと比較して構造物のスリム化が図

れたと思われるので、掘削発生土も削減できているものと考える。 

 

なし 不明 

 

あり 
設計成果によれば、現場打ち函渠の工期 571 日に対してプ
レキャスト函渠の工期は 122 日と評価されている。 

 

あり 

現場打ち構築をプレキャスト化することにより、製品の均一さの向

上が図れ、耐久性の向上によるライフサイクルコスト削減につなが

ると思われる。ただし、経済性を追求して部材寸法を削減する場合、

かぶり寸法が小さくなることが起こる。 

 

－ － 

 
スーパーワイドボックス

プレキャスト側壁

プレキャスト頂版

写真 プレキャスト部材架設状況

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DX の推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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東北中央自動車道 下小国地区道路改良工事 

五洋建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2019 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

なし 

 

54.00m 

 

56.00 ㎡ 

 

あり 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.20 

 
0.40 

 
2.20 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

不足 

 

良好 

 

カルバート施工時は現道を迂回させ、施工完了後カルバート内に道路を復

旧。 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

施工箇所が現道と工事用道路の接続地点となっており、事業工程に遅れが生

じないよう、施工時の通行止め日数を極力減らす必要があったため、プレキ

ャストを採用した。 

 
－ 

 

・当初計画の工事用道路では道路線形や勾配が支障となり、プレキャスト製

品の運搬が困難だったため、工事用道路の計画を変更した。また、それに伴

い必要な用地の変更が生じたが、借地契約等が工事に含まれ農地転用許可や

道路占用等の申請に時間を要した。 

・架設用クレーンの施工ヤードが躯体横に確保できず、均しコンクリート上

で 8 割架設完了後、クレーン解体（躯体内を走行）、躯体終点側に再設置、残

数施工の 2 段階施工となった。 

 

・設計変更でプレキャスト化をするための費用対効果（工程や労務等）に明

確な基準がなく、結果的に発注者の求める参考資料を数多く作成する必要が

あった。柔軟に認められるような基準や承認フローが必要だと感じた。 

 
なし － 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

・工場での躯体構築は製造・運搬・組立等の作業を機械化しや

すく、省略化が可能である。 

・躯体構築の課程にある現地での検査が不要となるので、配置

職員・写真管理・提出書類の削減が可能である。 

 

あり 

・施工期間が短縮できたため、隔週で土日閉所ができた。 

・施工が熟練工に制限されないため、作業員の交替要員確保が

可能になった。 

 

なし ・現場での架設・組立施工は熟練工に制限されない。 

 

あり 
・鉄筋の加工・組立、コンクリート打設・養生などが不要とな

り、足場や機械の設置期間を削減できる。 

 

あり 

・仮設足場の設置期間を削減できる。 

・運搬、組立等の作業は定型化しやすく、予定外作業が生じに

くい。 

 

あり 
・材料・配合・製造設備・施工等の管理を良好に行いやすい。 

・工場にて熟練した作業員によって継続的に製造可能である。 

 

あり 

・躯体寸法が同一のため、型枠の再利用が可能。 

・コンクリート打設や型枠解体時の音が生じず、騒音を最小限

に抑えられる。 

 

なし 不明 

 

あり 

・プレキャスト製品の使用であり、躯体構築期間が短い。 

・作業の容易な場所で躯体の構築作業が行えるため、コンクリ

ートの打込みを含め天候に左右される事が少ない。 

 

なし 不明 

 

なし ・底版部のみ場所打ち 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DX の推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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丹波綾部道路瑞穂ＩＣ函渠他工事 

株式会社熊谷組 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2014 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

あり 

 

62.45m 

 

46.80 ㎡ 

 

あり 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
1.00 

 
－ 

 
2.30 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

不明 

 

不良 

 

・曲線形で縦横断勾配あり 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

・縦横断勾配及び曲線形での据付であったため、三次元的管理が必要であ

った。 

 

・技術提案で場所打函渠のクラック等の低減を提案していたので、提案が

不履行とならないよう協議を行い、3 箇所ある函渠のうち 1 箇所を現場

打ちとすることになった。 

 

なし － 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

・鉄筋 10 名、型枠 10 名、コンクリート 10 名程の人員の

確保が必要であるが Pca 据付の 8 名程の確保で作業でき省

人化が図れた。 

 

なし － 

 

あり 

・縦断勾配があり、熟練された職長クラス（２名程）の確

保と補助作業員の配置で施工が出来ており、今後の育成場

所としての活用ができた。 

 

あり 

・天候等の影響をほとんど受けずに施工できた。 

・場所打ちと比較して施工ヤードをコンパクトに活用でき

た。 

 

あり 

・高所作業車、専用治具足場の使用が可能であったため、

足場設備等の簡素化と高所作業での危険要因の低減が図れ

た。 

 

あり 
・二次製品のため、作業員等の技量に関係なく品質が確保

でき、経年劣化の抑制になっている。 

 

あり 

・残コン、戻りコン等の低減ができた。 

・型枠等の残材及び梱包材等の不用品の低減が図れた。 

・生コン車洗い水処理及び発電機等の規模縮小が出来た。 

 

なし － 

 

あり 

・実際は工程短縮にはならなかったが、他工種等により遅

延要素が懸念される中で当初予定通りの範囲で施工でき

た。 

・養生期間が不要のため、後工程への引き渡し（工事用道

路の再構築）がスムーズに出来た。（3 個所×30 日養生＝

90 日程の短縮） 

 

なし － 

 

なし 
・構造物を早期に完成したことで、事業全体の盛土場とし

ての活用ができた。 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DX の推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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近畿自動車道紀勢線岩崎地区改良工事 

東急建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2015 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

道路 

 

なし 

 

102.00m 

 

45.00 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

十分確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

部材の大型化に伴い、設置時のクレーンの規格をあげる必要があり、現場

の施工環境、安全性には十分に配慮する必要がある。 

 

大型部材運搬が特車での対応となり、職員の夜間業務が増えるため運搬

計画の課題がある。 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 作業工程の簡略化が図れ、省力化に寄与した。 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 
現場打ちに対して、高所での作業が少なくなったことによ

り墜落・転落災害のリスクが減少した。 

 

あり 現場の品質リスクが低減され、構造物の品質向上が図れた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 
当初設計からの採用であったが、天候の影響が低減され、

安定した工程管理には寄与した。 

 

なし － 

 

なし － 

 

  

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DX の推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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国道 45号 気仙沼地区道路工事 

三井住友建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2020 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

なし 

 

19.00m 

 

43.50 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.20 

 
－ 

 
1.80 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

特になし 

 

現場打ちからプレキャストに設計変更する場合、金額増となるため調整

に時間を要した。現場状況に合わせたスムーズな対応を可能にするため

にも、プレキャストに変更する場合のガイドライン等があればと考える。 

 

なし － 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 施工期間の短縮により人員は削減できた。 

 

なし 工期短縮には寄与した。 

 

なし － 

 

あり 

外部足場の設置が不要になり、掘削幅を縮小する事ができ、

道路本線の永久法面への影響を最小限にする事ができた。

他の作業箇所への通路を確保したまま施工が可能になっ

た。 

 

あり 仮設足場の削減。型枠支保工の削減。 

 

あり 現場打ちに比べ工場製作のためより均一な製品となった。 

 

あり 
大型車の搬入回数の減少による二酸化炭素量の削減には寄

与した。 

 

なし － 

 

あり 

延長があるため、ブロック施工をする必要があったが、プ

レキャスト化により一連の流れで据付する事により大幅な

工期短縮となった。 

 

なし － 

 

なし － 

 

 

当初設計 変更後

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DX の推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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国道 45号長内地区道路工事 

東急建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2020 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

あり 

 

14.40m 

 

31.90 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.40 

 
0.30 

 
1.94 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

不足 

 

良好 

 

国道上下線間の作業ヤード 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

受注後初期において、事業工程上の懸案事項として請負者より提案した

ものであり、発注者指示として採用された。 

 

－ 

 

特になし 

 

特になし 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
現場打と比較し発注者立会、請負者確認項目(鉄筋、型枠、

CON 等) が大幅に削減された。(特に配筋写真、測量業務) 

 

あり 
足場、鉄筋、型枠、CON の各ステップの引き渡し工程がな

いため残業の削減につながった。 

 

なし － 

 

あり 
国道上下線間の作業ヤードにおいて、製品据付時以外は資

機材が少なく作業ヤードを有効利用できた。 

 

あり 

国道上下線間の作業ヤードにおいて、外部足場が不要であ

ること、また揚重作業が少ないため墜落、一般交通に対す

る飛来落下災害のリスク低減が図れた。 

 

あり 

工場製品のためコンクリートの緻密性が担保され、構造物

の耐久性向上が期待できる。特に寒冷地の道路ボックスで

あり融雪剤散布による塩害対策対して有効であると思われ

る。 

 

あり 型枠材、残コン処理の削減により廃棄物削減に寄与した。 

 

なし － 

 

あり 事業工程が決まっており、工程は 1/3 に短縮された。 

 

なし 

鉄筋コンクリートの品質向上により今後のメンテナンス費

用は削減できるが施工費用は高額となるため、トータル的

にはコスト増になると思われる。 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DX の推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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国道 45号長内地区道路工事 

東急建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2020 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

あり 

 

14.40m 

 

31.90 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.40 

 
0.30 

 
1.94 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

不足 

 

良好 

 

国道上下線間の作業ヤード 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

受注後初期において、事業工程上の懸案事項として請負者より提案した

ものであり、発注者指示として採用された。 

 

－ 

 

特になし 

 

特になし 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
現場打と比較し発注者立会、請負者確認項目(鉄筋、型枠、

CON 等) が大幅に削減された。(特に配筋写真、測量業務) 

 

あり 
足場、鉄筋、型枠、CON の各ステップの引き渡し工程がな

いため残業の削減につながった。 

 

なし － 

 

あり 
国道上下線間の作業ヤードにおいて、製品据付時以外は資

機材が少なく作業ヤードを有効利用できた。 

 

あり 

国道上下線間の作業ヤードにおいて、外部足場が不要であ

ること、また揚重作業が少ないため墜落、一般交通に対す

る飛来落下災害のリスク低減が図れた。 

 

あり 

工場製品のためコンクリートの緻密性が担保され、構造物

の耐久性向上が期待できる。特に寒冷地の道路ボックスで

あり融雪剤散布による塩害対策対して有効であると思われ

る。 

 

あり 型枠材、残コン処理の削減により廃棄物削減に寄与した。 

 

なし － 

 

あり 事業工程が決まっており、工程は 1/3 に短縮された。 

 

なし 

鉄筋コンクリートの品質向上により今後のメンテナンス費

用は削減できるが施工費用は高額となるため、トータル的

にはコスト増になると思われる。 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DX の推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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近畿自動車道紀勢線岩崎地区改良工事 

東急建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2015 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

道路 

 

なし 

 

49.00m 

 

31.00 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

十分確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

部材の大型化に伴い、設置時のクレーンの規格をあげる必要があり、現場

の施工環境、安全性には十分に配慮する必要がある。 

 

大型部材運搬が特車での対応となり、職員の夜間業務が増えるため運搬

計画の課題がある。 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 作業工程の簡略化が図れ、労務の省力化に寄与した。 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 
現場打ちに対して、高所での作業が少なくなったことによ

り墜落・転落災害のリスクが減少した。 

 

あり 現場の品質リスクが低減され、構造物の品質向上が図れた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 
当初設計からの採用であったが、天候の影響が低減され、

安定した工程管理には寄与した。 

 

なし － 

 

なし － 

 

  

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DX の推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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国道 45号 津軽石道路工事 

株式会社奥村組 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2017 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

道路 

 

あり 

 

23.00m 

 

28.00 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

十分確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

なし。 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

外周足場や支保工が不要なため、鳶工が削減。また、コン

クリート打設がないため打ち継ぎ目のレイタンス処理等の

作業が削減できた。 

 

なし 
据付業者が限定（ほぼメーカー直属）されており、働き方

改革への発展性は無し。 

 

なし 特殊作業無し。高所作業車等の資格が必要。 

 

なし 

構造物の性質上、盛土開始となる沢部への設置となるため

地形によっては搬入路の造成・整備に手間がかかる場合が

発生する。 

重量物の為、据付に大型クレーンが必要となる。 

 

あり 
外周足場を削減できる。足場の代わりに高所作業車をボッ

クス両側に配置。 

 

あり 
工場内でルーティン化された作業工程の中で製作されてお

り安定した品質管理が可能。 

 

あり 
工場製作のため、現場に置ける廃棄物（型枠材、鉄筋材等）

がほとんど発生しない。 

 

なし 不明 

 

あり 現場打ち函渠と比較すると工程短縮となった。 

 

なし 当初設計の為、比較は行わず。 

 

あり 
目の前で構造物が出来ていくため、地元見学会（一部）を

開催できた。 

 

均しコンクリート②(高炉)

敷砂利(C-40) t=10cm
US3-B400-H400

B4700×H6000
プレキャストボックス

置換（C-40）

中詰土

断面図

組立状況①

組立状況②

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DX の推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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国道 45号宮古北地区道路工事 

東急建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2017 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

水路 

 

あり 

 

127.00m 

 

24.00 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.70 

 
0.60 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

不良 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

追加工事 設計時よりプレキャスト 

 

－ 

 

・各コンクリート部材が大きくなるため、トレーラー等大型車両に応じた

工事用道路が必要となる。 

・一部、現場打ちコンクリートの打設が必要となるため、可能な限り現場

打ちコンクリート部が少なくなることが望まれる。 

 

・設計変更で現場打ちコンクリートから Pca に変更する際に、発注者に

認めて頂くには、費用などの面からどうしてもハードルが高い。柔軟な対

応をお願いしたい。 

 

なし － 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
実際の現地での仕事量が減ったため、型枠工・鉄筋工など

が減り、省人化・省力化につながっている。 

 

あり 

他工種との関係もあったため、実際の休日・閉所日が増加

していないが、工期が短縮されたため、全体としては、働

き方改革に繋がっている。 

 

あり 
特殊技能は必要とされなかったと思われるが、型枠工、鉄

筋工、とび工などが不足状況を補うことはできた。 

 

あり 
寒冷地であったが冬季も通常通り施工することが可能であ

った。 

 

あり 外部足場を設置する必要がなくなった 

 

あり 躯体本体が Pca 化されたため、品質向上に繋がった 

 

あり 
現地にて使用する型枠、生コンの数量が減ったため、全体

としてみれば、産業廃棄物の抑制につながった。 

 

なし － 

 

あり 
現地での実作業は確実に減っているため、工事期間の短縮

は図れた。 

 

なし 不明 

 

なし － 

 

  

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DX の推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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国道 45号 下安家道路工事 

戸田建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2017 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

なし 

 

39.80m 

 

17.40 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

本函渠は本線横断部に位置し、トンネル工事のクリティカルであったた

め工期短縮を重視しプレキャスト箱形函渠の採用。 

 

－ 

 

断面が大きい函渠などを PCa 化すると１部材の重量や容積が増し、搬入

車両の導線確保、クレーンの大型化が必要になる。施工ヤード、工事用道

路の整備が不可欠である。 

 

本工事では当初設計より PCa であったが、現場打ちから PCa に変更する

のは金額が上がるため発注者との協議が難航しやすい。 

 

なし － 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
PCa 化により鉄筋工、打設工が現場で不要になり職員の管

理体制は削減できる。 

 

あり 

本工事は工期短縮の都合上、閉所日は増加できなかったが

PCa 化により施工日数が削減されるため閉所日を確保しや

すくなると思われる。 

 

あり 

従来の現場打ちボックスカルバートと比較し、型枠工、コ

ンクリート打設工、養生工等の現場作業が無くなるため熟

練工が減少した中でも品質が一定となる。 

 

あり 寒冷地での施工であったが、冬期施工が可能になる。 

 

なし 
足場の設置期間等は短縮できるが、現場打ちと違った危険

要素が発生するので比較検討は困難である。 

 

なし － 

 

なし 不明 

 

なし 
当現場では DX を活用していなかったが、出来形品質書類

等について電子化は可能であると思われる。 

 

あり 想定上で約２ヶ月程度の工程短縮が図れた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DX の推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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国道 45号長内地区道路工事 

東急建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2019～2020 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

水路 

 

あり 

 

39.60m 

 

16.10 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.30 

 
0.30 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

不足 

 

不良 

 

1 期施工で両端部先行施工、2 期施工で中央部施工、両端部と連結 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

受注後増工指示によるもの 

 

－ 

 

特になし 

 

特になし 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
現場打と比較し発注者立会、請負者確認項目(鉄筋、型枠、

CON 等) が大幅に削減された。(特に配筋写真、測量業務) 

 

あり 
足場、鉄筋、型枠、CON の各ステップの引き渡し工程がな

いため残業の削減につながった。 

 

なし － 

 

あり 

1 期施工は両端部、2 期施工で中央部を施工。1 期施工は作

業ヤードが狭隘であったため、据付時以外は作業ヤードの

有効利用が図れた。 

 

あり 

防水時のみ足場が必要となるため高所作業車で対応した。

作業時の昇降、揚重作業が少なく墜転落、飛来落下災害の

リスク低減が図れた。 

 

あり 
工場製品のためコンクリートの緻密性が担保され、構造物

の耐久性向上が期待できる。 

 

あり 型枠材、残コン処理の削減により廃棄物削減に寄与した。 

 

なし － 

 

あり 
事業工程が決まっており厳しい工程の中、工程は 1/3 に短

縮された。 

 

なし 

鉄筋コンクリートの品質向上により今後のメンテナンス費

用は削減できるが施工費用は高額となるため、トータル的

にはコスト増になると思われる。 

 

あり 

国道横断の水路ボックスであり施工期間中は仮排水が必要

であったが、工程が短縮されるため早期供用が可能となっ

た。 

 

2期施工(中央部)

1期施工(端部)

2期施工 1期施工1期施工

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DX の推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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平成２８年度 １９号桜沢トンネル工事 

西松建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2020 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

水路 

 

なし 

 

5.20m 

 

13.80 ㎡ 

 

あり 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.67 

 
0.67 

 
2.80 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

不足 

 

不良 

 

既設構造物に挟まれた箇所であり、施工はすべてクレーンが必要であった。 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

施工箇所が狭所で、現場打ちで施工できる場所ではなかったため。２次製品

への変更を提案し、認められた。 

 

水槽の施工場所が既設のトンネル坑門工と橋台との間に挟まれた狭小部であ

り、当初の施工条件（トンネル掘削前の施工予定）とは違い、現場打ちコン

クリートの施工が不可能であった。また、トンネル開通に向けて工程短縮も

可能となった。 

 

工場製作時において、従来ある型枠のサイズならば問題ないが、特殊な形や

定型サイズではないものである場合は、金枠を０から製作しなければならな

いため、製作時間と費用がかかる。（今回は、既存の金枠サイズに形を変更） 

 

設計段階からプレキャストにできる構造物は、プレキャストで計画して欲し

い。協議から設計変更までの時間と労力が予想以上にかかり、現場の負担と

なる。 

 

なし － 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 工期の短縮と施工人工の削減を実現 

 

あり 工期の短縮を実現。 

 

あり 
鉄筋工・型枠工等がいなくとも、簡単な組立をすることで

構造物の機能を満足できた。 

 

あり 施工ヤードの削減を実現 

 

あり 仮設足場を削減 

 

あり 

二次製品にすることで、コンクリートの品質向上。ｼﾞｮｲﾝﾄ

部の連結と防水を確実に行うことで、一体構造物としての

品質を確保した。 

 

あり 
現場打ちの際の戻りコン・残コンの削減、生コン車、ポン

プ車、養生設備等の CO2 発生抑制を実現 

 

あり 

プレキャストコンクリートの工場検査時に、現地での立会

ではなく、テレビ会議を使用することで、発注者・受注者、

製造者の三社で遠隔から工場検査を実施した。 

 

あり 
プレキャストを使用することで、約 2.5 ヶ月の工程短縮を

実現。 

 

なし ライフサイクルコストについては、現在の所不明。 

 

なし － 

 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DX の推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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新名神高速道路四日市ジャンクション工事 

株式会社大林組 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2017 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

なし 

 

69.10m 

 

73.13~194.35 ㎡ 

 

あり 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.40 

 
0.20 

 
1.7 

※初期コストは直工ベースで、工程短縮による経費を考慮すると 1.15 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

当初は現場打ちであったが、施工時期の調整に伴い工程短縮を目的にプ

レキャストに変更 

 

－ 

 

・運搬できる重量、形状を考慮した計画立案が必要 

・複雑な形状への対応 

 

・設計変更業務量、協議時間の短縮化を要望 

・コストアップすることに対する発注者の理解が必要 

 

なし － 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 配置人数の削減 

 

あり 労働時間削減 

 

あり 熟練工減少への対応 

 

なし 

現場打ち施工(鉄筋、型枠、コンクリート)より、天候の影響

を受けにくい・安全性・品質確保の観点で非常に施工性と

して有利である。 

 

あり 仮設足場を削減 

 

あり 初期ひび割れ抑制 

 

あり 産業廃棄物の抑制、残コンの減少 

 

なし 不明 

 

あり 施工期間の短縮 

 

なし ライフサイクルコスト削減 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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新名神高速道路箕面インターチェンジ中工事 

戸田建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2016 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

なし 

 

23.15m 

 

117.52 ㎡ 

 

あり 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.46 

 
0.40 

 
4.48 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

近接橋脚の基礎掘削の長期化、河川近接に伴う施工期間の制約等に伴う

施工計画の見直しに伴いプレキャスト工法を採用した。 

 

－ 

 

縦断勾配のあるランプウェイBOXであり『大断面を有するプレキャスト

カルバートボックスの適用上の留意点について」に基づき設置する縦断

勾配に配慮し、勾配を考慮したBOX内空を確保した｡ 

 

上記事務連絡において「原則として著しい偏土圧、斜角を有する場所には

適用不可」とあったため、原設計では著しい斜角を有していたので、プレ

キャスト化で、坑口部を垂直に配置し函渠をほとんど斜角のない状態に

した。また補強土壁で土留を計画されているため偏土圧については問題

なかった。 

 

なし － 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
型枠工・鉄筋工・とび工・コンクリート工が現場で不要と

なったため省人化が図れた。 

 

なし － 

 

なし 
プレキャスト部材据付は、専門業者にしかできない作業で、

特殊技能が必要となった。 

 

なし 

頂版部材地組ヤードおよび 500t クレーン設置ヤードを確

保するため、現場打ちと比較して施工ヤードが広く必要と

なった。 

 

あり 
現場打ちと比較して、足場上作業が減少し、高所作業時が

減少したことで安全性も向上した。 

 

あり 
現場打ちと比較し、ひび割れの発生や目地からの漏水等は

ほとんどなかった。 

 

あり 
現場打ちと比較して、型枠材の廃棄、残コン処分等の産業

廃棄物発生を抑制できた。 

 

なし － 

 

あり 3.5 ヶ月短縮 

 

なし － 

 

－ － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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常磐自動車道山元工事 

清水建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2013 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

なし 

 

49.00m 

 

98.60 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.38 

 
0.13 

 
2.68 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

良好 

 

営業線近接 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

工程短縮 

 

－ 

 

・地中構造物の場合、セグメントと同様に止水シールを行うが、施工時に

取れてしまうなどの不具合が考えられる。外防水が必要 

 

・安全設備取付用金物を製作前に埋め込む必要がある 

・型枠を新規に作成する場合、コストアップにつながる 

・工場での制作物の大きさによっては特殊車両での運搬が必要となり、現

場進捗状況に合わせた搬入や現場でのストックヤードの確保等が必要と

なる 

 

なし － 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
・労務確保が困難な時期に、最少人数での施工が可能であ

った 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 
・据え付け後は高所作業車のみで作業が可能なため、作業

ヤードを縮小でき、他作業への着手が可能となった 

 

あり 
・作業時間が短いため、安全に関するリスクが低減される。 

・重量物を取り扱うため、重篤災害リスクは大きい 

 

あり 

・現場でのコンクリート等の受け入れ管理が軽減される

が、緊張・高さ管理等、別の管理が多く発生 

・安定した製品を提供可能 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり － 

 

なし － 

 

－ － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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新東名高速道路 用沢工事 

株式会社大林組 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2020 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

なし 

 

50.00m 

 

98.55 ㎡ 

 

あり 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.30 

 
0.20 

 
7.50 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

十分確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

ボックスカルバートの内空幅拡幅に伴う修正設計を行った際に工程短縮

を目的にプレキャストを採用 

 

－ 

 

大型クレーンの搬入出経路およびクレーンヤードさえ確保できれば採用

は可能。 

 

当初設計段階でプレキャストを採用しておくことが重要。 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 

58



◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
現場打ちに比べ、品質管理項目や段階確認立会頻度が少な

い。 

 

あり 生コン打設時の早出、残業が不要になる。 

 

あり 

多くの現場打ちコンクリート構造物を担当する場合、職人

(鳶、型枠大工、鉄筋工等)を必要人数確保することが困難と

なり、全体工程の遅延に繋がることが多々ある。 

 

あり 

仮設資材が少ないため、広い資材仮置き場が不要。 

現場打ちの場合、足場、鉄筋、型枠、コンクリートの各作

業において異なる作業員となるが、プレキャストではほぼ

同じ作業員で全工程の作業を実施できる。 

 

あり 

労働者数、労働日数が少なく、作業工程が規則的な繰り返

し作業であることにより目の行き届いた安全管理が比較的

容易となる。 

 

あり 工場製品のため高品質である。 

 

あり 型枠の端材や残コンなど、産業廃棄物の発生が抑制される。 

 

－ 不明 

 

あり 

大型構造物をフルプレキャスト化する場合、非常に大きな

工程短縮に繋がる。ハーフプレキャストの場合、工程短縮

効果は限定的。 

 

なし 
現時点では初期費用が非常に高い。プレキャスト普及に伴

い、低価格化する可能性はある。 

 

なし 特になし 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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首都圏中央自動車道大網白里スマート IC 工事 

五洋建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2017 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

道路 

 

－ 

 

10.53m 

 

88.56 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.30 

 
0.20 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

不足 

 

不良 

 

大型クレーン据付の為に、借地造成・道路下地盤改良など 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

現場打ちコンクリートを施工できる条件であれば、Pca を採用するにあ

たり、課題はないと思う。 

 

費用は現場打ちと比べて高い 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 配筋検査・型枠検査など管理項目の削減 

 

あり 工期短縮により、労働時間削減 

 

あり 重量とび作業となり、鉄筋・型枠作業の削減 

 

あり 
大型クレーンを据え付けるヤードの確保と搬入トレーラー

のアクセスを可能にする必要がある。 

 

あり 支保工作業の省略により、安全性の向上 

 

あり コンクリートの品質向上 

 

あり 現場での残コンなし 

 

あり 
トレーサビリティの管理は楽になるが、無人化施工は不可

能 

 

あり 工期短縮のメリットは大きい 

 

なし 費用は現場打ちと比べて高い 

 

－ － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 

61



 
東京外環自動車道大和田工事 

清水建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2014 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

なし 

 

40.00m 

 

84.70 ㎡ 

 

あり 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.60 

 
0.30 

 
3.00 

◆当初の施工条件 

 

開削（ア

ンカー）  

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

工程短縮のため変更 

 

－ 

 

・分割数が多くなる場合や現場打ちを含む場合、防水等の処置が複雑化す

る 

・開削トンネル等の地下構造物の一部に使用する場合、前後の凾体との設

計思想を合わせる必要がある。 

 

・製品製作に関するコスト増に加えて、仮設費についてもコスト増となる 

 

なし － 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
現場打ちに比べ、鉄筋、型枠、生 con打設、支保工などの

工種が省略でき省人化に大きく寄与している。 

 

あり 工程短縮に伴い現場での労働時間の削減に寄与する。 

 

なし 鉄筋工、大工が不要となる。 

 

あり 
現場での品質確保項目が少なくことなど、施工性に優れて

いる 

 

あり ・内部足場・支保工の省略が可能 

 

あり 
工場での製作となり、より良い環境での養生など品質確保

が良好である 

 

あり 

戻りコン、残コンの削減に繋がる。 

工程短縮に伴い使用する重機数も減ることから CO2 削減

に寄与する。 

 

なし － 

 

あり 施工期間の短縮効果 

 

なし － 

 

－ － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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新名神高速道路 東畦野トンネル工事 

株式会社奥村組 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2016 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

なし 

 

152.00m 

 

79.00 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.24 

 
0.45 

 
4.00 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

長大盛土上の構造物構築で盛土圧密沈下速度の遅延、運搬ルートの車両

の期間集中の回避のため 

 

－ 

 

・大断面構造のため、分割方法および継手の接合方法の検討 

→モルタル充填継手による 6分割構造の実現 

・上部材の組立方法、設置方法の検討 

→仮組み架台や運搬専用トレーラー、専用吊治具などの特殊仮設備を製

作することにより 6分割構造の組立を実現 

 

大断面構造の普及・展開を推進するには、部材の規格化・標準化に加え、

特殊仮設備などの技術の普及・展開も必要と思われる。 

 

なし － 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

・型枠工・鉄筋工が現場で不要となったため省人化が図れ

た。 

・現場打ちに比べて現場での作業量が大幅に削減できたこ

とから、配置人員が削減できた。 

 

あり ・生産性の飛躍的向上に伴う労働人員の大幅削減の実現 

 

なし 
元々の現場打ちボックスカルバートは、特殊な施工環境で

はなかったため、特殊技能はもともと不要だった。 

 

あり 

・現場打ち区間を大幅に削減したことにより、現場打ち用

仮設材（足場、型枠支保工）や現場打ち用資材（鉄筋、型

枠）の資材置き場が削減 

 

あり 

・現場打ちの場合に比べ、高所作業量が大幅に削減するこ

とで安全性が向上 

・全体での労務作業員数が大幅に削減できることによる安

全向上への付加的効果 

 

あり ・現場打ち→工場製作に伴う品質・出来形の向上 

 

あり 
・現場打ちが大幅に削減できたことにより、戻りコン・残

コンの減少に貢献 

 

なし 不明 

 

あり 
長大盛土の圧密沈下速度の遅延等により、当初 13 ヶ月で

想定していた現場打ち区間を 4ヶ月に短縮（9か月の短縮） 

 

なし 不明 

 

なし － 

 

標準断面図
分割構造

全景写真 全体施工状況 上部材設置状況

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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東九州自動車道 今泉工事 

三井住友建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2015 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

施工承諾 

 

水路 

 

なし 

 

125.00m 

 

65.00 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.70 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

河川近接作業 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

施工期間の短縮 

 

－ 

 

大型のボックスカルバートでは、運搬、施工性を考慮しパーツの分割を計

画する。そのため、運搬路の改良や施工ヤード（仮置きヤード）を確保す

るなど事前検討が重要となる。 

 

単純に現場打ちと比較するとコストUPとなるが、その効果（省人化、効

率化、工程短縮、品質向上等）を良く検証したうえで、Pcaの標準化を進

めるべき。 

 

なし － 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 設置人員の削減 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし 架設時の安全性向上 

 

なし － 

 

あり 残コン発生なし 

 

なし － 

 

あり 施工期間の短縮 

 

なし － 

 

－ － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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新名神高速道路四日市東工事 

株式会社大林組 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2014 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

なし 

 

69.40m 

 

61.20 ㎡ 

 

あり 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

十分確保可能 

 

良好 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

プレキャストアーチカルバートからプレキャスト門型カルバートへの変

更 

 

－ 

 

大型クレーンを使用するための施工ヤード 

 

担い手不足となってきているので、発注段階から積極的にＰＣａを採用

してほしい。 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

なし 
プレキャストアーチカルバートからプレキャスト門型カル

バートへの変更であるため特になし 

 

なし 
プレキャストアーチカルバートからプレキャスト門型カル

バートへの変更であるため特になし 

 

なし 
プレキャストアーチカルバートからプレキャスト門型カル

バートへの変更であるため特になし 

 

なし 
プレキャストアーチカルバートからプレキャスト門型カル

バートへの変更であるため特になし 

 

なし 
プレキャストアーチカルバートからプレキャスト門型カル

バートへの変更であるため特になし 

 

あり 

東日本大震災によりプレキャストアーチカルバートの損傷

があったっためプレキャスト門型カルバートに変更となっ

た。 

耐震性能は向上している。 

 

なし 
プレキャストアーチカルバートからプレキャスト門型カル

バートへの変更であるため特になし 

 

なし 
CIMにより設計段階でカルバート形状の確認を行った。 

手続きの電子化などＤＸの推進は実施していない。 

 

なし 

プレキャストアーチカルバートからプレキャスト門型カル

バートへの変更であるため特になし 

基礎が杭基礎へと変更となったため工期は伸びている。 

 

なし 
プレキャストアーチカルバートからプレキャスト門型カル

バートへの変更であるため特になし 

 

－ － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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札樽自動車道 銭函ＩＣ改築工事 

株式会社安藤・間 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2018 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

道路 

 

なし 

 

30.00m 

 

51.84 ㎡×2 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
0.50 

 
4.00 

◆当初の施工条件 

 

開削（ア

ンカー）  

不足 

 

普通 

 

対面通行規制での施工 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

当初は頂版部を現地で仮組する設計であったが、両側の側壁部材及び中

壁部材の設置精度と頂版の組立精度によっては、設置が困難となるリス

クも有することから、頂版部材は直接設置位置に架設することが望まし

かった。そこで、頂版部材の継手構造を頂版内に配置したＰＣ鋼より線に

よりプレストレスを与えて一体化することにより、突出鉄筋のない継手

構造に変更した。 

 

－ 

 

なし － 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 人員の合理化による人件費削減。 

 

あり 
ＰＣａ化により、工程の把握が容易になり、休日がとれる

工程管理を行うことができる。 

 

あり 

構築物の大きさが変更になっても、部材の数量が増えるだ

けで現場での作業内容は変わらない。 

作業内容の理解不足による人的ミスの防止。 

 

あり 

高速道路の繁忙期となるお盆期間中の規制解除、北海道横

断自動車道余市ＩＣ～小樽ＪＣＴ間の開通に合わせたフル

規格ＩＣとしての供用開始等の制約。 

 

あり ・供用中の高速道路本線に近接する作業の減少。 

 

あり 

天候に左右されなく、屋内の工場で規格に適合したコンク

リート製品を短期間で製造するので、部材の仕上がりに違

いがなく耐久性に優れ、品質にばらつきが出ない。 

 

あり 
現場での産業廃棄物（型枠木材等）の抑制。 

騒音・粉塵・水質汚濁等の周辺環境に与える影響の軽減。 

 

なし － 

 

あり 180 日から 90 日に短縮。 

 

あり 工程短縮による借地料や機材等のレンタル料削減。 

 

なし － 
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新名神高速道路 猪名川中工事 

西松建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2015 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

なし 

 

34.16m 

 

51.30 ㎡ 

 

あり 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

開削（ア

ンカー）  

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

・大型構造物では１基あたりの重量が大きくなるため、それに見合った揚

重機が必要となること。 

・製品運搬時の損傷等の発生 

 

不定形な構造物に対する対応 

 

なし － 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

鉄筋組立、コンクリート品質確認など現場立会に要する人

員や書類作成の時間を削減できる 

 

 

なし － 

 

あり 鉄筋工、型枠工など技能者の省力化が可能 

 

あり 

工程短縮を目的に橋梁ではなくプレキャストのボックスカ

ルバートに修正設計された。工程が大幅に削減されるため

当初目的通り施工性が向上した 

 

あり 
足場上での作業が減少するため、墜落災害の発生逓減に繋

がった 

 

あり 現場打ちと比較し品質のバラつきが抑えられる 

 

あり 残コンクリートが発生しない 

 

なし － 

 

あり 
当初の橋梁架設よりも工程を２ヶ月短縮することが可能と

なった。 

 

なし 検討なし 

 

あり 作業に従事する人員の削減 
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常磐自動車道 双葉インターチェンジ工事 

前田建設工業株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2018 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

なし 

 

28.20m 

 

45.00 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.70 

 
0.30 

 
1.50 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

工事着手後の現場条件が当初から変更になり、工程短縮のため変更 

 

－ 

 

安定した材料搬入路の確保が必要であり、施工場所の立地条件に応じて、

採用検討、可否判断が必要。 

 

プレキャストは現場打ちと比較するとコスト高のため、発注者との協議

が難航する。 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 

74



◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 型枠検査、配筋検査が無いため、管理業務が削減される 

 

あり 
現場打ちの打設作業がないため、打設後の仕上げ押さえ等

の作業は大幅に減少した。 

 

あり 
鉄筋型枠、コンクリート打設にかかる人員を最小化するこ

とができる。 

 

なし 
プレキャスト材の置き場、大型のクレーンなど、施工ヤー

ドは大きく削減できない。トレーラー搬入路の確保が必要。 

 

あり 

型枠組立、鉄筋組立等の足場上での作業が無いため、転落

災害の危険性が大幅に減少する。 

外部足場は必要であるが、スラブのための支保工足場が不

要である。 

 

あり 

工場制作品のため、安定した品質、美観を確保できる。現

場打ちの場合には、コンクリートの締め固め不足による不

備や、コンクリートのひび割れの懸念がある。 

 

あり 
残コンや、型枠の廃材がなく産業廃棄物の発生を大きく抑

制できる。 

 

なし － 

 

あり 想定で 2ヶ月程度の工程短縮が図れた。 

 

なし － 

 

なし － 
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湯浅御坊道路井関トンネル工事 

戸田建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2019 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

なし 

 

17.00m 

 

35.00 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.20 

 
0.20 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

現場打ちで設計されていたが、地元住民から道路の夜間通行止め期間を

極力短くするよう要望を受けたため、プレキャストを採用した。 

 

－ 

 

大きなサイズのコンクリート二次製品を製作する会社が少ないため、工

程に合わせた二次製品の納入が困難。また発注者との協議が長引けば、結

局は現場打ちコンクリートで施工したほうが、当初工程を厳守できる場

合もある。 

 

現場打ち構造からプレキャスト構造へ変更する場合は、受発注者で十分

な協議が必要である。 

 

なし － 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
現場打ちコンクリートから、コンクリート二次製品に変更し

た物件であったため、作業員の人数は大幅に減少。 

 

あり 
当初設計である、現場打ちコンリートからコンクリート二次

製品の据付け作業に変更となったため、施工期間が短縮。その

為、休日も増加。 

 

あり 
現場打ちコンクリートから、コンクリート二次製品に変更し

た物件であったため、鉄筋工や型枠大工など年々減少する職

人がほぼ必要無かった。 

 

あり 

コンクリート二次製品を施工日にトラックで運搬した後、レ

ッカーにて据付ける作業であったため、資材の仮置き場はほ

ぼ不要であった。現場打ちの場合では、型枠材、鉄筋、足場等

の置き場が必要であった。 

 

あり 
一般道と隣接した場所での施工であったが、短期間で施工を

終了させたため、安全性が向上。 

 

あり 
現場打ちコンクリートから、コンクリート二次製品に変更し

た物件であったため、品質は向上。 

 

あり 
現場打ちコンクリートから、コンクリート二次製品に変更し

た物件であったため、残コンクリートや型枠残材がほぼ排出

されなかった。 

 

なし － 

 

あり 想定で 60 日程度の工程短縮が図れた。 

 

なし － 

 

あり 

地元住民より、町道の夜間通行止め期間を極力短くするよう、

発注者宛に要望があったため、それを受け、当社で改善策を提

示。発注者から承諾を受けた。工程を短縮させたため、地元住

民との関係も良好に保つことができた。 
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新東名高速道路 高取山トンネル東工事 

株式会社大林組 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2020 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

あり 

 

40.00m 

 

33.00 ㎡ 

 

あり 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.20 

 
0.20 

 
3.00 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

当初は現場打ちであったが、施工時期の調整に伴い工程短縮を目的とし

てプレキャストに変更 

 
－ 

 

一般的な形状には対応できるが、少しでも形状が特殊となった場合には

採用できない。設計段階からプレキャスト化可能な計画をする必要があ

る。また、製作開始後の変更が効かないのもデメリットとなる。大型製品

の場合、現場へ搬入可能かどうか、大型クレーンが配置可能か問題となる

ため、部材を小型化して組立しやすい接続方法や部材の開発が課題であ

る。 

 

プレキャスト需要のマーケット拡大により、メーカーが競争により製品

のコストダウンすることでさらに需要が増加してプレキャスト化を標準

としていかなければならない（人材不足、働き方改革につながる） 

 
なし － 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

配置人数および配置期間短縮による省人化 

品質管理、写真管理項目の省力化 

提出書類の削減 

 

あり 
短時間で組立可能なため、1 日あたりの労働時間削減効果

あり 

 

あり 
技能者不足による工程遅延リスク排除 

安全・品質管理の省力化 

 

あり 
大型クレーン等の施工機械が配置可能であれば、現場工程

は大幅に工程短縮が可能。 

 

あり 

仮設規模の減少 

延べ労働時間が大幅に削減されるため、安全性も向上する 

専門会社で施工するため、災害リスクも低減される 

 

あり 工場製品による品質向上 

 

あり 
木材やコンクリートガラの発生量削減 

工程短縮によりＣＯ2発生量削減 

 

なし － 

 

あり 
設計から製作までの期間を長く要するが、現場の施工期間

は大幅に短縮可能。 

 

なし 

単純比較ではコスト面が大幅増となる。しかしながら、そ

の他のメリットも大きいことから、施工条件が合えばプレ

キャスト化する価値はある。 

 

あり 
工場製品として入荷するため、材料搬入車両台数も削減さ

れ、近隣などへの工事車両の影響も緩和される 
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東北自動車道豊地地区函渠工事 

株式会社奥村組 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2018 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

道路 

 

なし 

 

53.00m 

 

27.00 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

開削（ア

ンカー）  

ある程度確保可能 

 

良好 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

運搬可能な形状への適用が課題 

 

費用は現場打ちと比べて高い 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 現場作業人員の削減が可能。 

 

なし 不明 

 

なし 不明 

 

なし 不明 

 

あり 墜落転落災害リスクの低減が可能。 

 

あり 
現場管理項目の削減が可能。高強度コンクリートを用いる

ことによる耐久性向上が可能。 

 

あり 生コン運搬車両の削減が可能。 

 

なし 不明 

 

あり 現場工程のクリティカルパスの縮減が可能。 

 

なし 不明 

 

なし － 
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東京外環自動車道 大和田工事（大栄ジャンクション工事） 

清水建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2011 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

なし 

 

51.00m 

 

26.77 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.63 

 
0.52 

 
2.02 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

不足 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

既設道路部での設置であった為、施工期間中は一時通行止めとなる。通行

止め期間を短縮する目的にてプレキャスト案が採用された 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
現場打ちに比べ、鉄筋、型枠、生 con打設、支保工などの

工種が省略でき省人化に大きく寄与している。 

 

あり 工程短縮に伴い現場での労働時間の削減に寄与する。 

 

あり 鉄筋工、大工が不要となる。 

 

あり 
現場での品質確保項目が少なくことなど、施工性に優れて

いる 

 

なし － 

 

あり 
工場での製作となり、より良い環境での養生など品質確保

が良好である 

 

あり 

戻りコン、残コンの削減に繋がる。 

工程短縮に伴い使用する重機数も減ることから CO2 削減

に寄与する。 

 

なし － 

 

あり 施工期間の短縮効果 

 

なし － 

 

－ － 
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工程短縮 
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東京外環自動車道市川中工事 

鹿島建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2017 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

－ 

 

24.00m 

 

25.40 ㎡ 

 

あり 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.40 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

地下埋設物の近接、施工中の受替作業があり。 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

工事着手後の現場条件が当初から変更による工程短縮、近接構造物（地下

埋設管）の影響を考慮し変更 

 

－ 

 

設計変更対応では、設計期間、プレキャストの製作期間を見込んだ上で、

協議を進める必要がある。 

 

門型形状でのプレキャスト構造物の採用で、支持力対策として台座コン

クリートの施工で対応した。 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

施工延長の長い大規模な広範囲の地下道路工事で、現場打

ち躯体施工が多くある中、プレキャストの採用で、作業員

の調整が可能となり、省人化ができた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 

大型のプレキャスト部材であるが、施工ヤードの確保は可

能であった。地上部でのクローラクレーンによる直接据え

付け。埋設管と近接する、手間の要する場所での施工が、

プレキャストの採用で有効であった。 

 

あり 
埋設管の近接作業が大幅に削減でき、災害リスクが低減で

きた。 

 

あり 

埋設管に近接した狭隘部での困難なコンクリート打設に替

えて、プレキャストコンクリート製品とすることで、品質

向上ができた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 
狭隘条件の施工で、現場打ちコンクリート施工との比較で、

工程が半減できた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

断面図

プレキャスト部材搬入状況

台座コンクリート施工 プレキャスト部材据付完成
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工程短縮 

コスト 

その他 
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湯浅御坊道路 日高川工事 

清水建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2020 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

あり 

 

11.70m 

 

24.20 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

不足 

 

不良 

 

県道 片側交互通行規制 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

本線盛土が掘削された状態が長期間に及ぶこと、また隣接する県道を片

側交互通行規制内での施工となることから、影響を低減するため工期短

縮を図ったもの。 

 

－ 

 

既設ボックスカルバートの延伸であるため、現況に合わせて Pca を製作

する必要があった。 

また、既設構造物との接合部において防水対策の検討が必要であった。 

 

現場打ちコンクリートに対してコストが嵩むのが課題。 

Pca 製品の利用が進めば、コストダウンが進むと考える。 

 

なし － 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 鉄筋型枠コンクリートなどの人員削減 

 

あり 労働時間、作業員の削減 

 

あり 鉄筋工、大工など熟練工不要 

 

あり 資材置場の削減、施工ヤードの削減 

 

あり 仮設足場での作業なし。 

 

あり 品質の均一化 

 

あり 産廃、残コンの発生なし 

 

なし － 

 

あり － 

 

なし － 

 

なし － 

 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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徳島自動車道 徳島工事 

戸田建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2014 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

道路 

 

あり 

 

32.80m 

 

22.50 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.60 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

供用線での車線切替施工 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

PCa 既成パーツを増やし、現場打ちとの併用で採用件数を増やすことで、

コスト削減を期待できる。 

 

一定の線形（R）を超えると接合部での干渉の影響が発生するので、事前

確認が必要である。 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 現場での労務は削減できた 

 

あり 労働時間短縮 

 

あり 熟練工までの技量は不要 

 

あり 高速共用線での走行車線を切替しながらの施工実現 

 

なし 共用本線横での重量物揚重作業のため、リスクは増大 

 

あり 2 次製品のため、品質向上 

 

あり 残コンなし 

 

なし 対応なし 

 

あり 
現場打ちに比べ、工期は短縮できた（当初設計のため、比

較せず） 

 

なし 
直工費は大だが、品質の安定からライフサイクルコストは

削減できると思われる。 

 

なし － 

 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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東九州自動車道 丸目トンネル（その２）工事 

三井住友建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2012 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

あり 

 

49.00m 

 

20.80 ㎡ 

 

あり 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.30 

 
－ 

 
3.00 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

パイロット道路にトレーラの登坂不能な斜路があり、都度重機でけん引 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

重金属対応による本線盛土の再施工に伴い、工程短縮策としてアンダー

パスの位置と形状、工法の検討を行い、最も施工時間を短縮できる Pcaの

採用に至った。 

 

－ 

 

大型のボックスカルバートでは、運搬、施工性を考慮しパーツの分割を計

画する。そのため、運搬路の改良や施工ヤード（仮置きヤード）を確保す

るなど事前検討が重要となる。 

 

単純に現場打ちと比較するとコストUPとなるが、その効果（省人化、効

率化、工程短縮、品質向上等）を良く検証したうえで、Pcaの標準化を進

めるべき。 

 

なし － 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
現場での作業は、Pca の設置作業と後処理（防水工等）の

みであり、大幅な作業員削減になった。 

 

あり 
労働時間を大幅に短縮できたことから、昨今の技能者不足

を補うべく働き方改革には有効と考えられる。 

 

あり 当然、鉄筋工や型枠大工の必要性がなくなる。 

 

あり 
Pca 作製時間を除く現場での施工時間を大幅に短縮、同様

に施工後のコンクリート養生時間も短縮。 

 

あり 

・現場打ちで必要な作業をすべて排除。 

・大型クローラークレーンを採用することで十分な作業半

径を確保。 

 

あり 

・現場打ちによる不具合（充填不良、ひび割れ、ジャンカ）

の発生は皆無。 

・最終的な美観、耐久性が向上。 

 

あり 

定量的な効果は算定していないが、全体の作業時間が短く

なり作業人員も少なくなっていることから、資器材のロス

削減やCO2の発生抑制に寄与できていると考える。 

 

なし 当時、特に意識していなかった。 

 

あり 現場打ちであれば３か月ほどかかる工程を 1か月に短縮。 

 

あり 
現場打ちと比較して品質、耐久性が向上していると思われ

るので費用に見合う効果が得られていると感じている。 

 

－ － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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新名神高速道路 菰野工事 

株式会社フジタ 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2016 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

水路 

 

なし 

 

55.20m 

 

18.50 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

十分確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

当初は現場打ちであったが、地元協議等により本線を工事用道路とする

計画に変更したため、工程短縮を目的に採用。 

 

－ 

 

ＰＣａ製品を場内に運搬するため、工事用道路の整備が必要となった。 

設計指針や施工指針が確立していない。 

 

設計変更とする場合、経済性でＰＣａは場所打ちに比較し劣るため、協議

の成立が難しい。 

今後、人手不足が深刻化する中、ＰＣａの採用を経済性以外の項目を評価

する必要があると考える。 

 

なし － 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
現場打ち作業で必要な鉄筋工、型枠工、足場工の配員が不

要で省人化が図れた。 

 

なし 工程短縮に繋がったが休日の増加はできなかった。 

 

あり 
ＰＣａ工法の活用により、鉄筋工、型枠工等の人手不足に

対応できた。 

 

あり 
足場材（支保工）、鉄筋、型枠が不要となり資材置場ヤード

の削減ができた。 

 

あり 
仮設足場上での作業が不要となり、墜落転落災害の安全性

が向上した。 

 

あり 
現場打ちと比較して工場製品であるＰＣａ製品を使用する

ことで安定した品質の構築物ができた。 

 

あり 
現場打ちで発生する残コン、不要となる型枠材等、産業廃

棄物の発生抑制ができた。 

 

なし ＤＸの効果としては特にありません。 

 

あり 
渇水期施工であり、２期に渡っての工期が必要であったが、

ＰＣａに変更し１期で施工完了できた。 

 

なし 
現場打ちに比較してコストは割高である。 

ＬＣＣの効果については不明。 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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正連寺川西工区開削トンネル工事 

清水建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2013 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

水路 

 

あり 

 

72.50m 

 

14.84 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
0.43 

 
2.19 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

十分確保可能 

 

良好 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

当初現場打ちで設計されていたが、工程が逼迫していたため、プレキャス

トを採用した。 

 

－ 

 

現場打ちボックスカルバートに比べ、ジョイント部からの漏水が生じや

すいことが技術的な課題であり、ジョイント部のパッキンの見直しや、外

周部の防水対策が必要である。 

 

今回のプレキャスト化では現場打ちボックスカルバートの２倍の工事費

がかかった。今後は、標準化等による原価の改善を図っていく必要があ

る。 

 

なし － 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
型枠工、足場工、鉄筋工、コンクリート打設工など、大幅

に作業量を削減できたため省人化を図ることができた。 

 

あり 工期の短縮により、労働時間を削減することができた。 

 

なし 該当なし 

 

あり 
二次製品を使用することにより、足場材や型枠材などの資

材置き場を削減することができた。 

 

あり 
型枠工、足場工、鉄筋工、コンクリート打設工などを削減

できたため、安全性が向上した。 

 

あり 
ジャンカやクラックの発生がなく、品質の向上につながっ

た。 

 

なし 該当なし 

 

なし 該当なし 

 

あり 30 日工程短縮が図れた。 

 

なし 該当なし 

 

なし 該当なし 

 

 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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北陸新幹線、敦賀駅高架橋他 

株式会社竹中土木 

◆工事基本情報 

 

JRTT 

 

2021 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

その他 

 

なし 

 

16.08m 

 

56.36 ㎡ 

 

あり 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.40 

 
0.70 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

不足 

 

不良 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

工期短縮の為 

 

－ 

 

プレキャスト施工という事で土留めにおいて切梁が配置すると施工が困

難なため、今回土留に PC壁体を採用し自立式の土留めを実施した。 

連通管の施工が困難であった。又送水ポンプ設置部のシンダーコンクリ

ートは現場打を余儀なくされた。 

 

ピット部分で頂版に開口等が多々あり、割付も含め検討に時間を要した。 

内空断面の大きさにより頂版のプレキャストをハーフプレキャストとな

り頂版部分の現場打が発生した。 

 

なし － 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

配置人数の削減 

品質管理項目の削減 

補修作業の減少 

 

なし － 

 

あり 
鉄筋工・型枠工・普通作業員（コンクリート打設）の削減 

特殊作業員（専門職）の確保 

 

あり 

新幹線施設の消雪基地の調整池として使用。 

クレーンヤードが片側１辺しか取れず大型クレーンでの 

（550ｔ）で施工。 

 

あり 
仮設足場を最小限で実施。 

高所作業の削減。 

 

あり 超大型のプレキャストボックスでの調整池利用。 

 

あり 産業廃棄物削減 

 

なし － 

 

あり 想定で 120 日程度の工程短縮が図れた。 

 

なし － 

 

なし 
排水ピット部分も縦置きのボックスカルバートを採用し

た。 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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北陸新幹線、敦賀駅高架橋他 

株式会社竹中土木 

◆工事基本情報 

 

JRTT 

 

2021 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

その他 

 

なし 

 

22.11m 

 

47.44 ㎡ 

 

あり 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.40 

 
0.70 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

不足 

 

不良 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

工期短縮の為 

 

－ 

 

プレキャスト施工という事で土留めにおいて切梁が配置すると施工が困

難なため、今回土留に PC壁体を採用し自立式の土留めを実施した。 

連通管の施工が困難であった。又ポンプ設置部のシンダーコンクリート

は現場打を余儀なくされた。 

 

ピット部分で頂版に開口等が多々あり、割付も含め検討に時間を要した。 

 

なし － 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

配置人数の削減 

品質管理項目の削減 

補修作業の減少 

 

なし － 

 

あり 
鉄筋工・型枠工・普通作業員（コンクリート打設）の削減 

特殊作業員（専門職）の確保 

 

あり 

新幹線施設の消雪基地の調整池として使用。 

クレーンヤードが片側１辺しか取れず大型クレーンでの 

（550ｔ）で施工。 

 

あり 
仮設足場を最小限で実施。 

高所作業の削減。 

 

あり 超大型のプレキャストボックスでの調整池利用。 

 

あり 産業廃棄物削減 

 

なし － 

 

あり 想定で 120 日程度の工程短縮が図れた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 

99



 
北陸新幹線、敦賀駅高架橋他 

株式会社竹中土木 

◆工事基本情報 

 

JRTT 

 

2021 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

その他 

 

なし 

 

78.39m 

 

41.98 ㎡ 

 

あり 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.40 

 
0.70 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

不足 

 

不良 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

工期短縮の為 

 

－ 

 

プレキャスト施工という事で土留めにおいて切梁が配置すると施工が困

難なため、今回土留に PC壁体を採用し自立式の土留めを実施した。 

連通管の施工が困難であった。又ポンプ設置部のシンダーコンクリート

は現場打を余儀なくされた。 

 

変更にかける時間が少なかった事と調整池という事で断面変更が無理で

あったこともあり部材厚や鉄筋量の変更が出来なかった。また、部材同士

の縦継手において機械式継手による施工になった。 

調整池なので防水工事が必要であったが簡素化までには至らなかった。 

 

なし － 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

配置人数の削減 

品質管理項目の削減 

補修作業の減少 

 

なし － 

 

あり 
鉄筋工・型枠工・普通作業員（コンクリート打設）の削減 

特殊作業員（専門職）の確保 

 

あり 

新幹線施設の消雪基地の調整池として使用。 

クレーンヤードが片側１辺しか取れず大型クレーンでの 

（550ｔ）で施工。 

 

あり 
仮設足場を最小限で実施。 

高所作業の削減。 

 

あり 超大型のプレキャストボックスでの調整池利用。 

 

あり 産業廃棄物削減 

 

なし － 

 

あり 想定で 120 日程度の工程短縮が図れた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 

101



 
北陸新幹線、敦賀駅高架橋他 

株式会社竹中土木 

◆工事基本情報 

 

JRTT 

 

2021 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

道路 

 

なし 

 

23.00m 

 

30.88 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
0.70 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

ある程度確保可能 

 

不良 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

新幹線高架橋下での施工であった為空頭に制限があり、仮土留め（鋼矢板

圧入）において施工が困難であった。 

 

鉄道荷重を受ける大型のボックスカルバートであった為、部材の軽量化

は難しく分割施工を余儀なくされた。 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 

102



◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

配置人数の削減 

品質管理項目の削減 

補修作業の減少 

 

なし － 

 

あり 
鉄筋工・型枠工・普通作業員（コンクリート打設）の削減 

特殊作業員（専門職）の確保 

 

あり 新幹線高架橋下での施工。クレーンヤードに制限有。 

 

あり 
仮設足場を最小限で実施。 

高所作業の削減。 

 

あり JR 在来線下構造物の為、鉄道荷重を考慮した設計。 

 

あり 産業廃棄物削減 

 

なし － 

 

あり 想定で 60日程度の工程短縮が図れた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 

103



 
北陸新幹線、敦賀駅高架橋他 

株式会社竹中土木 

◆工事基本情報 

 

JRTT 

 

2020 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

道路 

 

なし 

 

22.50m 

 

14.00 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
0.70 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

不足 

 

不良 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

新幹線高架橋下での施工であった為空頭に制限がある事とクレーンヤー

ドが確保できなかったため、エアーキャスター工法で実施した。 

エアーキャスター工法の為に基礎コンクリート時の段取り作業に多少時

間を要した。 

 

ボックス横にエレベーターピットは配置する事になっており 

開口が必要だったためその部分は、現場打ちの施工となった。 

 

なし － 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 

104



◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

配置人数の削減 

品質管理項目の削減 

補修作業の減少 

 

なし － 

 

あり 
鉄筋工・型枠工・普通作業員（コンクリート打設）の削減 

特殊作業員（専門職）の確保 

 

あり 
新幹線高架橋下での施工。クレーンでの施工が無理でエア

ーキャスター工法で施工 

 

あり 
仮設足場を最小限で実施。 

高所作業の削減。 

 

あり JR 在来線下構造物の為、鉄道荷重を考慮した設計。 

 

あり 産業廃棄物削減 

 

なし － 

 

あり 想定で 45日程度の工程短縮が図れた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 

105



 
一級河川安永川 開水路工事（今工区） 

前田建設工業株式会社 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2014 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

なし 

 

35.70m 

 

69.75 ㎡ 

 

あり 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

良好 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

外防水劣化後の漏水対策。埋戻し施工方法。坑門工をどのようにするか。 

 

明り巻が採用されている場合、設計変更に持ち込むのが非常に難しい。

（明り巻の積算条件による） 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 配置人数の削減 

 

あり 労働時間削減 

 

あり 特殊技能の削減 

 

あり 施工ヤードの削減 

 

あり 高所作業の頻度低減 

 

あり 品質向上 

 

－ 製品の製作まで含めた場合は不明 

 

なし － 

 

あり 施工期間の短縮 

 

なし － 

 

－ 
今回は低土被りにより明り巻が困難な範囲あり当初設計よ

り採用された経緯がある。 

 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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市道新戸相武台道路改良工事（第二工区） 

株式会社熊谷組 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2013 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

道路 

 

なし 

 

188.00m 

 

49.00 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

ある程度確保可能 

 

良好 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 

108



◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ － 

 

 

断 面 図

スパンザウォール工法

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 

109



 
市道新戸相武台道路改良工事（第三工区） 

株式会社熊谷組 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2014 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

道路 

 

なし 

 

195.00m 

 

49.00 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

ある程度確保可能 

 

良好 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 

110



◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ － 

 

 

断 面 図

スパンザウォール工法

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 

111



 
此花下水処理場ポンプ場築造工事（その 12） 

株式会社鴻池組 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2016 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

あり 

 

100.00m 

 

28.00 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
0.30 

 
2.00 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

ある程度確保可能 

 

普通 

 

搬入車両はトレーラー不可 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

プレキャスト製品採用に伴う、仮設工（工事用道路、ストックヤード）の

柔軟な変更対応。 

 

設計条件に幅を持たせた、製品寸法の規格パッケージ化。 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 現場施工管理項目が削減できた。 

 

あり 工期短縮によりクリティカルパスではなくなった。 

 

なし － 

 

あり 天候の影響をほとんど受けなかった。 

 

あり 仮設足場を削減できた。 

 

あり 工場製作により品質が安定した。 

 

あり 鉄筋、型枠、生コンクリート関係の車両台数を削減できた。 

 

なし 不明 

 

あり 工期短縮によりクリティカルパスではなくなった。 

 

なし ライフサイクルコストの削減効果は見られなかった。 

 

なし なし 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 

113



 
広島湯来線麦谷工区道路改良工事 

株式会社フジタ 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2020 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

なし 

 

18.00m 

 

20.40 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
－ 

 
1.80 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

－ 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

大型車による運搬路が確保出来るまで、工程が停滞。 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 配置人員の削減が可能であった。 

 

なし － 

 

あり 普通作業員にて施工可能 

 

あり 施工ヤード狭小 

 

あり 仮設足場の削減 

 

あり ひび割れを抑制できた。 

 

あり 残コンクリート削減 

 

なし － 

 

あり 現場打ちに比較して 30日程度短縮 

 

なし － 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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栄処理区大面川第二雨水幹線下水道整備工事 

西松建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2019 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

なし 

 

282.60m 

 

13.00 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.33 

 
－ 

 
1.44 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

ある程度確保可能 

 

普通 

 

他事業者施工範囲内での施工（作業スペースの制限有り） 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

プレキャスト化には構造計算・設計、製品製作、現場施工となり、現場施

工以前のプロセスが長くなるため、工事の業務範囲によって適切な工期

設定が必要である。 

また、途中で設計条件等の変更があった場合に多大な労力と時間を要す

るため、設計変更や工期変更など適切な対応が求められる。 

 

－ 

 

なし － 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 

116



◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

函体工に関しては現場打に比べて人工は相当数削減でき

た。ただし、具体的な検証は行っていないので定量的に示

すことは難しい。 

 

なし 
大型製品の据付であり、特殊技能を有した作業員の確保が

必要となるため交代要員の確保が難しい。 

 

なし 
大型製品の据付であり、特殊技能を有した作業員の確保が

必要となる。 

 

あり 

必要な仮設資材が少なくて済み、作業ヤードの縮小に寄与

した。 

ただし、大型重機（クレーン）が必要であり、絶対的に必

要なスペースの確保が求められる。 

 

あり 

仮設工が少なくて済みリスク低減につながった。また、施

工手順も画一化されることで安全性は優位であると言え

る。 

 

あり 
工場製作である為、品質・出来高にバラつきが少なく一定

である。 

 

あり 
現場打ちした場合に発生する型枠材等の産業廃棄物の発生

を抑制できると考えられる。 

 

なし 特になし 

 

あり 
当初整備計画において現場打ちに比べ400日強の工程短縮

を図るとしている。 

 

あり 

仮設工の鋼材損料や経費を勘案するとプレキャスト化が高

コストであるとは言えない。（BOX カルバート工は全体工

事の内の一部であり、単体での工事費の算出は行っていな

いため比較はできない） 

 

あり 
振動・騒音抑制範囲内での施工箇所があったが、台車工法

と組み合わせることで、トラブルなく施工ができた。 
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：作業エリア

：工事用道路

凡例）

国土交通省発注工事エリア

（横浜環状南線栄JCT）

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 

117



 
鹿折・南気仙沼地区次期整備区域一次整地他工事 

清水建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

その他機構・事業団 

 

2016 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

道路 

 

－ 

 

24.00m 

 

44.30 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.23 

 
0.70 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

既設道路の切廻し後の施工 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

別紙（図面・写真)参照して下さい。 

 

特になし 

 

本工事は当初設計より Pca 化が標準であったが、現場打ちと Pca とのコ

スト差額をいかに解消するかが課題であると考えられる。 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
施工管理において Pca 化により工種が少なくなることか

ら、写真・品質・出来形管理の削減効果はある。 

 

なし 
震災復興工事であることから、当初より工程短縮の観点が

あり、土曜閉所は行わなかった。 

 

なし 
特殊な施工環境ではなかったため、特殊技能はもともと不

要だった。 

 

なし 
二次製品搬入計画、大型クレーン設置ヤードの確保が重要

課題であると考えられる。 

 

あり 高所作業車と仮設足場の併用による仮設足場の削減 

 

なし 
初期ひび割れの抑制・水密性の良いコンクリート構造物の

築造が可能と考えられる。 

 

なし 不明 

 

なし 不明 

 

なし 震災復興特有の厳しい工程要求を達成できた。 

 

なし 不明 

 

なし 特になし 

 

 

ボックスカルバート敷設状況 ボックスカルバート敷設完了

省人化・省力化 

働き方改革 
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大規模地震対策事業 宗岡副水路堤外部下流外工事 

大成建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

その他機構・事業団 

 

2020・2021 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

あり 

 

172.49m 

 

20.00 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
0.30 

 
1.50 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

十分確保可能 

 

普通 

 

PCa 工場から現場までは、片道約 3時間の距離であった。 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

河川工事のため非出水期間の 7 か月しか工事ができず、その期間内で開

削(切梁）による構築を完了するため工程短縮が必要となった。 

 

－ 

 

①重量物の揚重作業に伴う大型クレーン用の施工ヤードの確保 

②重量物の運搬に伴うトレーラの搬入路の確保 

③初期コストの大幅増加のため、現場打ちと同程度の原価低減 

④製品の審査証明など、認定機関の証明の迅速化 

⑤製品の運搬コストの低減 

 

－ 

 

なし － 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
足場の組立、型枠・鉄筋組立の作業が削減でき、現場での

作業において省人化が図れた。 

 

あり 
施工期間が短縮でき、非出水期間内での施工を厳守できた

ため、労働時間の削減につながった。 

 

あり 

プレキャスト水路の設置作業においては、熟練工や特殊技

能は不要であるが、この現場では、延長が長くてリフトロ

ーラーを使用したため特殊技能が必要となった。 

 

あり 

河川工事のため、現場打ちと比較して大幅に工期が短縮で

きた。 

また、リフトローラーを適用したため、施工がさらに効率

的となった。 

 

あり 
仮設足場、支保工が不要となり高所作業を大幅に削減でき

た。 

 

あり 
工場製品のため品質は保証されており、品質向上につなが

った。 

 

あり 
現場打ちと比較して、残コン、木くずといった産業廃棄物

の縮減には有効であった。 

 

なし － 

 

あり 
下流側は、現場打ちと比較して 2 ヶ月程度の工程短縮が図

れた。 

 

なし 

現場打ちと比較して、初期コストは約 1.5 倍かかった。ラ

イフサイクルコストという観点では、今後の経年劣化次第

であり、現段階では判断できない。 

 

なし － 

 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 
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(4)  中型（内空断面積 4 ㎡超 12.25 ㎡

以下） 
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国道４５号 山田第２トンネル工事 

株式会社熊谷組 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2014 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

その他 

 

なし 

 

56.00m 

 

8.97 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.20 

 
0.30 

 
2.00 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

不良 

 

なし 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

製作工場と現場との地理的要因（輸送力）、現場での据付工が輸送力に左

右される（標準の歩掛数量が搬入できない、現場内のヤードが限定される

と事前に搬入できない） 

 

当初設計から採用されていれば特に課題はない。協議承諾行為での変更

となるとハードルが高い 

 

なし － 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

なし 

工場検査立会等（現場近傍に製作工場がないため）１人×

２日/回が必要。現場での施工管理は減少したが現場打ちと

の比較は、比較対象がないので不明 

 

なし 全体工事の一部であり、全体に及ぼす影響は少なかった。 

 

あり 

熟練工不足による工程遅延防止に対応したため（当該箇所

は、２０～３０ｍの高盛土で構造物の遅延は土工工程に大

きく影響するため） 

 

あり 
天候に左右されないで工程が進捗できる（大雨、強風等特

異的な天候は除く） 

 

あり 
カルバート内の型枠および型枠支保工の組立解体作業がな

くなり安全性向上（断面が小さいため） 

 

あり 現場打ちに比べ、品質、出来栄え等向上 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 
現場での工程は、大幅に減少、工場製作+現場据付では同程

度。 

 

なし － 

 

なし － 

 

 

水路+通路BOX

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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熊本３号 中尾山トンネル新設工事 

株式会社熊谷組 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2018 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

あり 

 

20.00m 

 

7.50 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

不足 

 

普通 

 

片側側面部にヤードが確保できない 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

当初設計にない仮設として設計変更で採用され、施工性向上と工程確保

のために当初よりプレキャストで提案した。 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
現場での品質管理が軽減された。 
型枠、鉄筋、足場が不要となり省力化が図れた。 

 

あり 
工程を最小限で出来たため休日作業の必要性を低減でき
た。 

 

なし － 

 

あり 
設置箇所が遊歩道と近接するため、側面に足場の設置が不
可能であった。 

 

あり 
作業量が減少したことにより災害発生リスクが低減され
た。 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 
現場打ちの詳細計画が無いため比較できないが、構造物の
構築に要する期間および養生期間が大幅に短縮できたと考
える。 

 

なし － 

 

あり 

工事車両と一般歩行者の平面交差（ガードマンの常時配置）
を解消する目的で桟橋案と比較した。桟橋案に対して費用
が格段に低く、利用する一般者にとっても安心感が大きい
と考える。また、工事用道路と一般者通路を分断できたこ
とで第 3者災害のリスクを大幅に改善できた。 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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国道４５号 山田第２トンネル工事 

株式会社熊谷組 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2014 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

その他 

 

なし 

 

102.00m 

 

5.40 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.20 

 
0.30 

 
2.00 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

不良 

 

なし 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

製作工場と現場との地理的要因（輸送力）、現場での据付工が輸送力に左

右される（標準の歩掛数量が搬入できない、現場内のヤードが限定される

と事前に搬入できない） 

 

当初設計から採用されていれば特に課題はない。協議承諾行為での変更

となるとハードルが高い 

 

なし － 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

なし 

工場検査立会等（現場近傍に製作工場がないため）１人×

２日/回が必要。現場での施工管理は減少したが現場打ちと

の比較は、比較対象がないので不明 

 

なし 全体工事の一部であり、全体に及ぼす影響は少なかった。 

 

あり 

熟練工不足による工程遅延防止に対応したため（当該箇所

は、２０～３０ｍの高盛土で構造物の遅延は土工工程に大

きく影響するため） 

 

あり 
天候に左右されないで工程が進捗できる（大雨、強風等特

異的な天候は除く） 

 

あり 
カルバート内の型枠および型枠支保工の組立解体作業がな

くなり安全性向上（断面が小さいため） 

 

あり 現場打ちに比べ、品質、出来栄え等向上 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 
現場での工程は、大幅に減少、工場製作+現場据付では同程

度。 

 

なし － 

 

なし － 

 

水路+通路BOX

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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近畿自動車道紀勢線大古地区改良工事 

清水建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2014 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

施工承諾 

 

水路 

 

あり 

 

23.50m 

 

4.65 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.10 

 
0.10 

 
1.10 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

不足 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

工事用車両の通行確保のため、一部のブロックをプレキャスト化した。 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 鉄筋・型枠が不要となったため、省力化された。 

 

なし － 

 

なし 特殊技能は不要。 

 

あり 農業用水路のため、農閑期に施工。 

 

あり 仮設足場の削減 

 

あり ひび割れ抑制。 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 1 ヶ月の短縮 

 

なし － 

 

あり 
耕作期までに工事を完了する必要があり、工期短縮により

間に合わせることが出来た。 

 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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鳥取自動車道 下味野トンネル工事 

株式会社安藤・間 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2016 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

なし 

 

13.00m 

 

4.12 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

十分確保可能 

 

良好 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

近年の運搬費の値上げによるコストアップ 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 現場管理の低減 

 

あり 現場作業の削減 

 

なし － 

 

あり 盛土部の施工であり、工程上有利であった。 

 

あり 
自動車専用道路のⅡ期線施工であり、供用する隣接Ⅰ期線

への影響低減。 

 

なし － 

 

あり 産業廃棄物の抑制。残コンの低減。 

 

なし － 

 

あり 現場施工期間の短縮 

 

あり 工程短縮によるコスト低減 

 

なし － 

 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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横浜環状南線 桂台トンネル工事 

大成建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2021 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

施工承諾 

 

その他 

 

－ 

 

2640.00m 

 

10.49 ㎡ 

 

－ 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

トンネル内 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

・労務の確保が困難 

・合理的な施工が可能 

 

－ 

 

－ 

 

工程短縮などの理由がない限り、現場打ちから PCa に変更するのは難し

い。発注者側が、Pca の採用を標準としてもらえば普及しやすくなると思

われる。 

 

なし － 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
施工管理に対する人員を削減できた。 

発注者の立会検査を削減できた。 

 

あり 
現場打ちに比べて、専門職が不要であり、労務が確保しや

すくなった。 

 

あり 
専門性が不要で、かつ施工が容易となるため、担い手確保

につながった。 

 

あり 施工ヤードが削減できて、坑内の作業環境が良くなった。 

 

あり 搬入車両が削減できて、安全性が高まった。 

 

あり ひび割れの抑制に効果があった。 

 

あり 
坑内を走行する工事用車両が削減できて、坑内の作業環境

が良くなった。 

 

なし － 

 

あり － 

 

なし － 

 

－ － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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四国横断自動車道 旭野工事 

株式会社竹中土木 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2020 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

なし 

 

9.00m 

 

9.82 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

プレキャスト製品となることで、通常使用する 16～25t 楊重機械より能

力のある 50t 揚重機（大型化）が必要となる。 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 1 職種での作業となるので、配置人員の削減となった。 

 

あり 
現場での工種が 1 職種での作業の為、労働時間が削減され

た。 

 

なし 熟練工を必要としない作業であった。 

 

なし 冬季での施工、工事用道路を通行止とし施工した。 

 

あり 仮設足場の削減 

 

あり 
工場製作の為、現場での養生等が省略され硬化時のひび割

れ等が抑制された。 

 

あり 
・現場打ちではない為、残コン等が無くなる。 

・楊重作業期間が軽減される。 

 

なし 
プレキャスト製品の為、工場での環境条件やコンクリート

の打設日時が確認できる。 

 

あり 現場内では、想定で 30日程度の工程短縮が図れた。 

 

あり 
工程短縮となることにより、水替え等の光熱費が削減され

た。 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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四国横断自動車道 旭野（その２）工事 

株式会社竹中土木 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2021 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

なし 

 

6.00m 

 

9.42 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

プレキャスト製品となることで、通常使用する 16～25t 楊重機械より能

力のある 50t 揚重機（大型化）が必要となる。 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 1 職種での作業となるので、配置人員の削減となった。 

 

あり 
現場での工種が 1 職種での作業の為、労働時間が削減され

た。 

 

なし 熟練工を必要としない作業であった。 

 

なし － 

 

あり 仮設足場の削減 

 

あり 
工場製作の為、現場での養生等が省略され硬化時のひび割

れ等が抑制された。 

 

あり 
・現場打ちではない為、残コン等が無くなる。 

・楊重作業期間が軽減される。 

 

あり 
プレキャスト製品の為、工場での環境条件やコンクリート

の打設日時が確認できる。 

 

あり 現場内では、想定で 30日程度の工程短縮が図れた。 

 

あり 
工程短縮となることにより、水替え等の光熱費が削減され

た。 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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新名神高速道路 東畦野トンネル工事 

株式会社奥村組 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2014 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

共同溝 

 

なし 

 

174.00m 

 

8.90 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

不足 

 

不良 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

交差物件の協議完了と盛土後のトンネル掘削開始工程を精査しプレキャ

スト構造物とした為 

 

－ 

 

・施工ヤードが桟橋下の狭隘部であったため、ボックスの横引き方法を検

討し、1ヶ所でのクレーン作業により上下の部材を組み立て、それを横引

きすることで全体の施工を行った。 

 

・部材の規格化・標準化 

・プレキャスト活用に向けた設計変更要領などの整備 

 

なし － 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

・型枠工・鉄筋工が現場で不要となったため省人化が図れ

た。 

・現場打ちに比べて現場での作業量が削減できたことか

ら、配置人員が削減できた。 

 

あり ・生産性の向上に伴う労働人員の削減 

 

なし 
元々の現場打ちボックスカルバートは、特殊な施工環境で

はなかったため、特殊技能はもともと不要だった。 

 

あり 

・桟橋下での狭隘な施工ヤードであったため、プレキャス

トでレールでの横引工法を採用したことで、現場打ちに比

べて施工性が向上 

 

あり 
・桟橋下での狭隘なヤードで現場打ちを施工することがな

くなったため、安全性が向上した。 

 

あり ・現場打ち→工場製作に伴う品質・出来形の向上 

 

あり 
・現場打ちが削減できたことにより、戻りコン・残コンの

減少に貢献 

 

なし 不明 

 

あり 
・施工延長が長いことから現場打ちと比較し、3 か月程度

の短縮が図れた。 

 

なし 不明 

 

なし － 
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大和川線シールドトンネル工事 

鹿島建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2018 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

－ 

 

13.00m 

 

7.50 ㎡ 

 

あり 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

不足 

 

不良 

 

地下への揚重、シールドトンネル内での長距離横移動を要する。 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

工程短縮のため指示された。 

 

－ 

 

地下構造物のプレキャストの採用で、部材間の止水性確保の対策を要す

る。 

 

クレーンによる直接架設の計画で、重量制限で部材を、側壁とスラブで分

割することとなった。分割部は剛結構造でモルタル施工となったが、ピン

結合構造での設計とすることで、現場施工の管理が簡易にできる。 

 

なし － 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

延長の長いシールドトンネル内の施工は、プレキャストの

採用で躯体施工の多種の作業員を削減できることで、省人

化ができた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 
シールドトンネル内の場所打ちコンクリート作業を少なく

し、トンネルの作業動線への影響を削減できた。 

 

あり 

シールドトンネル内の場所打ちコンクリート作業を少なく

し、トンネルの作業動線への影響を大幅に削減、災害発生

リスクが低減できた。 

 

あり 
コンクリート打設に替えて、プレキャストコンクリート製

品とすることで、品質向上ができた。 

 

あり 

現場打ちコンクリート躯体に替えて、プレキャストコンク

リート製品とすることで、延長の長い構造物施工では、型

枠廃材の削減に有効であった。 

 

なし － 

 

あり 

狭隘条件の施工で、現場打ちコンクリート施工との比較で、

工程が半減できた。早期のトンネル内動線の確保は、全体

工程の短縮に有効であった。 

 

なし － 

 

なし － 

 

トンネル断面図 プレキャスト断面図

プレキャスト部材搬入状況

クレーン仮設状況 クレーン仮設状況 プレキャスト部材設置完了状況

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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四国横断自動車道 旭野工事 

株式会社竹中土木 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2020 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

なし 

 

5.00m 

 

7.32 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

十分確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

プレキャスト製品となることで、通常使用する 16～25ｔ楊重機械より能

力のある 50t 揚重機械（大型化）が必要となる。 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 1 職種での作業となるので、配置人員の削減となった。 

 

あり 
現場での工種が 1 職種での作業の為、労働時間が削減され

た。 

 

なし 熟練工を必要としない作業であった。 

 

なし － 

 

あり 仮設足場の削減 

 

あり 
工場製作の為、現場での養生等が省略され硬化時のひび割

れ等が抑制された。 

 

あり 
・現場打ちではない為、残コン等が無くなる。 

・楊重作業期間が軽減される。 

 

なし 
プレキャスト製品の為、工場での環境条件やコンクリート

の打設日時が確認できる。 

 

あり 現場内では、想定で 20日程度の工程短縮が図れた。 

 

あり 
工程短縮となることにより、水替え等の光熱費が削減され

た。 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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新名神高速道路高槻インターチェンジ工事 

鹿島建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2017 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

－ 

 

14.00m 

 

6.80 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.20 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

不足 

 

普通 

 

既設高架橋の桁下空間での施工 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

工事着手後の現場条件が当初から変更になり、工事工程の対応で採用、指

示された。 

 

－ 

 

既設高架橋の桁下空間での施工で、プレキャスト製品設置のクレーン作

業が制限されたが、フォークリフトを使用した横移動をすることで、正確

な設置作業ができた。 

 

・設計変更での協議や調達の対応 

・重量物施工に対しての、プレキャスト架設の施工計画 

 

なし － 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

広範囲のインターチェンジ工事で、現場打ち躯体施工が多

くある中、プレキャストの採用で、作業員の調整が可能と

なり、省人化ができた。 

 

あり 工程短縮により、作業労働時間の削減ができた。 

 

なし － 

 

あり 
既設躯体と隣接した、既設高架橋の桁下空間での施工で、

狭隘な条件、建設機械の使用が制限された。 

 

あり 

狭隘部の施工で、現場打ちコンクリート躯体と比較して、

足場等の仮設作業、足場作業を無くすことができ、安全性

が向上できた。 

 

あり 

狭隘部での条件が困難なコンクリート打設に替えて、プレ

キャストコンクリート製品とすることで、品質向上ができ

た。 

 

あり 

近隣住民への騒音の影響が懸念される、施工場所であった

が、プレキャストの採用で、騒音（仮設材組立、コンクリ

ート打設等）が大幅に削減できた。 

 

なし － 

 

あり 
狭隘条件の施工で、現場打ちコンクリート施工との比較で、

工程を 1/5 にできた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

断面図 側面図

プレキャスト据付準備 プレキャスト荷降し プレキャスト据付

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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常磐工区開削トンネル工事 

鹿島建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2018 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

水路 

 

－ 

 

72.00m 

 

6.50 ㎡ 

 

あり 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.30 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

不良 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 
工程短縮のため指示された。 

 
－ 

 

・地下構造物におけるプレキャストの採用は、部材間の止水性確保の対策

を要する。 

・作業ヤードに据付可能な揚重機と PCa 部材の重量の関係により、PCa

部材の分割数が決定となるため、断面内・外での接手の新技術、並びに

PCa 部材の軽量化が求められる。 

 

本施工では、荷取り時に重量物となる PCa部材の反転や回転が生じない

ように（荷取りした状態で設置できるように）運搬車両への積載方向を指

示し、現場での作業を最適化し設置効率を向上させた。部材の積載姿につ

いても検討することで更なる施工効率の向上が可能。また据付作業は繰

り返しとなるため無人化施工(遠隔操作、AI による完全自動化)の技術導

入が求められる。 

 
なし － 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
延長が長く、連続した同一形状の Box 型水路構造物を、現場打ちコ

ンクリート施工からプレキャスト工法で施工することで、躯体工に

係る多種の作業員を削減し、省人化できた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 

PCa 部材設置部近傍は、高速道路構築工事の作業動線であり、クレ

ーンでの直接据付が困難であった。そのため、施工端部 1 箇所から

PCa 部材を投入し、横引き工法（マルチスライド工法：鋼球による横

引き）で所定の場所に運搬・据付を実施した。 

 

あり 

長い水路延長での現場打ちコンクリート作業をなくすことで、墜落

転落等の災害リスクが高い足場上での作業を無くした。また、高速道

路構築工事等へ作業動線を確保し、他関連作業の資材搬入等の安全

性を向上できた。 

 

あり 
現場施工条件（現場打ちコンクリート、Box 型水路）での施工品質ト

ラブルのリスクを、工場製品のプレキャストとすることで回避した。 

 

あり 
延長が長く、同一形状の Box 型水路構造物を、現場打ちコンクリー

ト施工からプレキャスト製品に変更することで、型枠廃材の削減に

有効であった。 

 

なし － 

 

あり 
狭隘部での施工条件で、現場打ちコンクリート施工と比較し、工程が

1/3 にできた。早期に水路の施工を完了することで、次工程の高速道

路ランプ施工に着手でき、全体の工期短縮に有効であった。 

 

なし － 

 

なし － 

 

プレキャスト部材設置状況

プレキャスト部材横引状況 プレキャスト部材設置完了

プレキャスト部材搬入状況

プレキャスト部材形状寸法

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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新東名高速道路 清水地区盛土のり面災害復旧工事 

株式会社熊谷組 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2016 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

あり 

 

22.00m 

 

6.00 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.60 

 
－ 

 
1.70 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

一般車両通行止めにて施工 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

施工にあたり一般道路を通行止めにする必要。一般道路の通行止めを最

小期間とするため、工程短縮を目的に採用。 

 

－ 

 

特になし。 

 

当初設計通りの施工だったため、特になし。 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
型枠工・鉄筋工が現場で不要になったため、省人化が図れ

たと思う。 

 

あり 労働時間削減につながった。 

 

なし 
特殊な施工環境でなかったため、特殊技能はもともと不要

だった。 

 

あり 
仮設足場スペース等の掘削幅削減により施工ヤードを削減

できた。 

 

あり 仮設足場を削減できた。 

 

なし 初期ひび割れを抑制できたと考えている。 

 

あり 戻りコン・残コンの減少につながった。 

 

なし － 

 

あり 
養生期間短縮を含め、想定で 30 日程度の工程短縮が図れ

た。 

 

なし － 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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東京外環自動車道市川中工事 

鹿島建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2017 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

道路 

 

－ 

 

88.60m 

 

5.00 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.60 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

ある程度確保可能 

 

普通 

 

切梁開削内地下勾配部での施工 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

工事着手後の現場条件が当初から変更になり、工程短縮のため変更 

 

－ 

 

開削切梁下でのプレキャスト部材の据え付けで、配置を考慮し切梁位置

を決定。クレーン揚重では、下部からの順序での施工となり、部材の配置

は切梁下への部材投入と、据え付けで吊り替えが必要となった。 

 

地下水の高い場所でのプレキャストの適用で、部材間に水膨張ゴムの配

置、外部防水の施工で、入念な止水対策を実施した。 

 

なし － 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

施工延長の長い大規模な広範囲の地下道路工事で、現場打

ち躯体施工が多くある中、プレキャストの採用で、作業員

の調整が可能となり、省人化ができた。 

 

あり 
躯体工の作業の削減、現場省力化への取り組みとして、関

係各所へ発信した。 

 

なし － 

 

あり 
狭隘な開削切梁下での場所打ち躯体の階段構造物の施工は

資材置き場等が無く煩雑となることが予想される。 

 

あり 

土留間や切梁下なので支障物と近接した狭隘な場所での、

鉄筋、型枠組立・解体作業が軽減できたために、災害リス

クが低減できた。 

 

あり 

狭隘な場所でのコンクリート作業が省略、プレキャストコ

ンクリートとすることで、品質のよい構造物が精度よく施

工することができた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 

地下道路躯体から地上までの、深度があり延長の長い階段

構造物の場所打ち施工は手間を要するので、プレキャスト

の採用が工程に有利となる。 

 

なし － 

 

－ － 

 

断面図 側面図

プレキャスト部材搬入

プレキャスト部材設置プレキャスト部材設置プレキャスト部材設置

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 

153



 
四国横断自動車道 旭野工事 

株式会社竹中土木 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2021 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

その他 

 

なし 

 

30.13m 

 

4.92 ㎡ 

 

あり 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.30 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

十分確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

現場打ちで設計されていたが、盛土沈下収束時期が遅れたため、工程が遅

延し、また引渡し時期が決まっていた為、プレキャストを採用した。 

 

－ 

 

プレキャスト製品となることで、通常使用する 16～25t 楊重機械より能

力のある 50t 揚重機（大型化）が必要となる。 

盛土上での据付作業の為、製品搬入時、工事用道路の勾配を考慮する必要

がある。 

 

－ 

 

なし － 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 1 職種での作業となるので、配置人員の削減となった。 

 

あり 
現場での工種が 1 職種での作業の為、労働時間が削減され

た。 

 

なし 熟練工を必要としない作業であった。 

 

なし － 

 

あり 仮設足場の削減 

 

あり 
工場製作の為、現場での養生等が省略され硬化時のひび割

れ等が抑制された。 

 

あり 
・現場打ちではない為、残コン等が無くなる。 

・楊重作業期間が軽減される。 

 

なし 
プレキャスト製品の為、工場での環境条件やコンクリート

の打設日時が確認できる。 

 

あり 現場内では、想定で 30日程度の工程短縮が図れた。 

 

あり 
工程短縮となることにより、水替え等の光熱費が削減され

た。 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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北海道横断自動車道塩谷工事 

三井住友建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2018 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

共同溝 

 

あり 

 

31.60m 

 

4.76 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.70 

 
0.70 

 
1.70 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

良好 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

特になし 

 

労務状況の逼迫や工程短縮に対する要求が増加している状況にあり、こ

れらの対策として有効な手段の一つであるが、費用は現場打ちと比べて

高い。LCCや環境面での優位性もあるため、積極的な導入を望む。 

 

なし － 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 型枠・鉄筋の組立作業が不要 

 

あり 工程の短縮、養生及び管理が不要 

 

あり 施工に経験のある技能工の必要数を減らすことができる 

 

なし － 

 

あり 作業足場が不要となり、労働災害の発生リスクを低減 

 

あり ひび割れの抑制 

 

あり 材料の現場搬入台数、回数を削減できる 

 

なし － 

 

あり 2 週間程度の工程短縮 

 

あり 工場製品は現場打ちに比べ品質・耐久性が高い 

 

あり － 

 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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北陸新幹線、敦賀駅高架橋他 

株式会社竹中土木 

◆工事基本情報 

 

JRTT 

 

2020 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

共同溝 

 

なし 

 

26.30m 

 

11.60 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
0.70 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

不足 

 

不良 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

新幹線高架橋下での施工であった為空頭に制限がある事とクレーンヤー

ドが確保できなかったため、エアーキャスター工法で実施 

した。 

エアーキャスター工法の為に基礎コンクリート時の段取り作業に多少時

間を要した。 

 

点検孔においてプレキャストの縦置きBOXを採用したが、施工が困難で

あった。 

 

なし － 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

配置人数の削減 

品質管理項目の削減 

補修作業の減少 

 

なし － 

 

あり 
鉄筋工・型枠工・普通作業員（コンクリート打設）の削減 

特殊作業員（専門職）の確保 

 

あり 
新幹線高架橋下での施工。クレーンでの施工が無理でエア

ーキャスター工法で施工 

 

あり 
仮設足場を最小限で実施。 

高所作業の削減。 

 

あり JR 在来線下構造物の為、鉄道荷重を考慮した設計。 

 

あり 産業廃棄物削減 

 

なし － 

 

あり 想定で 30日程度の工程短縮が図れた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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九州新幹線（西九州）、松原高架橋他 

五洋建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

JRTT 

 

2018 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

道路 

 

あり 

 

8.00m 

 

9.00 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

重量物の取扱いにともなう、使用機械の大型化 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 配置人数の削減 

 

あり 労働時間削減 

 

あり 特殊技能の削減 

 

あり 資材置き場の削減 

 

あり 仮設規模の減少 

 

あり 経年劣化の抑制 

 

あり 残コンの削減 

 

なし － 

 

あり 施工期間の短縮 

 

なし － 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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吹田（信）新山田川Ｂ補修他工事 

東洋建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

JRTT 

 

2012 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

その他 

 

あり 

 

10.00m 

 

9.00 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

不明 

 

不明 

 

関係機関との協議により追加工種 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

貨物線近傍で掘削幅を確保できない条件下のため、プレキャスト工法が

採用された。 

 

－ 

 

重量物を据え付けることとなる為、均しコンクリートや敷モルタルの精

度が必要となる。 

 

工程・近接施工といった条件が伴わないと、なかなか、積極的に採用され

ない感がある。 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
担当工種職員として１～２名で対応、可能となった。 

また、型枠工等作業員の省力化にも繋がったと考える。 

 

なし 
プレキャストを使うこと前提で、他の事業工程も組まれて

いたため、休日・閉所日増には繋がらなかった。 

 

あり 
型枠工・鉄筋工等といった特殊技能を必要とする機会が減

り、労務人員の削減に繋がった。 

 

あり 
工程を短縮でき、隣接する各種の事業工程との調整が容易

となった。 

 

あり 
足場が少なくて済み、高所作業の時間が短縮でき、墜落・

転落のリスク機会を低減できた。 

 

あり 初期ひび割れの抑制できたと考える。 

 

あり 戻りコン・残コンの減少 

 

なし 特になし 

 

あり 
各種の事業工程が絡み合った中で、プレキャストBOXを採

用することで、解消できた。 

 

なし 特になし 

 

あり 
打ち継ぎ箇所が少ないので、比較的漏水等の心配をしなく

て良い。 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 

163



 
吹田(信)路盤新設他５工事 

前田建設工業株式会社 

◆工事基本情報 

 

JRTT 

 

2012 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

あり 

 

4.00m 

 

4.84 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ － 

 

あり 仮設足場が不要 

 

－ － 

 

－ － 

 

－ － 

 

あり 
当初設計であったので比較はできないが、工程短縮は養生

期間等がない分短縮になったと推定される。 

 

－ － 

 

－ － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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北陸新幹線、敦賀駅高架橋他 

株式会社竹中土木 

◆工事基本情報 

 

JRTT 

 

2020 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

共同溝 

 

なし 

 

37.70m 

 

4.20 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
0.70 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

不足 

 

不良 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

新幹線高架橋下での施工であった為空頭に制限がある事とクレーンヤー

ドが確保できなかったため、エアーキャスター工法で実施 

した。 

エアーキャスター工法の為に基礎コンクリート時の段取り作業に多少時

間を要した。 

 

点検孔においてプレキャストの縦置きBOXを採用したが、施工が困難で

あった。 

 

なし － 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

配置人数の削減 

品質管理項目の削減 

補修作業の減少 

 

なし － 

 

あり 
鉄筋工・型枠工・普通作業員（コンクリート打設）の削減 

特殊作業員（専門職）の確保 

 

あり 
新幹線高架橋下での施工。クレーンでの施工が無理でエア

ーキャスター工法で施工 

 

あり 
仮設足場を最小限で実施。 

高所作業の削減。 

 

あり JR 在来線下構造物の為、鉄道荷重を考慮した設計。 

 

あり 産業廃棄物削減 

 

なし － 

 

あり 想定で 30日程度の工程短縮が図れた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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信越線宮内・長岡間柿川放水路新設 1工区 

清水建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

鉄道会社 

 

2014 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

なし 

 

170.00m 

 

11.50 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.17 

 
0.18 

 
1.81 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

良好 

 

営業線近接 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

・得意先と事前に検査項目を決めておく必要がある。 

・衝撃を受けると角欠けを起こしやすいため、事前の対策が必要となる。 

・プレキャストボックス施工空間確保のため、土留支保工、作業構台の計

画を事前に検討しておく必要がある。 

 

・輸送計画（道路の高さ制限、積雪時のルート） 

・揚重計画（大型クレーン選定、ヤード確保） 

 

なし － 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

型枠工・鉄筋工・足場工が現場で不要となったため省人化

が図れた。 

検測簿（鉄筋・型枠・コンクリート）作成、写真管理を削

減できた。 

足場不要のため、掘削面積（用地買収面積）を削減できた。 

 

なし 施工期間が短縮できたため、土日閉所を確保できた。 

 

なし － 

 

あり 寒冷地だったが冬期施工を実現 

 

あり 

・鉄筋、型枠、仮設足場が削減となり、総工数が減るため

安全性が増す。 

・地下空間で狭隘な作業場所での工種が減るため安全性が

増す。 

 

あり 
積雪地域の冬季施工でも、天候に左右されず良質な品質が

確保できる。 

 

あり 木材の産廃（型枠材）なし。残コンなし 

 

なし － 

 

あり コンサルの事前比較検討で、0.17 

 

なし － 

 

－ － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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椛川ダム本体建設工事 

大成建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2017 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

水路 

 

－ 

 

24.00m 

 

12.00 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.40 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

十分確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

次工程を設計工程の期日に間に合わせるためには、当該施工箇所をプレ

キャスト化して工程短縮する必要があった。 

 

ボックスカルバートを現場打ちする場合、背面に足場や通路などを設け

るための空間を確保する必要がある。そのため、現場打ちが完了するま

で、次工程のダムコンクリート打設（左岸）の施工に必要な道路盛土を設

置することができなくなり、ダムコンクリートの打設を一旦休止するこ

ととなる。プレキャスト化することにより工程短縮ができ、これを回避す

ることができた。 

 

－ 

 

－ 

 

なし － 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
プレキャスト工法を採用することによる工程短縮の効果に

より、省力化に大きく貢献した。 

 

あり 
当該工事に係る準備（図面確認・材料発注・下請負業者打

合せ）を含めると、働き方改革への効果は多分にあった。 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 

足場上での型枠・鉄筋・コンクリート打設といった高所作

業のほか、ボックスカルバート内部における支保工作業が

なくなったことで安全性が大きく向上した。 

 

あり 

現場打ちの場合は、ひびわれ発生抑制の観点から養生や脱

型のタイミングなど細かな配慮が必要となるが、PCa製品

にすることで、搬入時のコンクリート製品としての品質確

保が容易となった。 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 施工期間の短縮に大きな効果があった。 

 

あり 
当該工事の工期が短縮できたことにより、全体工程も短縮

できた。これによるコスト縮減効果があった。 

 

－ － 
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鳥羽水環境保全センター 塩素混和池築造工事 

株式会社鴻池組 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2022 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

なし 

 

22.50m 

 

8.46 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

片側からの施工→エアーキャスター工法採用 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

・重機据付箇所が限られており、片側からの投入となるため、 

エアーキャスター工法にてスライド施工する 

 

・設計段階からの積極的な採用 

・設計変更における発注者側のコスト以外のメリット評価 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 鉄筋、型枠、足場の現地作業削減により、省力化が図れる 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 渇水期における急速施工 

 

あり 型枠支保工、足場の数量減による高所危険作業の減少 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 想定であるが、３０日程度の工程短縮が図れる 

 

なし － 

 

なし － 
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東村山浄水場共同溝整備工事及び 1,2 急系沈でん水渠連絡管(2,000mm)設置工事 

東洋建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2011 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

共同溝 

 

あり 

 

70.00m 

 

6.76 ㎡ 

 

あり 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.80 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

ある程度確保可能 

 

普通 

 

周辺建物近接。既設共同溝撤去後設置 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 
－ 

 
－ 

 

埋設物があった場合、現場打と違い、臨機応変の対応が難しい。狭隘な場

所への据付が必要な場合、特殊な治具・機械の一品生産が必要になるた

め、コストが増加する可能性がある。上空制限、クレーンが寄れない等、

施工条件の高度化が予想されるため、様々な設置方法・接続仕様の開発が

必要である。 

 

周辺建物との関係から、使用したクレーンでは、能力ギリギリの施工であ

った。設計段階で「送り出し工法」の検討や、採用が望ましい。工場での

安定した品質管理での製作が可能なため、オーバースペックを避けた、よ

り廉価な製作も期待できる。 

 
なし － 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

鉄筋~型枠~打設 までの工程と、据付のみを比較すると、圧倒的に

省力化が測られる。在来工法と違い、さらなる、省力化をはかるため

の、工夫予知が大きい。ICT 化、自動化、機械化できる要素が多いと

思われる。 

 

あり 

作業、管理共、一貫性が不要（誰が作業・管理してもあまり変わらな

い）と言える。つまり、作業員や職員が定期的に交代しても、支障な

く工程継続が可能。代休が取りやすい。 

 

あり 

熟練した技術が比較的不要のため、担い手確保に効果的である。今

後、ICT・機械化が進めば、よりその効果が期待される。また、通常

は見える場所での施工のため、シールドや推進工ほどは、専門性の高

い作業員が不要ともいえる。 

 

あり 

現場に搬入する資材が、シンプルなため、ヤードの削減・整理が可能

である。納入ピッチを調整すれば、かなり狭いヤードでも施工可能と

思われる。トレーラー、大型ラフターによる搬入が必要のため、現場

周辺の道路事情、架空線等事前確認が必要。 

 

あり 

工程数が少ないため、より安全といえる。ただし、大きなクレーンを

使用することから、入念な仮設の検討と施工が必要である。今後さら

に自動化、ICT 化が予想され、数十年も施工方法が変わらない従来工

法と比べ、安全性の大幅な向上も期待できる。 

 

あり 

天候の影響を受けず、作業員の技量にも比較的左右されないため、品

質の向上が期待される。補修・取替を容易にするには、施工時の資料

（割付・目地構造）等の確実な保管・集約が必要。 

 

あり 

残コンのみならず、鉄筋ロス、型枠処分等も防げるため、低減効果が

高い。現場への生コン車往復回数も減るため、グリーンハウスガス低

減にも貢献できる。また、周辺環境（渋滞、路上駐車、ゲートの出入

り回数）も減らすことができる。 

 

なし 10 年前の施工であり、DXの概念が無かったので、分からない。 

 

あり 

天候に比較的左右されず、現場での養生期間もないため、有利であ

る。埋め戻し後の荷重上載を急ぐ場合、なお効果的な工法といれる。

二次製品の形状が多岐にわたる場合、かえって工場製作工程が延び

るリスクがある。 

 

あり 工場生産により品質が安定するため、長期的な削減が予想される。 

 

あり 

揚重機による施工が大半を占める。鉄筋工や型枠工等、重量物を人力

で運ぶケースが少ないため、女性技術者の導入に積極的になれる。

SDGｓの促進にも効果的である。 

 

省人化・省力化 
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八木・緑井地区雨水渠築造工事（その７） 

株式会社フジタ 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2020 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

あり 

 

8.80m 

 

6.50 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

十分確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 配置人数の削減 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 

曲線部の現場打ちコンクリート構造物は足場工、鉄筋工、

型枠工と施工が難しいが、PC 化により施工性が良くなっ

た。 

 

あり 足場を削減 

 

なし － 

 

あり 建設機械使用は設置のクレーン１日のみ 

 

なし － 

 

なし 当初設計であったこと、全体工事量に対しては少ない 

 

なし － 

 

なし － 
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岩沼市二野倉排水ポンプ場復興建設工事 

株式会社鴻池組 

◆工事基本情報 

 

その他機構・事業団 

 

2017 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

なし 

 

527.00m 

 

7.00 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

Pca 採用により、工期短縮及びコンクリートの品質向上が図れるが、コス

ト増になる。ＰＣａ製品のコスト低減が課題。 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 型枠工、鉄筋工が現場で不要となり省人化が図れた。 

 

あり 工期短縮に効果あるため、土曜閉所が確保できた。 

 

なし 特になし 

 

あり 
供用中の市道を片側占用して開削工法によりボックスカル

バートを敷設する工事。道路占用期間を短縮できた。 

 

なし 特になし 

 

あり 
コンクリートが工場製作の為、コンクリートの品質向上が

図れた。 

 

あり 
型枠作業が不要となり、型枠材等の産業廃棄物の抑制が図

れた。 

 

なし 特になし 

 

あり 
具体的な日数の検証は出来ていないが、施工期間の短縮が

図れた。 

 

あり 
具体的なコストの検証は出来ていないが、コスト増になっ

ている。 

 

－ － 
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石巻市井内排水ポンプ場復興建設工事 

株式会社鴻池組 

◆工事基本情報 

 

その他機構・事業団 

 

2021 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

なし 

 

107.10m 

 

6.76 ㎡ 

 

あり 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
0.50 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

河川内のため大型クレーン（200ｔ）を使用 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

クレーン能力を考慮したヤードの確保 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 型枠工・鉄筋工の削減 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり ひび割れ対策等の現場養生が不要 

 

あり コンクリート打設が無いため、残コン処理が不要 

 

なし － 

 

あり 
型枠工・鉄筋工・養生期間が削減され、約 4 箇月の短縮と

思われる 

 

なし － 

 

なし － 
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大宮西部地区６２街区外整備他工事 

飛島建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

その他機構・事業団 

 

2017 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

なし 

 

200.00m 

 

5.00 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 
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工程短縮 

コスト 

その他 
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大阪市北野海老江下水道幹線建設工事 

前田建設工業株式会社 

◆工事基本情報 

 

その他機構・事業団 

 

2018 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

なし 

 

1145.10m 

 

4.86 ㎡ 

 

あり 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

不足 

 

普通 

 

現場からプレキャスト工場まで、90 ㎞ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

①当初設計は PcaBOXの直接据付であったが、土留めに切梁が 2段あり、

横引き工法に変更。②住宅近接箇所は縦長断面に変更し、掘削幅を縮小。 

 

■施工状況写真参照 

 

■工事現場までの搬入ルートの確保ができれば採用可能。 

・掘削が深く切梁がある場合や、クレーンでの直接据付ができない場合、

横引き工法の採用で対応可能。（工程調整のため数班施工の場合は、1 ち

部分現場打ちが必要） 

 

■工事条件で、土留めに切梁がある場合は、横引き工法を積極的に取り入

れてほしい（標準にしてほしい）。切梁がある場合、重量が大きい BOXの

直接据付は切梁盛替え等の危険を伴う。 

 

なし － 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

■現場でのカルバート本体の品質管理項目削減 

（型枠検査・配筋検査・ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄの品質、打設管理 

■養生等に係る検査人員が不要） 

■工場制作である分、現場での写真・書類が削減 

 

なし 
■淀川左岸線２期建設事業と関連しており、土曜・祝日は

施工せざるを得なかった。一時期は日曜日の施工もあり。 

 

あり 

■PCaBOX据え付けの歩掛は、現場打と比較すると大幅に

減少。BOXの種類により据え付け手順・使用機械が異なる

が少人数の特殊工で対応可能。技術員の指導で普通作業員

が据付できる種類の PcaBOX もある。 

 

あり 

■事業工程の短縮(現場打カルバートと比較すると掘削幅

が狭く土工数量減、足場・型枠・打設・養生日等は不要と

なり大幅な工程短縮） 

■狭いヤードでの施工実現（足場・支保工材・養生材不要） 

 

あり 
■掘削断面の減少（土留幅小） 

■安全性の向上(足場・型枠支保工・型枠の現場施工不要) 

 

あり ■品質向上（工場製品であり高強度・耐震性・耐久性向上） 

 

あり 

■廃棄物の抑制（BOX本体に限ると型枠残材・戻りコン・

残コン・養生材などの廃棄物が発生しない。レイタンス処

理により発生するアルカリの水処理も不要） 

 

あり 

■ｺﾝｸﾘｰﾄ２次製品であるため、トレーサビリティの管理は

容易である。 

■現況の施工で、すでに少人数での設置ができるので、無

人化施工の可能性も期待できる。 

 

あり 

■施工期間の短縮（当初設計より PCaBOXが採用されてい

たため、現場打ちカルバートとの工程比較は行っていない

が、大幅な工程短縮であることは間違いない。） 

 

なし ■現場打との比較は検証していない。 

 

あり 

■掘削断面の縮小、躯体工事期間の大幅な短縮により近隣

宅への影響が軽減される。 

■工事による騒音がクレーンのエンジン音のみとなり、環

境にも配慮できる。住宅直前では、足場、型枠、ｺﾝｸﾘｰﾄ打

設時の騒音は大きい。 

 写真①横引き状況 写真②可撓BOXは設計変更対象
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木津中央地区５工区外整地その他工事他２件 

前田建設工業株式会社 

◆工事基本情報 

 

その他機構・事業団 

 

2012 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

あり 

 

324.39m 

 

4.84 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.80 

 
0.60 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

不足 

 

不良 

 

側面からのアクセスができないので、しゃくとり虫方式で据えつけ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

設置時の資材搬入ルートの確保、設置方法の検討をした上で採用。また、

その際の大きさ、重量等を考慮する。 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 現場打ちではないので、型枠・鉄筋工などが不要。 

 

なし 特になし 

 

なし 
設置時の高さ、位置管理なので、特に熟練技能は不要。通

常の土工で設置。 

 

あり 

フォークリフトでの設置のため、あらかじめ溶接金網を入

れた路盤コクリートを打設する手間があった。また、片押

しの据えつけ作業である。 

 

あり 
スロープを緩く取らないと、Pca ボックスを吊ったフォー

クリフトが安全に下れないので、作業に注意を要する。 

 

なし 特になし 

 

あり 現場施工でない分、廃棄物発生の抑制あり 

 

なし 特に実施なし 

 

あり 

設計がプレキャストであるが、側面に資材搬入やクレーン

の設置エリアが確保できたならば、より工程短縮になった

と思われる。左右が切りだった宅盤のため、側面からのア

クセスは不可。 

 

なし 特になし 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 

187
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(5)  小型（内空断面積 4 ㎡以下） 
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国道４５号 山田第２トンネル工事 

株式会社熊谷組 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2014 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

なし 

 

121.00m 

 

4.00 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.20 

 
0.30 

 
2.00 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

不良 

 

なし 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

製作工場と現場との地理的要因（輸送力）、現場での据付工が輸送力に左

右される（標準の歩掛数量が搬入できない、現場内のヤードが限定される

と事前に搬入できない） 

 

当初設計から採用されていれば特に課題はない。協議承諾行為での変更

となるとハードルが高い 

 

なし － 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

なし 

工場検査立会等（現場近傍に製作工場がないため）１人×

２日/回が必要。現場での施工管理は減少したが現場打ちと

の比較は、比較対象がないので不明 

 

なし 全体工事の一部であり、全体に及ぼす影響は少なかった。 

 

あり 

熟練工不足による工程遅延防止に対応したため（当該箇所

は、２０～３０ｍの高盛土で構造物の遅延は土工工程に大

きく影響するため） 

 

あり 
天候に左右されないで工程が進捗できる（大雨、強風等特

異的な天候は除く） 

 

あり 
カルバート内の型枠および型枠支保工の組立解体作業がな

くなり安全性向上（断面が小さいため） 

 

あり 現場打ちに比べ、品質、出来栄え等向上 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 
現場での工程は、大幅に減少、工場製作+現場据付では同程

度。 

 

なし － 

 

なし － 
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圏央道内野山地区改良工事 

東急建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2014 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

あり 

 

67.00m 

 

3.60 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 

0.70 
 

－ 
 

1.50 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

特になし 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

別添 

 

特になし 

 

本工事は当初設計からプレキャスト製品が採用されていたが、設計変更

の場合、発注者との協議に多くの時間を要する。工程短縮、省力化の観点

から当初設計の段階でプレキャスト製品を採用していく必要があると考

えている。 

 

なし － 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 鉄筋、型枠工が不要となったため、省力化が図れた 

 

あり 施工期間を短縮できたことに伴い、労働時間も削減できた 

 

なし 特殊な技術は不要であった 

 

あり 
仮設材、型枠、鉄筋等の資材置場が不要となり、作業ヤー

ドが広く使えた。 

 

あり 仮設足場を削減 

 

あり 初期ひび割れを抑制できたと思われる 

 

なし 不明 

 

なし 不明 

 

あり 約 3週間程度の工程短縮が図れたと考えている 

 

なし 不明 

 

－ 特になし 
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大月バイパス花咲地区改良（その４）工事 

戸田建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2019 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

道路 

 

あり 

 

470.00m 

 

1.44 ㎡ 

 

あり 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 

0.70 
 

－ 
 

－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

当作業所は当初設計よりプレキャスト製品の施工となっていたが 

コストの面で割高となる。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
現場打ちに比べ、プレキャスト製品を使用すると大幅に作

業人員を削減できる。 

 

あり 労働時間の短縮が図れた。 

 

あり 経験が浅い作業員でも容易に施工できる。 

 

あり 据付施工が容易にでき、施工能率が上がった。 

 

あり 仮設足場を削減できた。 

 

あり 
製品工場内での作成のため、品質のばらつき等もなく良好

に施工できた。 

 

あり 現場から発生する産業廃棄物等を削減できる。 

 

なし － 

 

あり 
製作期間を入れてもプレキャスト製品は工期を短縮でき

る。 

 

なし コストは割高になる。 

 

－ － 

 

 

1.000% 2.000% 2.000%

3104 8709

604 3250 1167438 3250 604
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平成２８年度 ２３号蒲郡ＢＰ豊沢道路建設工事 

戸田建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2018 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

水路 

 

なし 

 

12.00m 

 

0.47 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 

0.50 
 

0.50 
 

－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

十分確保可能 

 

普通 

 

特記無し。 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

当初設計にない項目が設計変更にて追加となった（設計者は発注者）。 

 

－ 

 

無し。 

 

当現場では無し。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 工程の短縮に伴い配置人員を削減することができた。 

 

なし 不明。 

 

あり 土工での施工が可能。 

 

あり 工程の短縮。 

 

なし 無し。 

 

あり 工場生産のため品質が一定である。 

 

あり 
工程の短縮に伴い使用する機械の稼働日数が減少し、環境

面で有利に働いた。 

 

なし 無し。 

 

あり 工程の短縮が図れた。 

 

なし 不明。 

 

なし － 
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北海道横断自動車道 船取山工事 

五洋建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2018 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

水路 

 

あり 

 

10.00m 

 

0.60 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 

0.50 
 

0.50 
 

0.80 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

十分確保可能 

 

良好 

 

市道の迂回させるため、分割施工が必要。 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

工程短縮のため変更 

 

－ 

 

(1)Ｐｃａ据付箇所の平坦性の精度 

(2)実工程に合わせた材料搬入日および機械の確保 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 

198



◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり コンクリートの現場管理に関する書類・立会が削減された。 

 

なし 作業日に変更がないため、休日数の変化はなし 

 

あり 
プレキャスト採用により、現地作業は土工作業員のみで対

応できた。 

 

あり 調整函を製作し、現場での切断加工等の手間を削減した。 

 

あり 資機材の搬出入回数を削減できた。 

 

あり 
プレキャスト採用により、生コン打設に係る品質管理を省

略できた。 

 

なし プレキャスト採用により、材料ロスが低減された。 

 

なし － 

 

あり プレキャスト採用により、当初工程を 50％短縮した。 

 

なし － 

 

－ － 

 

市道横断部
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大和リサーチパーク北（岩倉地区）土地造成工事 

株式会社フジタ 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2019 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

あり 

 

59.50m 

 

4.00 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
0.20 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

不良 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

大型車両やクレーンの搬路を造成する（または保守する）ためには、当初

設計の条件下では困難な地形状況であった。発注者の承諾を得て、搬路の

再計画を実施した。 

 

プレキャスト製品の品質管理で、目視検査（写真撮影）の頻度「全数」と

規定されているが、頻度の緩和を望みたい。 

 

なし － 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 品質、出来形管理の省略、労務数・時間の縮小 

 

あり 仮設の縮小による検討、計画、調達業務が不要 

 

なし － 

 

あり 
外部足場、支保工の省略、寒中コンクリート対策が不要、

工程 

 

あり 高所作業時間の短縮 

 

あり 

仕上りや見栄えの向上、ひび割れ対策業務（マーキング、

経過観察、補修計画、補修）の抑制、漏水等の品質トラブ

ルの抑制 

 

あり レイタンス除去時の排水処理が不要、産業廃棄物量の減少 

 

なし － 

 

あり 
施工期間の短縮、実施工程に差異がない計画工程を策定で

きる 

 

なし － 

 

なし － 
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公共下水道雨水管渠整備工事 

戸田建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2019 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

なし 

 

802.80m 

 

3.67 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 

－ 
 

－ 
 

－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

不足 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

プレキャスト製品のサイズ・重量、及び以下の条件を考慮した施工計画の

立案が必要になる。 

①揚重機の選定／②揚重機、搬入車両の搬入経路の確保／③揚重機を使

用しプレキャスト製品を据えるヤードの確保／④揚重機設置地盤の地盤

支持力の検討／⑤架空線等の障害物の有無 

 

特になし 

 

なし － 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

なし 

現場打ちで施工していれば、型枠工・鉄筋工・コンクリート工

が増加し、それに伴う施工管理・書類が発生する。（施工管理

を簡素化） 

 

なし 
当初よりプレキャスト製品使用による工程短縮を見込んで計

画されていた。（計画時点から「働き方改革」を考慮） 

 

なし 不明 

 

なし 工場生産のため、品質にバラツキが少ない。 

 

なし 

現場打ちで施工していれば、オープンカットの仮設法面の下

で長期間施工することになる。また足場を使用しての作業も

発生する。（法面崩壊や墜落・転落災害のリスク低減） 

 

なし 特になし 

 

なし 不明 

 

なし 特になし 

 

なし 

現場打ちで施工した場合、ボックスカルバートの据付に先立

って製造しておくヤードは無く、現位置での製造となり、工程

の大幅な遅延となる。 

 

なし 不明 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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新宿区河田町・市谷本村町付近再構築工事 

東洋建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2016 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

あり 

 

12.90m 

 

2.56 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 

－ 
 

－ 
 

－ 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

ある程度確保可能 

 

普通 

 

幹線道路横断部のため、埋設管・地下鉄路線が近接していた 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

特になし 

 

一般的に製作期間が長いが、納期を急ぐ現場に対して製作期間を短縮で

きる柔軟な対応ができると良いと思う。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 鉄筋工・型枠工が不要となり、配置人数を削減できた。 

 

なし 

該当工種（カルバート設置）の施工日数を削減できたが、

工事全体としての労働時間削減にはさほど効果をあげてい

ない。 

 

なし 特殊技能はもともと不要 

 

あり 

・工種が「ボックスカルバート設置」に限定されるため、

作業効率が良かった。 

・現場打ちと比較して掘削幅を縮小することができる。た

だし設置時のクレーン配置のためのヤードが余分に必要 

 

あり 
作業用足場・支保工等の削減により、危険要素を低減する

ことができた。 

 

あり 漏水・クラック等の発生を抑制することができた。 

 

なし 

戻りコン・残コン等は少量であり、運搬車両についても生

コン車がカルバート運搬車に替わるだけなので、環境にさ

ほど影響は無いと思われる。 

 

なし 不明 

 

あり 
・工種が「ボックスカルバート設置」に限定されるため、

施工期間が短縮できた。 

 

なし 不明 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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新川第 6排水区新川 6号幹線(雨水)（その１）公共下水道工事 

株式会社奥村組 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2018 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

なし 

 

4.71m 

 

2.25 ㎡ 

 

なし 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 

－ 
 

－ 
 

－ 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

不足 

 

不良 

 

関電埋設管路との離隔(吊防護有) 127mm 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

・耐震設計等により要求される条件が高くなれば、選択幅が少なくなる 

 

・要求される形状・寸法と適合する製品に限りがある 

・設計段階で二次製品を取り入れる施策が必要 

 

なし － 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

・現場打ちからの変更であれば、型枠・鉄筋施工管理がなくなる 

・写真撮影頻度・整理する枚数も少なくなる 

・立会等も少なくなるため、提出書類削減につながる（当現場では当

初設計のため、影響なし） 

 

あり 
・現場打ちからの変更であれば、施工期間短縮できる（当現場では当

初設計のため、影響なし） 

 

なし 
・特殊な工法や施工条件の違いによっては、影響するが、当現場では

影響なし。 

 

あり 

・狭いヤ-ド内での施工可 

・資材置き場の削減（資材仮置きの場合は、工事車両動線確保困難） 

・躯体と躯体間、躯体と L型擁壁間との接合。現場打ちの場合、躯体

鉄筋との取り合いが困難であった 

 

あり 
・仮設材（施工足場）不要 

・埋設管路破損のリスク低減 

 

あり ・二次製品による出来型精度の確保 

 

なし ・施工側では影響はあるが、制作する工場側では不明である 

 

なし ・不明 

 

あり 

・現場打ちからの変更であれば、工程に大きく影響がある 

・工場制作期間中に施工側では、他作業を進めることが可能（当現場

では当初設計のため、影響なし） 

 

なし ・施工規模及び製品による 

 

なし － 

 

投入状況 据付状況

据付完了 据付完了（躯体内）

平面配列図

標準断面図

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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街路築造工事及び電線共同溝設置工事（23北南ー西東京 3･2･6 その 2） 

飛島建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2012 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

あり 

 

37.00m 

 

1.40 ㎡ 

 

－ 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 

－ 
 

－ 
 

－ 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

－ 

 

－ 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 
民地境での施工だったが、民地側を支障することなく施工

ができた。 

 

あり 第三者との接触時間を極力減らして施工を実施。 

 

なし － 

 

あり 残コンの減少。 

 

なし － 

 

あり 
材料の事前手配によりスムーズに施工。 

現場打ちと比較しての短縮期間は不明。 

 

なし － 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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安威川ダム下流取付護岸等応急対策工事 

前田建設工業株式会社 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2018 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

その他 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 

－ 
 

－ 
 

－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

不良 

 

旧河川上での作業につき、アクセス道路と施工ヤードの造成必要 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

ダム本体の監査廊と同じ仕様で計画されたと思われます。 

＊下流連絡通路として使用する工事につき 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 作業人数の削減 

 

あり 施工期間短縮 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 仮設足場や昇降設備の削減 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし 不明 

 

－ － 

 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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東広島市西条 1号雨水幹線建設工事その 5、その 7 

飛島建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

その他機構・事業団 

 

0 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

あり 

 

74.20m 

 

4.00 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.60 

 
－ 

 
1.50 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり プレキャストのため、現場作業の省略可が可能 

 

あり 現場作業の省力化で労働時間の削減化が図れる 

 

なし － 

 

あり 同一場所での次期工事着工時期を早めることができた。 

 

なし 狭い場所での施工はクレーン災害の防止対策が必要 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 主要な目的として行程短縮があった。 

 

なし － 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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石巻市北北上運河右岸第二排水ポンプ場復興建設工事その２ 

株式会社鴻池組 

◆工事基本情報 

 

その他機構・事業団 

 

2020 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

当初設計 

 

水路 

 

あり 

 

178.00m 

 

3.61 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 

0.80 
 

1.00 
 

1.20 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

継手の形状、性状についてもう少し改善することが今後の課題である 

 

運搬できる大きさが決まってしまう 

 

なし － 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 配置人員の削減 

 

なし 
クリティカル工程ではなかったため働き方改革には影響し

なかった 

 

あり 現場打より少ない職種の専門業者で対応できた 

 

あり 敷材置き場の削減 

 

なし 安全性に現場打も Pcaも関係ない 

 

あり 品質の確保 

 

あり 産廃処理量の削減（残コン、型枠材他） 

 

なし 道路上作業帯での施工であったため無人化施工は検討外 

 

あり 現場打ちより施工期間の短縮できる 

 

なし 当初設計通りのため特にコスト削減はなし 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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平成 25年度大船渡駅周辺地区整地工事 

東急建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

その他機構・事業団 

 

2014 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

水路 

 

なし 

 

114.67m 

 

2.72 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 

－ 
 

－ 
 

－ 

◆当初の施工条件 

 

開削（切

梁）  

十分確保可能 

 

良好 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

構造物が大型化すると現場への搬入路の計画、据付に使用する大型機械

等の施工計画を作成が大事になってくる。 

 

今回は設計施工での施工であったが、プレキャストを設計変更するため

に発注者と協議する手間が大変である。時間を要した場合、施工期間が短

縮出来ても協議に時間を要したら同じであるため変更を柔軟に認める仕

組みが必要である。受注生産の製品が多いため工場の製作スケジュール

に左右される。 

 

なし － 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

復興工事で、熟練した作業員の確保が難しい中、型枠工、

鉄筋工が現場で不要となったことは大きいと思う。省力化

が図れたと思うが、現場打ちとの比較は困難。 

 

あり 
施工期間が短縮できたため、削減できた時間を他の業務に

あてた。 

 

なし 特殊技能はもともと不要だった。 

 

あり 
復興工事で施工ヤードの確保が難しい中で資材置き場が削

減でき、短期間で施工出来たメリットは大きい。 

 

あり 仮設足場の削減 

 

あり 初期ひび割れを抑制できたと考えられる。 

 

なし 不明 

 

なし 今回は行なわなかった。 

 

あり 
施工期間の短縮は図れたと思うが、現場打ちとの比較は行

なっていないため不明 

 

なし 不明 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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処分場護岸道路改修工事 

東洋建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

その他機構・事業団 

 

2014 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

ボックスカルバート 

 

設計変更 

 

水路 

 

あり 

 

89.60m 

 

0.34 ㎡ 

 

なし 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 

－ 
 

－ 
 

－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

十分確保可能 

 

良好 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

当初設計からプレキャストカルバートが計画されていたが、内空寸法が

変更になった。 

 

－ 

 

一般的な工法であり、特になし。 

 

内空寸法が当初設計から変更になったため、仕様の確定と発注までに協

議時間を要した。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

用途 JIS 規格適用 

延長 内空断面積 

現場打ちからの断面サイズ変更 断面分割 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 型枠工、鉄筋工等が現場で削減できたため省人化が図れた。 

 

あり 現場作業の減少による労働時間削減 

 

あり 鉄筋工、鉄筋工等を削減できた。 

 

あり 支保工等の仮設材削減 

 

あり 現場作業の減少による安全性向上 

 

あり 
工場製作のため、現場製作に対して天候、気候等の影響を

受けず品質が安定していると考えられる。 

 

あり 
型枠材、残コンクリート等の現場廃棄物の発生が抑制でき

た。 

 

なし － 

 

あり 現場作業の減少による施工期間の短縮 

 

なし － 

 

なし － 

 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 

219



 

3.4 L 型擁壁 

(1)  事例一覧 

  次頁参照 
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1 国土交通省 (株)安藤・間 あり 2019 5.8～6.0 十分確保可能 良好 当初設計 － － － ● ● × ● ● ● ● × ● × ● 226

2 国土交通省 (株)熊谷組 あり 2014 4.9 ある程度確保可能 不良 設計変更 1.5 2 1.7 ● × ● ● ● ● ● － ● × ● 228

3 国土交通省 (株)熊谷組 あり 2015 139 ある程度確保可能 良好 当初設計 － － － × × × × × × × × × × × 230

4 高速道路会社 (株)フジタ なし 2016 10.4 十分確保可能 良好 設計変更 － － － ● × ● ● ● ● ● × ● × × 232

5 高速道路会社 (株)大林組 あり 2019 7.5 ある程度確保可能 不良 設計変更 0.5 － 1.24 ● ● ● ● ● ● ● × ● × × 234

6 高速道路会社 清水建設(株) あり 2020 2.0～7.1 十分確保可能 不良 設計変更 － － － ● ● ● ● ● ● × × ● × × 236

7 高速道路会社 (株)奥村組 なし 2015 6.2 ある程度確保可能 不良 設計変更 － － － ● ● × ● ● ● ● × ● × × 238

8 高速道路会社 清水建設(株) なし 2016 5.25 十分確保可能 普通 設計変更 0.4 0.3 1.4 ● ● ● ● ● ● ● × ● × × 240

9 高速道路会社 三井住友建設(株) なし 2019 5 ある程度確保可能 普通 設計変更 0.7 － 1.3 ● × × ● ● × ● × ● × × 242

10 高速道路会社 (株)大林組 あり 2021 5 ある程度確保可能 普通 設計変更 0.1 0.1 2.3 ● ● ● ● ● ● ● × ● × ● 244

11 高速道路会社 鹿島建設(株) － 2017 4.75 ある程度確保可能 普通 設計変更 0.5 － － × × × × ● ● × × ● × ● 246

12 高速道路会社 (株)奥村組 なし 2015 4.5 ある程度確保可能 不良 設計変更 － － － ● ● × ● ● ● ● × ● × × 248

13 高速道路会社 鹿島建設(株) － 2017 4.05 ある程度確保可能 普通 設計変更 0.4 － － ● ● × ● ● ● ● × ● × × 250

14 JRTT (株)フジタ － 2020・2021 4.5 十分確保可能 普通 設計変更 0.8 0.5 － ● × × ● ● ● ● × ● ● － 252

15 地方自治体 東洋建設(株) なし 2016 9.3 不足 不良 設計変更 0.2 － 4.9 ● ● × ● ● ● ● × ● × ● 254

16 地方自治体 (株)鴻池組 あり 2018 5.8 十分確保可能 良好 当初設計 － － － ● × ● ● ● ● ● × ● × × 256

17 地方自治体 大成建設(株) なし 2020・2021 1.8～5.7 ある程度確保可能 良好 当初設計 － － － ● × × × ● × × × ● × × 258

18 地方自治体 (株)奥村組 なし 2017 4.8 不足 不良 当初設計 － － － ● ● × ● ● ● × × ● × × 260

19 地方自治体 西松建設(株) － 2020 4.5 十分確保可能 良好 設計変更 0.52 － 2.4 ● ● ● ● ● ● × × ● × × 262

20 地方自治体 (株)鴻池組 あり 2018～2020 4.25 ある程度確保可能 普通 当初設計 － － － ● ● × ● ● ● × × ● × × 264

21 国土交通省 大成建設(株) あり 2021 4 不足 普通 設計変更 － － － ● × × ● ● ● × × × × × 268

22 国土交通省 東洋建設(株) なし 2017 4 ある程度確保可能 普通 当初設計 0.3 － － ● × × ● ● ● × × × － × 270

掲

載

ペ

ー

ジ

　↓大型（擁壁高4m超）

　↓中型（擁壁高2m超4m以下）

現場打ちを1.0として プレキャスト導入の目的と効果の有無N
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態

【凡例】●：あり　×：なし　－：回答なし
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23 国土交通省 東亜建設工業(株) あり 2021 3.8 不足 不良 当初設計 0.5 － － × ● ● ● × ● ● × ● × × 272

24 国土交通省 西松建設(株) あり 2016 3.1 ある程度確保可能 普通 当初設計 0.6 0.6 1.6 ● ● ● ● ● ● ● × ● × × 274

25 国土交通省 戸田建設(株) あり 2020 3 ある程度確保可能 普通 当初設計 － － － ● ● × ● ● ● ● × ● × × 276

26 国土交通省 東急建設(株) なし 2011 3 不足 普通 当初設計 0.2 0.2 1 ● × ● ● ● ● ● × ● ● × 278

27 国土交通省 東急建設(株) あり 2020 2.00～2.45 十分確保可能 良好 設計変更 － － － ● ● × ● ● ● ● × ● × × 280

28 高速道路会社 三井住友建設(株) あり 2018 3.8 十分確保可能 普通 設計変更 0.36 - 1.6 ● × × ● ● ● ● × ● × － 282

29 高速道路会社 西松建設(株) あり 2015 3.5 十分確保可能 普通 当初設計 － － － ● ● ● ● ● ● ● × ● × ● 284

30 高速道路会社 五洋建設(株) なし 2016 2.0～3.4 ある程度確保可能 良好 設計変更 不明 不明 1.5 × × ● ● ● × ● × × × ● 286

31 高速道路会社 鹿島建設(株) － 2017 3.2 ある程度確保可能 普通 設計変更 0.75 － － × × × ● ● ● ● × ● × × 288

32 高速道路会社 (株)鴻池組 あり 2021 2.5 ある程度確保可能 普通 設計変更 0.5 0.5 2 ● × × ● × ● × × ● × × 290

33 JRTT 五洋建設(株) あり 2018 3.5 ある程度確保可能 良好 当初設計 0.5 － － ● ● ● ● ● ● ● × ● × × 292

34 JRTT (株)安藤・間 あり 2021 2.2 ある程度確保可能 良好 当初設計 0.5 0.5 1.2 ● ● ● ● ● ● ● × ● × × 294

35 地方自治体 戸田建設(株) あり 2014 3 ある程度確保可能 良好 当初設計 － － － ● ● × ● ● ● ● × × × － 296

36 地方自治体 飛島建設(株) あり 2012 3 － － 当初設計 － － － × × × ● ● × ● × ● × × 298

37 地方自治体 大成建設(株) なし 2019 3 十分確保可能 良好 当初設計 0.5 － － × × × ● ● ● ● × ● × × 300

38 地方自治体 西松建設(株) あり 2015 1.0~2.75 ある程度確保可能 普通 当初設計 － － － ● × × ● ● ● × × ● × × 302

39 地方自治体 (株)奥村組 あり 2018 2.4～2.6 十分確保可能 良好 当初設計 0.5 － － ● ● × × ● × ● × ● × × 304

40 地方自治体 東亜建設工業(株) あり 2016 2.38 十分確保可能 良好 当初設計 － － － ● ● ● ● ● ● ● ● ● × × 306

41 地方自治体 東洋建設(株) あり 2013 2.25 ある程度確保可能 普通 当初設計 0.7 － 1.2 ● × × ● ● ● ● × ● × × 308

42 地方自治体 飛島建設(株) なし 2015 2.25 十分確保可能 良好 当初設計 0.5 － － ● ● ● ● ● × ● × ● × × 310

43 その他機構・事業団 (株)奥村組 なし 2011 2.7 ある程度確保可能 普通 当初設計 － － － ● × × ● ● ● ● × ● × － 312

44 その他機構・事業団 (株)鴻池組 あり 2017 2.4 ある程度確保可能 普通 当初設計 － － － ● ● × ● ● × ● × ● × × 314

45 国土交通省 (株)安藤・間 なし 2021 2 不足 不良 設計変更 0.1 0.3 1.2 ● ● ● × ● ● ● × ● × × 318

　↓小型（擁壁高2m以下）

【凡例】●：あり　×：なし　－：回答なし
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46 高速道路会社 清水建設(株) なし 2017 2 不足 普通 設計変更 0.5 0.5 － ● ● ● ● ● ● ● × ● × － 320

47 JRTT (株)安藤・間 あり 2021 2 ある程度確保可能 良好 当初設計 0.5 0.5 1.2 ● ● ● ● ● ● ● × ● × × 322

48 JRTT (株)安藤・間 あり 2021 1.9 ある程度確保可能 良好 当初設計 0.5 0.5 1.2 ● ● ● ● ● ● ● × ● × × 324

49 JRTT (株)安藤・間 あり 2021 1.75 ある程度確保可能 良好 当初設計 0.5 0.5 1.2 ● ● ● ● ● ● ● × ● × × 326

50 JRTT (株)安藤・間 あり 2021 1.7 ある程度確保可能 良好 当初設計 0.5 0.5 1.2 ● ● ● ● ● ● ● × ● × × 328

51 JRTT 東洋建設(株) あり 2011 1.5 ある程度確保可能 普通 当初設計 0.7 － － ● ● × ● ● ● ● × ● × × 330

52 鉄道会社 清水建設(株) あり 2012 1.5 ある程度確保可能 普通 設計変更 0.5 0.3 1.5 ● × × × × ● ● × ● × × 332

53 地方自治体 (株)奥村組 なし 2017 1.5 ある程度確保可能 普通 当初設計 － － － ● ● × ● × ● ● × ● × × 334

54 地方自治体 戸田建設(株) あり 2018 1 十分確保可能 普通 当初設計 0.5 0.5 － ● × × ● ● ● × × × × × 336

55 地方自治体 飛島建設(株) あり 2018 0.8 ある程度確保可能 普通 設計変更 0.7 0.5 1.5 ● × × ● × ● ● × ● × × 338

【凡例】●：あり　×：なし　－：回答なし
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(2)  凡例 

 

 

国土交通省／高速道路会社／JRTT／鉄道会社／地方自

治体／その他機構・事業団 

 

ボックスカルバート／L 型擁壁 

 

当初設計／設計変更／施工承諾 

 

あり／なし 

 

明かり／開削（切梁）／開削（アンカー） 

 

十分確保可能／ある程度確保可能／不足／不明 

 

良好／普通／不良／不明 

 

あり／なし 

◆プレキャスト導入の目的と効果 あり／なし 

 

※上記以外はすべて自由記述 

 

  

発注機関 

工種 

契約形態 

JIS 規格適用 

据付条件 

ヤード 

アクセス性 

ICT 活用 

224



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)  大型（擁壁高 4m 超） 

  

225



 
熊本５７号災害復旧 二重峠トンネル（阿蘇工区）工事 

株式会社安藤・間 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2019 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

5.8～6.0m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

十分確保可能 

 

良好 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

一般的に確立された技術で、当初設計での採用であり、特に課題はないと

考える 

 

特になし 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 

226



◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
鉄筋・型枠・コンクリ―ト打設作業が削減可能で、品質・

出来形管理業務の削減も大幅に図れる 

 

あり 
二次製品の設置作業のみであるため、工程のブレが少なく、

休日確保が容易である 

 

なし 
鉄筋・型枠・コンクリ―ト打設のみであり、特殊技能はも

ともと不要 

 

あり 雨の影響を低減 

 

あり 仮設足場を削減 

 

あり 工場生産のため、コンクリート品質の信頼性向上 

 

あり 型枠材、残コンの環境負荷を低減 

 

なし － 

 

あり 養生期間もなく、工程を大幅に低減（ざっと 3ヵ月程） 

 

なし 詳細に検証していないが、LCC削減効果は低いと考える 

 

あり 現場打ち擁壁と比較し、部材のスリム化が図れる 

 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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丹波綾部道路瑞穂ＩＣ函渠他工事 

株式会社熊谷組 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2014 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

4.9m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
1.50 

 
2.00 

 
1.70 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

ある程度確保可能 

 

不良 

 

隣接及び別途工事への引き渡し等での工程短縮 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

計画の段階で協働して工法の選定ができた。 

 

－ 

 

据付運搬の支障とならないよう底版を現場打ちとする複合構造とし、軽

量化を図る必要があった。 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

・鉄筋 5 名、型枠 5 名、コンクリート 5 名程の人員の確保が

必要であるが Pca 据付の 6 名程の確保で作業でき省人化が図

れた。 

 

なし － 

 

あり 

・二次製品据付の標準的作業のため、職長クラスの確保と補助

作業員の配置で施工が出来ており、今後の育成場所としての

活用ができた。 

 

あり 

・現場打ちと比較して施工ヤードをコンパクトに活用できた。 

・調整池の外周道路用として採用されているため、雨天時は設

置場所へのアクセスが厳しかった。 

 

あり 
・主作業が据付作業のため、作業の単純化により安全に施工で

きた。 

 

あり 
・作業員等の技量に関係なく品質が確保でき、経年劣化の抑制

になっている。 

 

あり 

・残コン、戻りコン等の低減ができた。 

・型枠等の残材及び梱包材等の不用品の低減が図れた。 

・生コン車洗い水処理及び発電機等の規模縮小が出来た。 

 

－ － 

 

あり 

・他工種等により遅延要素が懸念される中で当初予定通り範

囲で施工できた。 

・養生期間が不要のため、後工程へスムーズに引き渡せた。 

 

なし － 

 

あり 
・構造物を早期に完成したことで、近傍の後工程への引き渡し

がスムーズにできた。 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 

229



 
嬉石松原地区改良舗装工事 

株式会社熊谷組 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2015 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

139m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

良好 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 
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工程短縮 

コスト 
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新名神高速道路 菰野工事 

株式会社フジタ 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2016 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

10.4m 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

十分確保可能 

 

良好 

 

土砂の早期受け入れが必要であった。 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

当初は現場打ちでの設計であったが、計画より早く土砂の早期受け入れ

ることとなったため、工程短縮を目的に採用。 

 

－ 

 

設計指針や施工指針が確立していない。 

 

設計変更とする場合、経済性でＰＣａは場所打ちに比較し劣るため、協議

の成立が難しい。 

今後、人手不足が深刻化する中、ＰＣａの採用を経済性以外の項目を評価

する必要があると考える。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
現場打ち作業で必要な鉄筋工、型枠工、足場工の配員が不

要で省人化が図れた。 

 

なし 工程短縮に繋がったが休日の増加はできなかった。 

 

あり 
ＰＣａ工法の活用により、鉄筋工、型枠工等の人手不足に

対応できた。 

 

あり 

フーチングは現場打ちであった。 

竪壁を PＣa にすることで擁壁背面の埋戻し、盛土が同時

に施工ができた。 

 

あり 
仮設足場上での作業が不要となり、墜落転落災害の安全性

が向上した。 

 

あり 
現場打ちと比較して工場製品であるＰＣａ製品を使用する

ことで安定した品質の構築物ができた。 

 

あり 
現場打ちで発生する残コン、不要となる型枠材等、産業廃

棄物の発生抑制ができた。 

 

なし ＤＸの効果としては特にありません。 

 

あり 
竪壁高さ約 9ｍ、延長約 280ｍを現場打ちからＰＣａにし

たことで想定で約 3ケ月の工程短縮が図れた。 

 

なし 
現場打ちに比較してコストは割高である。 

ＬＣＣの効果については不明。 

 

なし － 

 

【展開図】

【断面図】

対象箇所
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常磐自動車道 広野工事 

株式会社大林組 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2019 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

7.5m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
－ 

 
1.24 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

不良 

 

供用中本線からの出入りで、施工ヤードも狭く細長いヤードであった。 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

工程短縮のため変更 

 

－ 

 

当初計画設計の現場打ち L 型擁壁を参考にできるため、再設計にかかる

時間を短縮できる。しかし、壁面の設計計算が別途必要となる。 

狭隘な施工ヤードであったため、プレキャストブロックの仮置きが困難

で、搬入数量の調整が必要であった。 

 

今回の案件は工程短縮を目的とした設計変更であったが、省力化・省人化

や特殊技能の削減等の観点から、熟練工の削減、コンクリ―ト構造物の品

質向上、高所作業削減等安全性の向上、工種毎入替りロスの低減等、初期

コスト増を補う程採用メリットは大きい。詳細設計期間や製作期間を要

するので、発注者・施工者共早期に協働して積極的に取り組みたい。 

 

なし － 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
壁面材をプレキャスト化することで、鉄筋工や型枠工が大幅に減少

したことで、省力化を図れた。また、配筋管理や写真管理の管理面で

も省力化を図る事が出来た。 

 

あり 
施工期間は短縮出来たが、もともと工程に余裕が無かったため、閉所

などの増加には繋がらなかったが労働時間の縮減には寄与した。 

 

あり 
プレキャストブロックを積み上げて中詰めコンクリ―トを打設する

工程で特殊な技能や熟練工を要さない。 

 

あり 

壁面材をプレキャスト化することで、冬季のコンクリ―ト打設が少

量となり、冬季養生が大幅に縮減出来た。補強土壁に比べて敷材等が

無いため擁壁裏込めが容易になった。プレキャストのため、雨等の天

候の影響が少なかった。 

 

あり 
プレキャストブロック擁壁の積上げを擁壁の裏込めを施工しながら

進められることから、擁壁前面および背面の仮設足場が不要となり

大幅に縮減出来た。 

 

あり 
プレキャストのため、表面の仕上がり・美観が良好であった。中詰め

コンクリ―トを打設することで、設置後のブロックが動く心配が無

くなり鉛直度も精度良く施工することが出来た。 

 

あり 
プレキャストのため、工場でメタル型枠を使用する。現場で使用する

木製の型枠が大幅に縮減でき、産業廃棄物の抑制に寄与した。 

 

なし － 

 

あり 

プレキャストブロックの積み上げと裏込め工を平行して進められる

ため、昼夜施工が可能となり工程短縮に大きく寄与した。現場打ち擁

壁では 4か月程度要するところ、2か月程度で完成し約２か月短縮し

た。 

 

なし － 

 

なし － 

 

図-1 正面図

図-2 断面図

     

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

    

         

 
 
 

 
 
 
 

     

          

完成写真

施工状況写真
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湯浅御坊道路 日高川工事 

清水建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2020 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

2.0～7.1m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

十分確保可能 

 

不良 

 

高速道路近接 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

当初ブロック積み擁壁による計画であったが、掘削断面が供用中ランプ

へ及び通行車両の安全性が確保できないことから、通行車両の安全を確

保するため擁壁構造の変更を行ったもの。 

 

－ 

 

盛土上への Pca 擁壁の設置となるため、地耐力確保が必要であった。 

 

現場打ちコンクリートに対してコストが高くなる。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 

 

JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 鉄筋型枠コンクリートなどの人員削減 

 

あり 
Pca の採用により、労働時間削減するとともに、工期を短

縮。 

 

あり 熟練工が不要 

 

あり 

Ａランプの通行止を行わなければ、当初計画構造での仕上

げは不可能であったが、プレキャスト擁壁を採用すること

により、供用中ランプとの近接工事をなくした。 

 

あり 
供用中ランプ近接部における作業の削減。 

鉄筋、型枠の足場作業の必要なし。 

 

あり 盛土法面の維持管理が不要となる。 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり － 

 

なし － 

 

なし － 
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新名神高速道路 東畦野トンネル工事 

株式会社奥村組 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2015 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

6.2m 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

不良 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

協議により、調整池規模が確定し河川区域内での工事となり、期間内での

工事を行う必要となったため 

 

調整池用の側壁をプレキャスト部材、底版を現場打ちのハーフプレキャ

スト構造で施工を行った。 

（次頁図の赤の範囲がプレキャスト部材） 

 

・工事用道路および施工ヤードが狭隘であったため、工事用道路や施工ヤ

ードの計画を変更した。 

 

・部材の規格化・標準化 

・プレキャスト活用に向けた設計変更要領などの整備 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 

 

JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

・型枠工・鉄筋工が現場で不要となった為省人化が図れた。 

・現場打ちに比べて現場での作業量が削減できたことか

ら、配置人員が削減できた。 

 

あり ・生産性の向上に伴う労働人員の削減 

 

なし 
元々の擁壁は、特殊な施工環境ではなかったため、特殊技

能はもともと不要だった。 

 

あり 

・ハーフプレキャストにより現場打ち区間を半減したこと

により、現場打ち用仮設材（足場、型枠支保工）や現場打

ち用資材（鉄筋、型枠）の資材置き場が削減 

 

あり 

・現場打ちの場合に比べ、高所作業量が削減することで安

全性が向上 

・全体での労務作業員数が削減できることによる安全向上

への付加的効果 

 

あり ・現場打ち→工場製作に伴う品質・出来形の向上 

 

あり 
・現場打ちが削減できたことにより、戻りコン・残コンの

減少に貢献 

 

なし 不明 

 

あり 
・施工期間の短縮が課題であったため、4 ヶ月程度の短縮

が図れた。 

 

なし 不明 

 

なし － 

 

プレキャスト擁壁搬入状況

調整池標準断面図

プレキャスト擁壁据付状況

プレキャスト擁壁

製品重

▽壁天端

▽池底高

底版コンクリー 基礎コンクリー
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(高負)YK13 工区(２)～YK23 工区(１)下部･半地下･トンネル・土工・街路築造工事 

清水建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2016 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

5.25m 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.40 

 
0.30 

 
1.40 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

十分確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

・追加変更工事であり、工程短縮を求められたため、プレキャスト工法の

提案 

 

－ 

 

・軟弱地盤での擁壁設置であったため、躯体構造物および盛土による圧密

沈下が想定されたため、底盤部の地盤改良を実施。（深層混合処理） 

・道路擁壁のためガードレールを設置する必要があり、擁壁頭部にコーピ

ングコンクリートを打設。（設計時に衝突荷重を考慮） 

 

・Pca 採用にあたり、コスト増加が発生することから、発注者との協議に

時間を要した。 

・発注者も設計段階から積極的な Pca採用を行って頂きたい。 

 

なし ICT 活用は特段無し 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 

 

JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
現場作業で足場が不要となり、また鉄筋および型わくの現

場施工量が削減されたため、省力化が図れた。 

 

あり 施工期間を短出することが出来た。 

 

あり 同左 

 

あり 

擁壁前面側の施工スペースが狭小ではあったが、プレキャ

スト擁壁を採用することによって、施工は問題なく実施す

ることが出来た。 

 

あり 仮設足場の削減 

 

あり 工場製作品であることから、品質の均一化が図れる 

 

あり 
絶滅危惧種の生息地域近傍での施工のため、周辺環境への

影響を低減することが出来た。 

 

なし － 

 

あり 

・本工事の追加工事であり、工程面で開通のネックとなる

箇所であったことから、プレキャストを採用した。当初予

定した工程どおりの進捗を確保することが出来、開通への

影響は無かった。 

 

なし － 

 

なし － 
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新名神高速道路 楊梅山高架橋（PC上部工）工事 

三井住友建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2019 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

5m 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.70 

 
－ 

 
1.30 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

擁壁前面から約 1.0mに、供用中の現道の車道端部となっていた。 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

工事ヤードとして使用していた借地部の返還時に施工。協議に時間を要

したため、工程促進を目的としてプレキャスト製品の採用を決定。 

 

－ 

 

構造基準（適用基準）の判断に時間を要し、製作開始までに非常に時間を

要した。 

 

作業員の高齢化が進む中、発注段階から積極的に Pca を進めてほしい（例

えば、指針等で原則 Pcaを謳うとか・） 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 

 

JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
型枠工・鉄筋工が現場で不要となったため省人化が図れた

と思うが、現場打ちとの比較は困難。 

 

なし 
当該工事の施工期間（時間）は短縮できたが、工期末が迫

っていたため、休日・閉所日の増加にはつながらなかった。 

 

なし 

同一現場内で、重量物を扱う鳶工が別の場所で作業してお

り、その人材を活用できた。現場打ち施工であった場合、

型枠工・鉄筋工の手配に時間を要したと思われる。 

 

あり 

Pca 製品のため、底板幅が現場打ち擁壁に比べて狭かった

ので掘削幅が狭くなり、結果的に上部の施工ヤードが広く

確保できた。 

 

あり 仮設足場が不要となったので、施工中の安全性が向上した。 

 

なし 初期ひびわれを抑制できたと考えている。 

 

あり 若干、貢献できているかと思う。 

 

なし － 

 

あり 想定で 45日程度の工程短縮が図れた。 

 

なし LCC の比較は、実施していない。 

 

なし － 

 

【着工前】

【完了】

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 
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工程短縮 

コスト 

その他 

243



 
新東名高速道路 高取山トンネル東工事 

株式会社大林組 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2021 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

5m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.10 

 
0.10 

 
2.30 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

当初設計で法形状であった場所で、上部の有効面積を拡大するために直

擁壁に変更 

 

－ 

 

一般的な形状には対応できるが、少しでも形状が特殊となった場合には

採用できない。設計段階からプレキャスト化可能な計画をする必要があ

る。また、製作開始後の変更が効かないのもデメリットとなる。大型製品

の場合、現場へ搬入可能かどうか、大型クレーンが配置可能か問題となる

ため、部材を分割化して組立しやすい接続方法や部材の開発が課題であ

る。 

 

プレキャスト需要のマーケット拡大により、メーカーが競争により製品

のコストダウンすることでさらに需要が増加してプレキャスト化を標準

としていかなければならない（人材不足、働き方改革につながる） 

 

なし － 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 

 

JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

配置人数および配置期間短縮による省人化 

品質管理、写真管理項目の省力化 

提出書類の削減 

 

あり 
短時間で組立可能なため、1 日あたりの労働時間削減効果

あり 

 

あり 
技能者不足による工程遅延リスク排除 

安全・品質管理の省力化 

 

あり 
大型クレーン等の施工機械が配置可能であれば、現場工程

は大幅に工程短縮が可能。 

 

あり 

仮設規模の減少 

延べ労働時間が大幅に削減されるため、安全性も向上する 

専門会社で施工するため、災害リスクも低減される 

 

あり 工場製品による品質向上 

 

あり 
木材やコンクリートガラの発生量削減 

工程短縮によりＣＯ2発生量削減 

 

なし － 

 

あり 
設計から製作までの期間を要するが、現場の施工期間は大

幅に短縮可能。 

 

なし 

単純比較ではコスト面が大幅増となる。しかしながら、そ

の他のメリットも大きいことから、施工条件が合えばプレ

キャスト化する価値はある。 

 

あり 
工場製品として入荷するため、材料搬入車両台数も削減さ

れ、近隣などへの工事車両の影響も緩和される 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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（高負）YK41 工区土工・岸谷生麦線トンネル・子安台公園復旧他工事 

鹿島建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2017 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

4.75m 

 

－ 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

近接施工の構造物あり 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

施工ヤードを他工事（施設工事）へ引渡す時期が早まり、工程短縮を目的

として採用、指示された。 

 

－ 

 

重量物のクレーン揚重（220t ラフタープレーン）では、クレーンアウト

リガーの設置圧により、地盤の支持力対策工（地盤改良等）が必要となる。 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 

 

JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 

現場打ちコンクリート躯体と比較して、足場等の仮設作業、

足場作業を無くすことができ、また、狭小部での作業が削

減でき、安全性が向上できた。 

 

あり 
コンクリート打設に替えて、プレキャストコンクリート製

品とすることで、品質向上ができた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 

狭隘条件の施工で、現場打ちコンクリート施工との比較で、

工程が半減でき、他工事への引渡しを早期に行えたため、

事業全体の工期短縮に有効であった。 

 

なし － 

 

あり 

既設擁壁が近接しており、プレキャスト擁壁妻壁の施工ス

ペースが確保できなかった。この妻壁部は同じ施工ヤード

で場所打ちした後、部材の据付けを行った。 

 

プレキャスト部材形状寸法

プレキャスト部材搬入 プレキャスト部材据付 据付完了

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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新名神高速道路 東畦野トンネル工事 

株式会社奥村組 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2015 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

4.5m 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

不良 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

付け替え道路の仕様決定に伴い通行工事車両の台数を踏まえ早期に整備

する必要が生じたため。 

 

－ 

 

・工事用道路および施工ヤードが狭隘であったため、工事用道路や施工ヤ

ードの計画を変更した。 

 

・部材の規格化・標準化 

・プレキャスト活用に向けた設計変更要領などの整備 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 

 

JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

・型枠工・鉄筋工が現場で不要となったため省人化が図れ

た。 

・現場打ちに比べて現場での作業量が削減できたことか

ら、配置人員が削減できた。 

 

あり ・生産性の向上に伴う労働人員の削減 

 

なし 
元々の擁壁は、特殊な施工環境ではなかったため、特殊技

能はもともと不要だった。 

 

あり 

・現場打ちを削減したことにより、現場打ち用仮設材（足

場、型枠支保工）や現場打ち用資材（鉄筋、型枠）の資材

置き場が削減 

 

あり 

・プレキャストの場合は 1 回の据付で高さ 4.5m の擁壁が

出来上がるため現場打ちのように高所作業が発生しないた

め安全性が向上 

 

あり ・現場打ち→工場製作に伴う品質・出来形の向上 

 

あり 
・現場打ちが削減できたことにより、戻りコン・残コンの

減少に貢献 

 

なし 不明 

 

あり 
・施工期間の短縮が課題であったため、1 ヶ月程度の短縮

が図れた。 

 

なし 不明 

 

なし － 

 

L型擁壁据付状況

Ｌ型擁壁標準断面図
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働き方改革 
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新名神高速道路高槻インターチェンジ工事 

鹿島建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2017 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

4.05m 

 

－ 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.40 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

なし 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

工事着手後の現場条件が当初から変更になり、工事工程の対応で採用、指

示された。 

 

－ 

 

・設計変更での協議や調達の対応 

・重量物施工に対しての、プレキャスト架設の施工計画 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 

 

JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 

250



◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

広範囲のインターチェンジ工事で、現場打ち躯体施工が多

くある中、プレキャストの採用で、作業員の調整が可能と

なり、省人化ができた。 

 

あり 工程短縮により、作業労働時間の削減ができた。 

 

なし － 

 

あり 
施工ヤード確保可能。揚重機施工の制約はなし。 

ラフタークレーンでの据付施工。 

 

あり 
現場打ちコンクリート躯体と比較して、足場等の仮設作業、

足場作業を無くすことができ、安全性が向上できた。 

 

あり 
コンクリート打設に替えて、プレキャストコンクリート製

品とすることで、品質向上ができた。 

 

あり 

現場打ちコンクリート躯体に替えて、プレキャストコンク

リート製品とすることで、延長の長い構造物施工では、型

枠廃材の削減に有効であった。 

 

なし － 

 

あり 
現場打ちコンクリート施工との比較で、工程が 6 割削減で

きた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

断面図 側面図

プレキャスト据付プレキャスト製品 据付完了
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北陸新幹線、敦賀車両基地路盤他 

株式会社フジタ 

◆工事基本情報 

 

JRTT 

 

2020・2021 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

4.5m 

 

－ 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.80 

 
0.50 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

明かり 

 

十分確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

工程短縮のため、施工位置変更・構造変更を実施 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 

 

JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
配置人数が大幅に減り、削減した分の型枠大工・鉄筋工を

他工区に振り分けることにより人員不足の解消した。 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 
仮設足場が不要であるため、構造物掘削量を減らすことが

できた。また、擁壁の冬季養生が不要となった。 

 

あり 仮設足場が不要 

 

あり ひび割れによる漏水リスクが低減できた 

 

あり 現場での打設回数が削減され、残コン量が減少した 

 

なし － 

 

あり 
コンクリート養生期間が不要となるため施工期間は 3 カ月

程度短縮した。 

 

あり － 

 

－ － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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赤前地先海岸災害復旧（23災 456）その２工事 

東洋建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2016 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

9.3m 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.20 

 
－ 

 
4.90 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

不足 

 

不良 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

当初、現場打ちで設計していたが工程的に厳しいためプレキャストに変

更となった。 

 

－ 

 

PCa の接合部分の強度と水密性能、また長期間における耐久性。 

 

今回のPCaは特注品であったので場所打ちコンに比べは 5倍の価格にな

った。既成の標準化した Pca ブロックがあれば価格を抑えられ現場で採

用してもらえると思う。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 

 

JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
震災復旧作業で人手がいなく型枠工・鉄筋工が現場で不要

となったため省人化が図れた。また、工程・品質・出来形

管理がかなり削減できた。 

 

あり 施工日数をかなり短縮でき計画的に休日を確保できた。 

 

なし 
特殊な施工環境ではなかったため、特殊技能はもともと不

要だった。 

 

あり 

施工ヤードは隣接工事や既設構造物もあり狭く、資材置き

場も必要最小限しか取れなかった。Pca は、設置可能個数

分を搬入し設置するので施工ヤードが狭くてもスムーズに

施工できた。また冬期での施工が可能となった。 

 

あり 
仮設足場が不要になり高所作業車だけの施工となり高所か

らの墜落事故のリスクが低減された。クレ-ン作業での型枠

組立・脱型、鉄筋組立がなくなり安全性が向上した。 

 

あり 
２～３月の冬期作業なので、温度管理・養生など軽減でき

た。工場製作で現場より養生が施工しやすく品質向上する

ことができた。 

 

あり プレキャストなので残コン・型枠残材等発生しなかった。 

 

なし 特になし 

 

あり 
想定で 69 日程度の工程短縮が図れた。現場周辺は生コン

会社・ポンプ車が逼迫し予約が取れず工程管理が厳しかっ

たが PCaに変更し工程管理がスムーズに行えた。 

 

なし 初期費用が大きいので LCC効果はない。 

 

あり 
工場で製作するので、品質が確保しやすくコンクリートの

見栄えが良くなる。 
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カヌースラローム会場整備工事 

株式会社鴻池組 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2018 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

5.8m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

十分確保可能 

 

良好 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

公道運搬を考慮すると、１ブロックの製作サイズに制限が生じ、構造物の

形状によっては採用できない。 

 

製作費用が現場打ちに比べ割高となるため、経済比較では現場打ちに劣

る。費用を超える効果（工期短縮等）が必要で通常の場合採用されづらい。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 

 

JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
現場打ちコンクリートに比べ、配置人数と写真管理は削減

できる。 

 

なし 当初設計から採用されているため、大きな効果は無かった。 

 

あり 
現場打ちコンクリートに比べ、作業員の熟練度が低くても

施工可能 

 

あり 
施工サイクルが搬入・据え付けで完了するため、型枠・鉄

筋・足場等の資材置場が不要。省スペース化が可能。 

 

あり 仮設足場が不要。高所作業車を使用した。 

 

あり 工場製作のため、コンクリートの品質は向上。 

 

あり 戻りコン、残コンは減少。 

 

なし － 

 

あり 
現場打ちコンクリートに比べ、想定で 1.5 ヵ月程度は工期

短縮 

 

なし － 

 

なし － 

 平面図

断面図 施工状況
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環 2地下トンネル（仮称）及び築地換気所（仮称）ほか築造工事（２７

一―環 2築地工区） 

大成建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2020・2021 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

1.8～5.7m 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

良好 

 

特になし 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

特になし。 

 

プレキャスト擁壁を揚重する機械（100t 級ラフタークレーン）の配置を

検討する必要がある。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 

 

JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 現場打ちと比較して、現場での作業員数が削減できた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 
現場打ちと比較して、足場組立などの高所作業を削減でき

るため安全性が向上した。 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 現場打ちと比較して、現場における工程短縮が図れた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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都市基盤河川改修事業新川改修（その２）工事 

株式会社奥村組 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2017 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

4.8m 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

不足 

 

不良 

 

下水道工事施工ヤード隣接 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

・耐震設計等により要求される条件が高くなれば、選択幅が少なくなる 

 

・要求される形状・寸法と適合する製品に限りがある 

・設計段階で二次製品を取り入れる施策が必要 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 

 

JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

・現場打ちからの変更であれば、型枠・鉄筋施工管理がな

くなる 

・BCCS 工法では、必要最低限の人員配置にて施工が可能

（当現場では当初設計のため、影響なし） 

 

あり 
・現場打ちからの変更であれば、施工期間を短縮できる（当

現場では当初設計のため、影響なし） 

 

なし ・BCCS工法は、特殊技能を要さない 

 

あり 

・BCCS 工法の採用により、荷卸し地点が１か所あれば据

付が可能 

・クレ－ンの配置替えが不要 

 

あり 

・仮設材（施工足場)不要 

・BCCS 工法により、重量物の搬送が安全性を確保しなが

ら可能 

 

あり 
・二次製品による出来型精度の確保 

 

 

なし 
・施工側では影響はあるが、制作する工場側では不明であ

る 

 

なし ・不明 

 

あり 

・現場打ちからの変更であれば、工程に大きく影響がある 

・工場制作期間中に施工側では、他作業を進めることが可

能（当現場では当初設計のため、影響なし） 

 

なし ・施工規模及び製品による 

 

なし － 

 

投入状況 台車セット状況

搬送状況 据付完了

正面図
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米田地区海岸防潮堤工事 

西松建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2020 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

4.5m 

 

－ 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.52 

 
－ 

 
2.40 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

十分確保可能 

 

良好 

 

国道 45 号線を片側交互通行規制をして施工 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

国道 45 号線道路嵩上げ改修に伴う工期短縮のため、現場打を変更しプレ

キャスト擁壁を採用した。 

 

－ 

 

土工や型枠工を中心として建設労働者が減少している状況のため、今後

は更に熟練工等の不足が進んでいく状況であり、Pca の活用に積極的な

計画が必要と考える。 

 

計画段階での Pca活用を推進することが必要と考える。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 

 

JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
型枠工・鉄筋工の配置が省略が出来たため、省人化できた

と考える。 

 

あり 施工期間の短縮を図ることが出来た。 

 

あり 
型枠工が不足している状況がある中で、熟練工（労働者）

現象への対応できたと考える。 

 

あり 寒冷地における冬季期間中の施工を実現。 

 

あり 現場打ち擁壁施工時の仮設足場を削減。 

 

あり 海岸沿いの設置のため、塩害対策対応の鉄筋かぶりを確保。 

 

なし 不明 

 

なし 不明 

 

あり 想定で 30日程度の工程短縮が図れた。 

 

なし LCC の効果は不明。 

 

なし － 

 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 
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工程短縮 
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その他 
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湊西地区土地区画整理事業土地造成道路築造工事 

株式会社鴻池組 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2018～2020 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

4.25m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

なし 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

なし 

 

なし 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 

 

JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 型枠工・鉄筋工・弋工が不要となった。 

 

あり 現場での作業時間削減 

 

なし － 

 

あり 施工ヤードの削減、天候の影響削減 

 

あり 高所作業、玉掛け作業等の危険作業の削減 

 

あり コンクリート、鉄筋の品質向上 

 

なし 不明 

 

なし － 

 

あり 1 か月程度 

 

なし 不明 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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(4)  中型（擁壁高 2m 超 4m 以下） 

  

267



 
国道４５号 堀内地区道路工事 

大成建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2021 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

4m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

不足 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

当初設計に無かった擁壁が必要となったが、工期に余裕が無いためプレ

キャストが採用された。 

 

－ 

 

L 型擁壁の重心を考慮して玉掛の検討を行う必要がある。専用の吊具もし

くは標準的な吊具を使用しての玉掛方法がマニュアル化されていると便

利である。 

 

今回の擁壁は発注者の指定で PCa採用となった。一方、桝、小段コンク

リート、シールコンクリート等に PCaを採用する場合、他工事で施工承

諾ですでに実施していると設計変更として認められにくい。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 型枠工・鉄筋工が現場で不要となり、省人化が図れた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 施工ヤードを削減できた。 

 

あり 仮設足場を削減できた。 

 

あり 初期ひびわれを抑制できた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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平成 28年度 四日市港霞ヶ浦北ふ頭地区道路（霞 4号幹線）接続部道路嵩上工事 

東洋建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2017 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

4m 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.30 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

施工位置が狭隘であるため、積算上のクレ－ンではアウトリガ－が十便

に張れず、２ランクアップのクレ－ンを使用せざるを得なかった。現地に

応じたクレ－ンを設計計上（変更）して欲しい。 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
配置人員の削減、写真管理の削減、品質管理の削減、出来

形管理の削減、提出書類の削減、 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 施工ヤ－ドの削減、資材置き場の削減 

 

あり 仮設の削減、擁壁作成時の災害の削減 

 

あり 品質向上、補修の削減 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

－ － 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 
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工程短縮 
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その他 
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令和 3年度下関港海岸（山陽地区）護岸（改良）外 2件工事（20・21 工区） 

東亜建設工業株式会社 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2021 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

3.8m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

不足 

 

不良 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

今回使用した L 型ブロックは高さ 3.8m と大型のため、所定の位置に正確

に据え付けるには熟練技術を必要とする。 

 

仮置き場所と据付方法。コスト等を総合的に判断して採用の有無を決定

すべきと思う。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

なし 
海上からの据付となり、据付には 8 名以上の人数が必要と

なる。 

 

あり 施工日数が少なくなる点で、効果あり。 

 

あり 

据付のみの作業のみではあるが、据付方法にもノウハウが

あるため、熟練技術が必要となるため、技術の継承に繋が

る。 

 

あり L 型ブロックの設置は場所打ちより、優れている。 

 

なし 
大型の L 型ブロックであったため、12t と重量物の吊作業

は危険が伴う。 

 

あり 工場製品であるため、品質の向上が図れる。 

 

あり 型枠の削減となり、環境面ではよいと言える。 

 

なし 
据付作業は、熟練技術を必要とするため、無人化施工は容

易ではない。 

 

あり 設置のみとなり、工期短縮を図れる。 

 

なし 
L 型ブロックの運搬作業が発生するため、単純にコスト削

減とはならない。 

 

なし － 
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国道４５号 山田北道路改良工事 

西松建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2016 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

3.1m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.60 

 
0.60 

 
1.60 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

震災復興による技能者不足を補うため、当初から積極的に 

プレキャスト化を発注者が推進していた。 

 

なし 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 現場打ちに比べ大幅に配置人数削減された。 

 

あり 養生管理不要など労働時間の削減となった。 

 

あり 
震災復興で大工・鉄筋工が不足している中、土工だけで施

工できた。 

 

あり 冬期施工も手間をかけずに施工できた。 

 

あり 足場作業が無くなり、安全性が向上した。 

 

あり コンクリート打設に伴う品質管理が削減された。 

 

あり 生コン打設に伴う産廃が無くなった。 

 

なし 特になし 

 

あり 
大幅に工程短縮できた。 

据付にかかった日数は 4日程度。 

 

なし 特になし。 

 

なし － 
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国道 45号宿戸八木地区道路改良工事 

戸田建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2020 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

3m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

一般家屋との近接作業 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

今回は、L 型擁壁は設計時より PCa となっていたが、ボックスカルバー

トについては、工期短縮等を理由に協議を進めたが認められなかった。 

排水構造物についても、桝、小段シールコンは現場打ち単価となってお

り、2次製品使用は持ち出しでの施工となっている。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 

276



◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 足場工、型枠工、鉄筋工等が不要となり省人化が図れた 

 

あり 工期が短縮となった 

 

なし 
L 型擁壁H=3mの施工となっており、特殊技能の必要性が

なかった 

 

あり 寒冷地施工であったが、冬期等の時期の影響がなくなった。 

 

あり 仮設足場を削減 

 

あり クラック等の発生を抑制 

 

あり 現場から発生する廃棄物の抑制となった 

 

なし － 

 

あり 
当初より PCa 施工であったが、現場打ちよりは工期短縮と

なっている 

 

なし － 

 

なし － 
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平成 23年度紀勢線出垣内地区道路建設工事 

東急建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2011 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

3m 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.20 

 
0.20 

 
1.00 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

不足 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

特になし 

 

急遽、設計変更となった場合、製作期間が 2～3月かかる業者もあるため

急な対応は困難となる場合が多い。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

現場打ちの場合は鉄筋、型枠の位置出し及びコンクリート

の品質管理の労力が必要となるが 2 次製品のため据付時の

測量のみとなり省力化につながった。 

 

なし － 

 

あり 
2 次製品の据付のみとなるため鉄筋工、型枠工等の熟練工

は不要となり施工は簡素化した。 

 

あり 

狭い箇所での施工であり、現場打ちであると他の工事が施

工できないが、Pca のため擁壁施工直前まで他工種の施工

が行えたため施工性は向上した。 

 

あり 

現場打ちの場合、型枠組立時等に足場を設置する必要があ

るがＰｃa のため不要となり安全性は向上したと考えられ

る。 

 

あり 

現場打ちの場合、コンクリートの打設、養生とが必要とな

るが 2 次製品であり品質管理が行われたものが納入される

ため品質は現場打ち同等以上と考えられる。 

 

あり 型枠、鉄筋等の廃材及び、生コンの残コンが削減された。 

 

なし － 

 

あり 施工期間が短縮された。 

 

あり 現場での労務費、管理費が削減された。 

 

なし － 
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国道 45号長内地区道路工事 

東急建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2020 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

2.00～2.45m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

十分確保可能 

 

良好 

 

補強土壁盛土上での施工 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

剛性防護柵増工にあたり、事業工程短縮のためプレキャスト化を提案、受

理され発注者からの指示となったもの。 

 

－ 

 

部材厚が厚く重量があるため、据付時の位置微調整に際し角欠けが発生

しやすい。 

 

当工事では供用開始に向けた工程短縮に対し発注者が前向きに検討して

いただいたためプレキャスト化が採用されたが、部材厚が厚く重量があ

るため運搬費も含め非常に高額なものとなった。契約に反映される場合

は施工者のメリットは大きいが、通常の場合は価格差がネックとなり設

計への反映は難しいと思われる。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

現場打と比較し発注者立会、請負者確認項目(鉄筋、型枠、

CON 等) が大幅に削減された。(特に配筋写真、測量業務) 

型枠工、鉄筋工、一般土工(CON 打設)が不要。 

 

あり 
足場、鉄筋、型枠、CONの各ステップの引き渡し工程がな

いため残業の削減につながった。 

 

なし － 

 

あり 

補強土壁(H=7m)上に設置される剛性防護柵であり施工延

長が 748m と長く現場打ちの場合、鉄筋,型枠,コンクリート

作業が輻輳するところ、プレキャスト化により補強土壁盛

土上からの作業のみとなり作業の大幅な省力化が図れた。 

 

あり 

国道に面した高所作業のためプレキャスト化により国道側

での高所作業が大幅に削減され転落、飛来落下災害のリス

ク低減が図れた。 

 

あり 
工場製品のためコンクリートの品質にバラつきがなく、構

造物の耐久性向上が期待できる。 

 

あり 型枠材、残コン処理の削減により廃棄物削減に寄与した。 

 

なし － 

 

あり 

製作期間は 6 か月(約 370 基)を要したが現場作業は 2.5 か

月であった。延長があるため現場打の場合複数班による同

時施工により工程短縮は可能ではあるが、当該エリアは労

務がひっ迫しており事実上困難な状況であった。 

 

なし 材料費が高額となるため、コスト増になる。 

 

なし － 
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北海道横断自動車道 新光工事 

三井住友建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2018 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

3.8m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.36 

 
- 

 
1.60 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

十分確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

工程短縮のため変更 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
・コンクリート・鉄筋等提出書類削減 

 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり ・施工ヤードの削減 

 

あり 
・仮設足場無し 

・ヒューマンエラー減少 

 

あり 
・コンクリートの品質向上 

・初期養生の安定化 

 

あり 
・型枠材等の廃棄物抑制 

・モルタル・コンクリート等河川への流出防止 

 

なし － 

 

あり 
開通へ向けての工期を確保するため発注者と協議し変更し

た。 

 

なし － 

 

－ － 

 

【着工前】 【施工状況】

【完了】
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新名神高速道路 猪名川東工事 

西松建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2015 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

3.5m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

十分確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

・構造物が大きくなると 1 基当たりの重量が大きくなるため、据付用の

重機械も大型が必要となる。 

 

・構造物が大型化した際の納入ルート、車両の選定が必要 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
鉄筋組立、コンクリート品質確認など現場立会に要する人

員や書類作成の時間を削減できる 

 

あり 
現場打ちに比べて工程が短縮できることから休日取得が可

能となる 

 

あり 鉄筋工、型枠工など技能者の省力化が可能 

 

あり 
L 型擁壁本体を施工時に合わせて搬入するため、現場打ち

に比べて型枠材などの資材ヤードが少なくて済む 

 

あり 
現場の労務作業が減るため現場打ちに比べて安全性が向上

する 

 

あり 現場打ちと比較し品質のバラつきが抑えられる 

 

あり 残コンクリートが発生しない 

 

なし － 

 

あり 

プレキャスト：据付のみなら数日で施工可能 

現場打ち：鉄筋・型枠・コンクリート・養生で２週間以上

見込み 

 

なし 検討なし 

 

あり 作業に従事する人員の削減 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 

285



 
東名阪自動車道 四日市中工事 

五洋建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2016 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

2.0～3.4m 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
不明 

 
不明 

 
1.50 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

良好 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

当初は現場打ちであったが、 集水域等の変更により調整池を見直し。事

業地内で構造対応するため薄壁プレキャスト擁壁を選定。 

 

－ 

 

－ 

 

新単価決定を『施工パッケージ型積算基準(国交省)』をもとに行ったが、

構造・施工条件が特殊であったことから実勢価格と乖離 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 
特殊な施工環境ではなかったため、特殊技能はもともと不

要だった。 

 

あり 

現場打ちの場合は近接施工(住居)を考慮した仮設土留めを

行う必要があった。(工費・工期ともに増）※プレキャスト

の場合は土留め不要 

 

あり 仮設足場を削減 

 

なし － 

 

あり 残コンの減少 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 
排水計算の流域見直し等により不足した貯水量を確保する

ために、壁厚の薄いプレキャスト擁壁を選定した。 

 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 

287



 
東京外環自動車道国分工事 

鹿島建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2017 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

3.2m 

 

－ 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.75 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

なし 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

工事着手後の現場条件が当初から変更になり、工程短縮のため変更 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 
施工ヤード確保可能。揚重機施工の制約はなし。 

ラフタークレーンでの据付施工。 

 

あり 
L 型擁壁は、製品重量が低減でき、据付施工での、挟まれ、

落下等の災害リスクが低減できた。 

 

あり 
コンクリート打設に替えて、プレキャストコンクリート製

品とすることで、品質向上ができた。 

 

あり 

現場打ちコンクリート躯体に替えて、プレキャストコンク

リート製品とすることで、コンクリート量を低減すること

ができた。 

 

なし － 

 

あり 
汎用品の L 型擁壁の形状寸法とすることで、プレキャスト

製品の型枠の製作期間を省略した。 

 

なし － 

 

なし － 

 

 

断面図 側面図

プレキャスト部材据付 プレキャスト部材設置完了
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西富岡調整池整備工事 

株式会社鴻池組 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2021 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

2.5m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
0.50 

 
2.00 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

現況地形等より必要性が発生したため、プレキャストを採用。 

 

－ 

 

特になし 

 

特になし 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 

型枠工と配筋工・コンクリート工の人員を削減できたこと。

最小限の人数で施工できたため、違う作業に人員をまわす

ことができた。 

 

なし 特に変化なし。 

 

なし 特に変化なし。 

 

あり 作業エリア・資材置き場の削減が行えた。 

 

なし 特に変化なし。 

 

あり 
擁壁ごとの品質のばらつきが現場打ち施工に比べ起きにく

いこと。 

 

なし 特に変化なし。 

 

なし 特に変化なし。 

 

あり 擁壁工に割く時間の短縮が行えること。 

 

なし 特に変化なし。 

 

なし 特になし 

 

搬入状況

据え付け状況

施工完了

2300

2500

100 100

2
5
0
0

1
0
0

2
0
0

設計図
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九州新幹線（西九州）、松原高架橋他 

五洋建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

JRTT 

 

2018 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

3.5m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

良好 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

設置地盤強度の確認（不等沈下など） 

 

重量物の取扱いにともなう、使用機械の大型化 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 配置人数の削減 

 

あり 労働時間削減 

 

あり 特殊技能の削減 

 

あり 資材置き場の削減 

 

あり 仮設規模の減少 

 

あり 経年劣化の抑制 

 

あり CO2 発生抑制 

 

なし － 

 

あり 施工期間の短縮 

 

なし － 

 

なし － 
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北陸新幹線、浅水川橋りょう他 

株式会社安藤・間 

◆工事基本情報 

 

JRTT 

 

2021 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

2.2m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
0.50 

 
1.20 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

良好 

 

工事用道路から搬入、施工が可能 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

今回の事例では特になし 

 

Pca 採用については、近年発注者側の意識も改善されてきていると感じ

るが、当初設計から変更するには協議や資料作成に要する負担が大きい。

当初設計から適切な Pca採用が必要。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 品質管理書類、写真が削減される 

 

あり 職員の作業量の削減に繋がっている 

 

あり 経験の浅い作業員でも施工可能 

 

あり 雨季・冬季での施工が可能であった 

 

あり 仮設足場が削減 

 

あり 現場打設、養生の程度に左右されない 

 

あり 
戻りコン、残コンがないため、産業廃棄物の抑制に繋がっ

ている 

 

なし － 

 

あり 
当初設計のため、現場打ちとの比較は行っていないが、現

場打ちと比較すると工期短縮に繋がっている 

 

なし 不明 

 

なし － 

 

3000

FH=20.282

▽田面高 GH=19.424 ▽田面高 GH=19.368

1.0%

22
00
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1600

100 100
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2.00%
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新あま市民病院造成等開発工事（その１） 

戸田建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2014 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

3m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

良好 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

施工延長が長く、ヤードが狭いため、細かな施工計画に基づいたプレキャ

ストの製作、搬入計画を行う必要がある。 

 

なし 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 現場打ちに比べ、施工の配置人数を削減することができる 

 

あり 労働時間短縮により、休日・閉所日取得につながる 

 

なし 元々、特殊技能は必要ではない 

 

あり 
施工延長が長いため、現場打ちよりも効率良く設置作業を

進めることができる 

 

あり 仮設足場組立撤去の除去による事故リスク低減 

 

あり 
設置後、養生期間を待たずに埋戻すことができるため、転

圧によるひび割れ損傷リスクを低減できる 

 

あり 廃棄物や残コンは発生しないため、環境負荷を低減できる 

 

なし 特になし 

 

なし 当初設計のため、無し 

 

なし 当初設計のため、無し 

 

－ － 
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街路築造工事及び電線共同溝設置工事（23北南ー西東京 3･2･6 その 2） 

飛島建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2012 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

3m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 
民地境での施工だったが、民地側を支障することなく施工

ができた。 

 

あり 第三者との接触時間を極力減らして施工を実施。 

 

なし － 

 

あり 残コンの減少。 

 

なし － 

 

あり 
材料の事前手配によりスムーズに施工。 

現場打ちと比較しての短縮期間は不明。 

 

なし － 

 

なし － 

 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 
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環状第５の１号線地下道路荒川線併行部（雑司が谷工区）仮復旧工事 

大成建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2019 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

3m 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

十分確保可能 

 

良好 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 

現場打ちコンクリートに比べ、設置に要する作業時間を大

幅に短縮できるので、工期短縮が可能であり、施工性の向

上に寄与した。 

 

あり 

現場打ちコンクリートの場合、鉄筋や型枠の加工組立や打

設用足場の設置等が必要となるが、これら作業を削減する

ことができ、経済性や施工性、安全性が向上した。 

 

あり 
プレキャスト工法では、不良品の場合には事前に確認して

取り替えが可能など、品質向上に寄与できる。 

 

あり 
プレキャスト工法のため、残コンは発生しなかった。その

ため、産業廃棄物削減の観点から環境性に優れている。 

 

なし － 

 

あり 

場所打ちコンクリートに比べ、鉄筋や型枠の組立時間やコ

ンクリート打設後の養生期間や型枠の取外し作業を短縮で

きた。 

 

なし － 

 

なし － 
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大槌町小中一貫教育校及び沢山地区幹線道路・防災集団移転団地整備工事 

西松建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2015 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

1.0~2.75m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

仮設備（運搬路･機械配置）や土工事（床掘･埋戻し）を考慮した、工事用

地の確保が必要。 

※Pca 採用に限ったことではないが、工事用地が用地境界ぎりぎりであ

ることが多く、追加で借地等をしないと、土工事や L 型擁壁の据付が困

難な場合が多い。 

 

当初設計より Pcaを積極的に採用した発注としていただきたい。 

（施工途中の設計変更は、協議等に大変手間と時間を要し、最終的には施

工承諾になってしまう事例があるため。） 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
東日本大震災後は、型枠工等の労務手配が困難であったが、

Pca 導入により省力化が図れ、所要工期内で完了できた。 

 

なし 不明 

 

なし 
特殊な施工環境ではなかったため、特殊技能はもともと不

要だった。 

 

あり 寒冷地であったが、冬期施工が可能であった。 

 

あり 冬期施工時にコンクリート給熱養生設備を削減。 

 

あり 
工場製品のため、現場施工よりは気象条件に左右されるこ

とがないため、品質が安定する。 

 

なし 不明 

 

なし － 

 

あり 
当初設計であったため、単純に施工期間の比較はできない

が、コンクリートの養生期間等は短縮できると考えます。 

 

なし 不明 

 

なし － 
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六甲アイランド島内災害防止緊急対策工事 

株式会社奥村組 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2018 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

2.4～2.6m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

十分確保可能 

 

良好 

 

災害対策として緊急的に施工を進める必要があった。 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

本工事は災害対策緊急工事であり早期に擁壁を構築することが求められ

Pca の採用により施工期間短縮を実現することができたため、特に課題

等はなし。 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
型枠工・鉄筋工が現場で不要となったため省人化が図れた

と思うが、現場打ちとの比較は困難。 

 

あり 施工工期の短縮により人員を削減することができた。 

 

なし 不明 

 

なし 施工ヤードを広くとれる現場であったため。 

 

あり 仮設足場を削減 

 

なし 不明 

 

あり Pca 採用により戻りコン・残コンを削減することができた。 

 

なし 不明 

 

あり 
延長≒425ｍのＬ型擁壁の構築を約 2 週間て施工すること

ができた。 

 

なし 不明 

 

なし － 

 

 据付状況 据付状況 据付状況（リフトローラー使用）

プレキャスト採用箇所

胸壁L=600mの内、425.5mがプレキャストL型擁壁

朝礼広場・資材置場

道路嵩上施工箇所①切削オーバーレイ

残土仮置盛土工施工箇所 L=360m

道路嵩上施工箇所③

胸壁(防潮壁)施工 L=600m

工事事務所イーストコート2番

道路嵩上施工箇所②L=160m
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安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 
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南本牧ふ頭第５ブロック廃棄物最終処分場（仮称）建設工事（その７１

-２・上部工） 

東亜建設工業株式会社 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2016 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

2.38m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

十分確保可能 

 

良好 

 

他工事の通航路となっているため、調整が必要。 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

海上運搬が発生する工事の場合、運搬経路および仮置きヤードの計画が

必要である。 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 

306



◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 鉄筋、型枠組立の工程削減に伴う、配置人数の削減 

 

あり 作業員単位ではあるが、休日が増加した 

 

あり 鉄筋、型枠組立等の熟練工が不要であった 

 

あり 鉄筋、型枠等の資材ヤードを削減 

 

あり 仮設足場の設置を削減 

 

あり 工場生産による製品品質の向上 

 

あり 残コンの発生抑制 

 

あり 
プレキャスト製品番号により、製品の品質を後追い確認で

きる 

 

あり 鉄筋、型枠組立の工程削減 

 

なし 初期投資のコストが増大 

 

なし － 
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図面 構造断面図 写真 設置完了時
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平成 25年度豊洲六丁目B1護岸地盤改良工事（その２） 

東洋建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2013 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

2.25m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.70 

 
－ 

 
1.20 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

当初設計なので特になし 

 

当初設計なので特になし 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 型枠、鉄筋、足場工の削減 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 施工ヤードの削減 

 

あり 仮設足場の削減 

 

あり 現場打施工より、品質向上 

 

あり 戻りコン、残コンの減少 

 

なし － 

 

あり 工場製作分の工程短縮 

 

なし － 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 

309



 

街路築造工事及び電線共同溝設置工事その２（25北南－西東京３・

２・６） 

飛島建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2015 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

2.25m 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

十分確保可能 

 

良好 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

下記に記載 

 

今回工事では特になし。 

 

今回工事では当初設計に入っていたため、採用における課題はなし。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
型枠、足場などが削減できたため省人化ができているが、

具体的な比較はできていない。 

 

あり 
2 次製品で現場に仮置きできたために、生コン打設日等の

調整が必要なくなった。 

 

あり 
それほど特殊な擁壁ではないため、一般的な作業員で対応

可能であった。 

 

あり 
プレキャストの運搬経路や仮置き場の確保が容易にできた

ため、施工性は十分確保されていた。 

 

あり 
2ｍ以上の L 型擁壁のため、現場打ちだと打設足場が必要

となるが、足場を削減できた。 

 

なし 
2 次製品のため、生コンの締固め不足等による施工不良の

懸念を防止できた。 

 

あり 
具体的な数字は不明だが、省力化・工期短縮により環境面

では確実にプラスであったと思われる。 

 

なし － 

 

あり 
H1.3～H2.25 と小型ではあるが、全長約 36ｍ程度あった

ため、6 日程度の工期短縮は図られたと思う。 

 

なし 当初設計のため、比較していない。 

 

なし － 

 

H=2.25m断面図・展開図

L=11m

H=1.30m断面図・展開図

L=25m
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武蔵水路下流部改築工事 

株式会社奥村組 

◆工事基本情報 

 

その他機構・事業団 

 

2011 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

2.7m 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

水路内工事は 12 月から翌年 5月までの期間に限定 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

特になし 

 

特になし 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
配置人数の削減：現場打ち躯体工事に比べて、現地での作

業人数を大幅に減少出来た。 

 

なし 不明 

 

なし 不明 

 

あり 

施工ヤードの削減：市道の一部を施工ヤードとして占用す

る必要があり、市道仮回しが出来ない住宅地エリアでは水

路に作業構台を設け、二次製品を設置した。 

 

あり 
仮設規模の減少：一か所に荷下ろし後、特殊運搬機械で水

平移動して設置した。（仮設構台設置数量の減少） 

 

あり 
品質向上：二次製品で工場の厳格な品質管理の下製造され

ている。 

 

あり 
産業廃棄物の抑制：型枠の廃棄処理の減少、残コン処理の

減少。 

 

なし 不明 

 

あり 

施工期間の短縮：雨天等により仮設工事が若干遅れた際も、

プレキャスト製品据付工は安定した工程管理ができ、限定

された施工期間内に完成する事が出来た。 

 

なし 不明 

 

－ － 

 

プレキャスト構造断面図

開水路標準断面図

中央壁タイプ(据付状況)側壁タイプ
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多賀城市大代東雨水ポンプ場復興建設工事その４ 

株式会社鴻池組 

◆工事基本情報 

 

その他機構・事業団 

 

2017 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

2.4m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

特になし。 

 

今回は、設計に Pca が組み込まれていたため苦労なく施工できたが、一

般に Pca 製品は高価なため、設計変更とするにはかなりの理由づけが必

要となり、その労力も多大なものとなると予想される。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
型枠工・鉄筋工が現場で不要となったため省人化が図れた

と思う。 

 

あり 天候に比較的左右されず、工期短縮は図れたと思う。 

 

なし － 

 

あり 

ポンプ場(新設)内での施工であり、施工・資材ヤードが比較

的少なくて済んだため、他工種との並行作業が可能となっ

た。 

 

あり 足場等の仮設備が不要のため、安全性の向上につながった。 

 

なし － 

 

あり 
現場施工に比べ、型枠材は工場製品（転用可能）のため産

業廃棄物の低減になっていると思われる。 

 

なし － 

 

あり 
養生期間がいらず、また、他工種との相番が可能となった

ため工期短縮になったと思う。 

 

なし － 

 

なし － 
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316



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)  小型（擁壁高 2m 以下） 
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横環南戸塚 IC改良(その１)工事 

株式会社安藤・間 

◆工事基本情報 

 

国土交通省 

 

2021 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

2m 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.10 

 
0.30 

 
1.20 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

不足 

 

不良 

 

大型車両進入できないので大型クレーンにて施工 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

工程確保の為 

 

－ 

 

大型車両進入できないので大型クレーンにて施工したが、PC製品は揚重

機が近寄れなければ施工不可となる 

 

プレキャストを設計変更とするための発注者との協議手間が大変で、書

類も多く発生した。柔軟に認められるような仕組みが必要。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 工程短縮、労務削減 

 

あり 工程短縮 

 

あり 据付のみなので特殊技能は不要。玉掛などの資格は必要 

 

なし 

大型車両進入できないので大型クレーンにて施工 

ただし、据え付け作業が 1 日のみなので、他作業への影響

はなかった 

 

あり 足場など仮設工事は不要 

 

あり 工場製品により高品質化 

 

あり 現場製作はないので、産業廃棄物の抑制につながった 

 

なし 3 本のみなので影響なし 

 

あり 現場製作はないので、現場施工期間の短縮になった 

 

なし LCC の削減効果は同等 

 

なし － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 

DXの推進 

工程短縮 

コスト 

その他 

319



 
東京外環自動車道 大和田工事 

清水建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

高速道路会社 

 

2017 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

2m 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
0.50 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

不足 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

工程短縮・施工性の向上 

 

－ 

 

特になし 

 

特になし 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 

320



◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
現場打ちに比べ、鉄筋、型枠、生 con打設、支保工などの

工種が省略でき省人化に大きく寄与している。 

 

あり 工程短縮に伴い現場での労働時間の削減に寄与する。 

 

あり 鉄筋工、大工が不要となる。 

 

あり 
現場での品質確保項目が少なくことなど、施工性に優れて

いる 

 

あり 
現場打設の場合、外部足場が必要となる。高所作業が減る

ことにより安全性の向上に寄与する。 

 

あり 
工場での製作となり、より良い環境での養生など品質確保

が良好である 

 

あり 

戻りコン、残コンの削減に繋がる。 

工程短縮に伴い使用する重機数も減ることから CO2 削減

に寄与する。 

 

なし － 

 

あり 施工期間の短縮効果（1/2 程度） 

 

なし － 

 

－ － 

 

省人化・省力化 

働き方改革 

担い手確保 

施工性 

安全性 

品質・維持管理性 

環境 
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工程短縮 

コスト 

その他 

321



 
北陸新幹線、浅水川橋りょう他 

株式会社安藤・間 

◆工事基本情報 

 

JRTT 

 

2021 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

2m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
0.50 

 
1.20 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

良好 

 

工事用道路から搬入、施工が可能 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

今回の事例では特になし 

 

Pca 採用については、近年発注者側の意識も改善されてきていると感じ

るが、当初設計から変更するには協議や資料作成に要する負担が大きい。

当初設計から適切な Pca採用が必要。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 品質管理書類、写真が削減される 

 

あり 職員の作業量の削減に繋がっている 

 

あり 経験の浅い作業員でも施工可能 

 

あり 雨季・冬季での施工が可能であった 

 

あり 仮設足場が削減 

 

あり 現場打設、養生の程度に左右されない 

 

あり 
戻りコン、残コンがないため、産業廃棄物の抑制に繋がっ

ている 

 

なし － 

 

あり 
当初設計のため、現場打ちとの比較は行っていないが、現

場打ちと比較すると工期短縮に繋がっている 

 

なし 不明 

 

なし － 
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北陸新幹線、浅水川橋りょう他 

株式会社安藤・間 

◆工事基本情報 

 

JRTT 

 

2021 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

1.9m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
0.50 

 
1.20 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

良好 

 

工事用道路から搬入、施工が可能 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

今回の事例では特になし 

 

Pca 採用については、近年発注者側の意識も改善されてきていると感じ

るが、当初設計から変更するには協議や資料作成に要する負担が大きい。

当初設計から適切な Pca採用が必要。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 品質管理書類、写真が削減される 

 

あり 職員の作業量の削減に繋がっている 

 

あり 経験の浅い作業員でも施工可能 

 

あり 雨季・冬季での施工が可能であった 

 

あり 仮設足場が削減 

 

あり 現場打設、養生の程度に左右されない 

 

あり 
戻りコン、残コンがないため、産業廃棄物の抑制に繋がっ

ている 

 

なし － 

 

あり 
当初設計のため、現場打ちとの比較は行っていないが、現

場打ちと比較すると工期短縮に繋がっている 

 

なし 不明 

 

なし － 
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北陸新幹線、浅水川橋りょう他 

株式会社安藤・間 

◆工事基本情報 

 

JRTT 

 

2021 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

1.75m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
0.50 

 
1.20 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

良好 

 

工事用道路から搬入、施工が可能 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

今回の事例では特になし 

 

Pca 採用については、近年発注者側の意識も改善されてきていると感じ

るが、当初設計から変更するには協議や資料作成に要する負担が大きい。

当初設計から適切な Pca採用が必要。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 品質管理書類、写真が削減される 

 

あり 職員の作業量の削減に繋がっている 

 

あり 経験の浅い作業員でも施工可能 

 

あり 雨季・冬季での施工が可能であった 

 

あり 仮設足場が削減 

 

あり 現場打設、養生の程度に左右されない 

 

あり 
戻りコン、残コンがないため、産業廃棄物の抑制に繋がっ

ている 

 

なし － 

 

あり 
当初設計のため、現場打ちとの比較は行っていないが、現

場打ちと比較すると工期短縮に繋がっている 

 

なし 不明 

 

なし － 
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北陸新幹線、浅水川橋りょう他 

株式会社安藤・間 

◆工事基本情報 

 

JRTT 

 

2021 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

1.7m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
0.50 

 
1.20 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

良好 

 

工事用道路から搬入、施工が可能 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

今回の事例では特になし 

 

Pca 採用については、近年発注者側の意識も改善されてきていると感じ

るが、当初設計から変更するには協議や資料作成に要する負担が大きい。

当初設計から適切な Pca採用が必要。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 品質管理書類、写真が削減される 

 

あり 職員の作業量の削減に繋がっている 

 

あり 経験の浅い作業員でも施工可能 

 

あり 雨季・冬季での施工が可能であった 

 

あり 仮設足場が削減 

 

あり 現場打設、養生の程度に左右されない 

 

あり 
戻りコン、残コンがないため、産業廃棄物の抑制に繋がっ

ている 

 

なし － 

 

あり 
当初設計のため、現場打ちとの比較は行っていないが、現

場打ちと比較すると工期短縮に繋がっている 

 

なし 不明 

 

なし － 
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吹田（信）緑地整備他２工事 

東洋建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

JRTT 

 

2011 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

1.5m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.70 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

特になかったが、仮置きヤードは設けた 

 

－ 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 現場試験などの手間を無くすことが出来た 

 

あり 施工期間が短縮できたため、閉所をすることが出来た。 

 

なし 
特殊な施工環境ではなかったため、特殊技能はもともと不

要だった。 

 

あり 施工ヤードが削減出来、工程短縮が出来た 

 

あり 
ＪR 線路付近の工事であったので、施工が早く出来ること

で安全性も向上した 

 

あり ひびわれを抑制出来た 

 

あり 残コン、型枠殻などが出ないので廃棄物の抑制になった 

 

なし － 

 

あり 
日数までは分からないが現場養生等がない分だけでも工程

短縮になった 

 

なし 不明 

 

なし － 
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中央線武蔵小金井・国分寺間高架橋新設他２（ロ）工事 

清水建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

鉄道会社 

 

2012 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

1.5m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
0.30 

 
1.50 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

高架下整備事業こ工期が逼迫しており、工期短縮のため土留擁壁工にお

いて、プレキャスト製品を採用した。 

 

－ 

 

・プレキャスト擁壁を設置する際、隣接する製品どうしの段差が生じない

ように高さ調整を行う必要がある。高さ調整に時間が掛からないように

調整プレートと敷モルタルを併用して施工した。 

 

プレキャスト化は、一般的にコストが高くなる。 

そのため、得意先との協議で、まず最優先事項（コスト、工程等）を確認

する必要がある。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
鉄筋工、型枠工、コンクリート工（擁壁部）が現場で不要

となったため、省人化できた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

なし － 

 

あり 

コンクリートの品質は、工場製作の方が高品質である。 

鉄筋組立、型枠組立、コンクリート打設の現場施工管理が

なくなり、品質確保が容易であった。 

 

あり 木材、残CONの産業廃棄物がなかった。 

 

なし － 

 

あり 現場打施工と比べて、想定で約 60日の工程短縮が図れた。 

 

なし － 

 

なし － 

 

 

【施工状況写真】 【設計図】
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一般国道 340号大家の 11地区ほか道路災害復旧(28 災 486 号ほか)工事 

株式会社奥村組 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2017 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

1.5m 

 

なし 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

特になし 

 

災害などでコンクリート製品の需要が高まると、工場の生産が追い付か

なくなり、納入が遅れる場合がある。 

 

なし － 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 写真管理の削減につながった。 

 

あり 工期の短縮につながった。 

 

なし 不明 

 

あり 
国道を切り回ししての施工で狭隘な場所での作業であった

が、施工ヤードの削減につながった。 

 

なし 不明 

 

あり 寒冷地のため品質向上につながったと考えている。 

 

あり 型枠材など、産業廃棄物発生の削減につながった。 

 

なし 不明 

 

あり 
型枠組立、コンクリート打設、養生、型枠解体、トータル

3 週間程度の工期短縮が可能となった。 

 

なし 不明 

 

なし － 

 

工場切断加工

均しコンクリート

基礎砕

18-8-40-BB W/C≦60%

RC-40

断面図 設置状況
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大松山運動公園拡張整備事業 陸上競技場・管理棟整備工事 

戸田建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2018 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

当初設計 

 

1m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.50 

 
0.50 

 
－ 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

十分確保可能 

 

普通 

 

－ 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

－ 

 

－ 

 

特になし 

 

本工事における課題ではないが、プレキャスト導入時の一般事項として

示します。 

・渇水期施工であったり、開通が決定しているなど、工期に余裕がない工

事では、設計時点でプレキャストが採用されることを望みます。 

・採用されている製品が、１社独占などの特異な製品であると、施工する

上では納期が限定されたり、経済性の面から、利用するのに支障が生じる

場合があるので、数社が対応できる製品を望みます。 

 

なし － 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
・作業員の現場人数、現場での工種が減るため、省人化、

少力化になっている。 

 

なし 特になし 

 

なし 
・擁壁の規模が小さいことから、熟練工が必要とは考えら

れないので、特になし。 

 

あり 

・2 次製品であることから、比較的天候に左右されず、施

工性が良かった。 

・小型擁壁であったので、小型の揚重機で吊り上げ作業が

でき、施工性が向上した。 

 

あり 
・作業員の現場施工人数が減ることから、工事量が減少す

るので、安全性が向上した。 

 

あり 
・出来形精度が良いため、コンクリートの品質が向上した。 

・施工管理項目が限定されるので、管理がしやすかった。 

 

なし 特になし 

 

なし 特になし 

 

なし 
・現場打ちと比べると工程は短縮になると思うが、今回は、

設計で Pca が採用されていたため、特になし 

 

なし ・設計で Pcaが採用されていたため、特になし 

 

なし 特になし 
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松ケ崎浄水場 高区１・２号配水池改良工事 

飛島建設株式会社 

◆工事基本情報 

 

地方自治体 

 

2018 年度 

◆プレキャスト基本情報 

 

L 型擁壁 

 

設計変更 

 

0.8m 

 

あり 

◆現場打ちとの比較（現場打ちを 1.0 として） 

 
0.70 

 
0.50 

 
1.50 

◆当初の施工条件 

 

－ 

 

ある程度確保可能 

 

普通 

 

基礎部が埋戻土 

◆導入の経緯、導入の概要、技術的課題など 

 

設計では重力式擁壁+建築ﾌﾞﾛｯｸ+ﾌｪﾝｽとなっていたが、建築ﾌﾞﾛｯｸ部の安

全性の問題があった為、擁壁+ﾌｪﾝｽ基礎を兼ねたﾌﾟﾚｷｬｽﾄの L 型擁壁の採

用を協議した。 

 

－ 

 

水平且つ直線部分については大きなメリットがあるが、折れ点があった

り、勾配が変化する部分については、計画が困難であった。また、構築す

るライン上に水路や集水枡があると、現場打ちが必要となる箇所が出来

てしまう。 

 

コスト面でプレキャスト製品は現場打ちと比べ割高になってしまうの

で、その他のメリットを（工程や施工性）を評価し採用してくれる発注者

側の柔軟な対応も必要である。 

 

なし － 

 

 

 

 

発注機関 施工年度 

工種 契約形態 

擁壁高 JIS 規格適用 

工程 労務 初期コスト 

据付条件 ヤード アクセス性 

その他 

導入の経緯 

導入の概要 

技術的課題 

その他課題 

ICT 活用 
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◆プレキャスト導入の目的と効果 

 

あり 
型枠工・鉄筋工が現場で不要となったため省人化が図れた

と思うが、現場打ちとの比較は困難。 

 

なし 比較できるほどのデータはない。 

 

なし 特になし。 

 

あり 

型枠や鉄筋の資材置き場が不要であり、限られた施工ヤー

ドでも無理なく施工できた。また、天候に左右されず施工

することができた。 

 

なし 
もともと小規模な擁壁である為、比較できるほどのメリッ

トはなかった。 

 

あり 
工場製品なので、現場打ちと比較すると品質は安定してい

たと思う。 

 

あり 戻りコン・残コンは削減された。 

 

なし 特になし。 

 

あり 二週間程度の工程短縮は図れたと思われる。 

 

なし 特になし。 

 

なし 特になし。 

 

 

概　要

安定性

施工性

品　質

安全性

経済性

総合評価

重力式擁壁部

設計 協議案

安定性あり。 〇 安定性あり。 〇

現場打ちの為、施工性は劣る。 △ 施工速度が速い。 ◎

フェンス支柱建て込み部がコンク

リートブロックになっており、劣化

や地震等により倒壊の危険性があ

る。

×

フェンス支柱が建て込める構造と

なっており、構造的に安定してい

る。

◎

現場施工の為、品質にバラツキが出

やすい。
〇

工場製作で品質のバラツキが出にく

い。
◎

安全性に問題があり不採用 × 施工性が良く安価である ◎

37,500円/m

〇

33,500円/m

◎
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・コンクリートブロック

・基礎砕石

・プレキャストL型擁壁

・基礎砕石

・均しコンクリート

【重力式擁壁＋ ﾝｸ  ﾄﾌﾞﾛｯｸ】 【ﾌﾟﾚｷｬｽﾄL型擁壁】 【
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4. プレキャスト工法の活用事例（令和元年度収集） 

 本活用事例集の第一版として、令和元年度に国土交通省と（一社）日本建設業連合会が協力し

てプレキャスト工法の活用事例を収集した。当収集においては、現場打ちコンクリートとプレキ

ャストコンクリートの経済性比較に着目し、各工事においてその費用詳細を明示することにした。 

 

4.1 調査概要 

◆ 対象事例 

・ 平成 28 年 4 月以降に完成した工事または施工中の工事の内、現場条件等から判断し、

プレキャストコンクリート製品を採用することとした事例 

・ ボックスカルバート（内空 25 ㎡以上優先）、擁壁（壁高 4m 以上優先）、橋梁下部工、橋

梁上部工、トンネル覆工等が対象 

・ 施工承諾によるものは対象外 

◆ 対象となる発注機関 

・ 国土交通省地方整備局 

・ 内閣府沖縄総合事務局 

◆ 調査期間 

   2019 年 11 月～12 月 

 

4.2 事例一覧 

 次頁参照 
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掲載 

ページ 
工 種 

採用理由 従来工法との比較 

工期 

短縮 

品質 

向上 
省人化 安全性 

環境 

配慮 
その他 経済性 工 程 労 務 

342 
ボックス 

カルバート 
○  ○       

344 
ボックス 

カルバート 
○ ○ ○    1.06 0.64  

346 擁壁 ○      0.74   

348 橋梁下部工 ○      0.5 0.7  

350 橋梁下部工          

351 橋梁下部工          

352 橋梁下部工 ○      0.94   

354 橋梁上部工 ○         

356 橋梁上部工 ○ ○ ○ ○  ○    

358 橋梁上部工 ○ ○     0.96   

360 その他 ○ ○  ○   0.94 0.3  

362 その他 ○      0.5   

364 その他      ○ 4.0 0.5 0.9 

366 その他 ○ ○ ○ ○   1.6 0.80 0.72 

368 その他    ○   1.7   
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＜問い合わせ＞ 

令和４年３月  

国土交通省 大臣官房技術調査課 

一般社団法人日本建設業連合会 

 

無断転載禁止 


